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2)情 報 科学セ ンター
3)南 極圏環境モ ニ タリング研 究セ ンター



























1)図 書室 の概 要
2)年 度別蔵書数及び増加冊数








































5.研 究所 日誌 159
1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊が南極に出発 して以来,南 極地域観測
隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実に発展 してきた。その結果,南 極地域観測隊並び
に極地研究の中核となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者から強 く要望さ
れた。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼事務室が設置 されたのを皮切 りに,順 次 これが極地学課,
極地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組されてきた。 しか し,我 が国の南極観測事業のより一層の進
展のため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究センターが発展的に改組 され,大 学共同利用機関 として,国
立極地研究所が創設された。
昭和48年9月29日 国立極地研究所創設。研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設置


















研究系に極地気象学研究部門(時 限5年),極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設置 され,寒 冷生物学
研究部門が寒冷生物学第 一研究部門と寒冷生物学第二研究部門に改組された。
研究系の超高層物理学研究部門が超高層物理学第 …研究部門 と超高層物理学第二研究部門に改組













大学共同利用機関として設置され(国 立学校設置法の 一部を改正する法律,昭 和48年 法律第103号),極 地に関する
科学の総合研究及び極地観測 を行うことを目的 とする。
2)主 要事業
ア)共 同 利 用





南極地域観測の中核機関として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務 を行い,並 びに観測成





















雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
地 殻 活 動 進 化 研 究 部 門
※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
※限 石 研 究 部 門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒 冷 生物 学 第 一研 究 部 門
※寒 冷 生物 学 第 二研 究 部 門
※極 地 設 営 工 学 研 究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
限 石 資 料 部 門
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年度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726




54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,116 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,113,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
元 648,699 831,812 1,480,511
2 704,938 954,564 1,659,502
3 802,336 968,291 1,770,627
4 821,502 942,497 1,763,999
5 882,564 1,029,598 1,912,162
6 987,415 965,428 1,952,843








































































































敷 地 面 積

















研 究 所 配 置 図
ll.　研 究 活 動
国立極地研究所の教官(客 員教官を含む)は,専 攻分野に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究 グループ,気 水圏研究
グループ,地 学研究 グループ,生 物学研究グループ,及 び極地設営工学研究グループに所属 し,研 究に従事 している。
各研究グループは,将 来計画の推進,共 同研究の進展,前 年度の研究実績等 を踏まえ,年 度ごとの研究計画 を立案 し
実行 している。
平成8年 度に行われた研究活動を,「研究」,「国際共同研究等」,及 び 「シンポジウム等」に区分 してまとめた。
「研究」においては,各 研究グループごとに,教 官ごとの研究課題を 「一一般研究」に,所 外の研究者 との共同研究
の研究課題を 「共同研究」に,文 部省科学研究費補助金による研究課題を 「科学研究費補助金による研究」にまとめ,




「シンポジウム等」では,国 立極地研究所主催の5つ のシンポジウム(極 域における電離圏磁気圏総合観測シンポ
ジウム,極 域気水圏 シンポジウム,南 極地学 シンポジウム,南 極陽石 シンポジウム,極 域生物 シンポジウム)の 概要
について,ま た,共 同研究の一環 として行われた研究小集会 ・観測研究小集会についてその題 目等をまとめた。
1.研 究
1)超 高層物理学研究 グループ
(1)一 般 研 究
放射線帯高エネルギー粒子の計算機シミュレーション 教授 江尻全機
磁気圏物理学で放射線帯高エネルギー粒子の振舞いに関する研究は,磁 気嵐に伴 うプラズマシー トから環電流領域
へのエネルギー注入の過程(リ ングカレント形成)や 高緯度オーロラ粒子の起源,低 緯度オーロラの原因等 と密接 に
関連 し,さ らに,宇 宙空間(特 に放射線帯)で の宇宙利用(通 信.放 送衛星,気 象衛星,地 球探査衛星,ス ペース ・
ステーション等)に 対する宇宙天気予報 という観点から重要な研究課題である。理論シ ミュ レーションの技術 も進歩
し,新 たな計算手法の開発を行い,ス ーパーコンピューターにより高エネルギー粒子分布の時間発展を求めることが
出来た。今回は電荷交換過程やクーロン衝突,粒 子の運動そのものが作 る反磁性(diamagnetic)等 の効果に加え,
環電流形成に伴 う地球磁場変動について検討 した。
南極 点 におけ るオーロラ と大気光 ダイナ ミックスの研 究
教授 江尻全機,教 授 岡野章一,助 教授 出口 真,助 手 岡田雅樹,助 手 堤 雅 基
1996年11月 に南 極点基 地 に設 置 された全天 イメージ ャ　(ASI)　 は,1997年4月 か ら実運 用を開始 した。極地研 究所
か ら衛星 回線 を通 じてASI制 御 用 コ ンピュー ター に接続 し,運 用 モー ド設定,　CCDカ メラ制 御,デ ー タ取得,国 内へ
のデー タ転送 を行 った。 運用開始 か ら観測装 置の調整及 び ソフ トウェアの改修 を続 け,6月 中旬 か ら8月 末 まで本観
測 を行 っ た国内 に転送 されたサ ンプル画像か らASIが 順調 に稼働 して いる こ とが確 認 された。11月 には 田口が南極点
基地へ赴 き,1997年 観測 シー ズ ンのデー タテープ回収,空 テー プの補給,絶 対感 度校正,新 しいテ ープ ドライブの接
続,故 障 した テープ ドラ イブの 回収,現 地支援 要員の訓練 を行 った。一一方,持 ち帰 ったテープ に記録 され た約100GB
の画像 デー タは,静 止 画像及 び動 画像 と して公開 され ている。1997年 観 測 シーズ ンに得 られた全画像 で,極 点 にお け
る オーロ ラの 日変化 や昼側 カスプ領域 に現 れるオー ロラについて調べ た。 またオー ロラが現 れてい ない時間帯 に観測
され た大気 光 イメージに大気波動 に よる と思 われ る変動現 象が見つ かった。
【 ?
オー ロラ トモグラ フィーの研 究 教授 麻 生武彦,教 授 江尻全機
オー ロラ トモ グ ラフ ィー はCT　 (計 算 トモ グラ フ ィ)の 技法 を応用 して複 数の単 色光 オー ロラ画像 か らオーロラの
3次 元 構造 を復元 し,オ ー ロラ生成 の物 理過程や オー ロラダ イナ ミックスの解明 に繋 がる知見 を得 ようとす る もので
ある。本研究 は,南 極昭和 基地周辺 におけ るステ レオ立体観測 の解析 を鳴矢 と し,そ の後 アイスラ ン ドで の長 基線 ス
テ レオ観 測 をへ て,ス ウェー デ ン ・キ ルナのス ウ ェーデ ンスペ ー ス物 理研究 所のALISグ ルー プ との国際 共同研究 に
発展 した。本年 は と くに,発 光光度 の絶 対値再較正 を目的 として,極 地研 究所 に設置 された光学較正 装置 に よる カメ
ラの較正 を行 った。 このカメ ラを加 えた最大6点 の観 測点 を用 いて,前 年 度 に引 き続 いて1998年2月 には,ト モ グラ
フ ィー観 測 と,　FAST衛 星 やEISCATレ ー ダー との コ ンジャ ンク シ ョン観測が 行 われ,こ れ ら一連 の観 測 で得 られた
オー ロラサ ブス トー ム,パ ル七 一テ ィングオー ロラ,電 離層 トラフな どの同時観測 デー タにつ いて種 々検討 が行 われ
た。
EISCATレ ーダーによる中層大気ダイナミックスの研究 教授 麻生武彦
大気潮汐波は主に下層で励起され,上 方への伝播に伴い,中 間圏から下部熱圏にかけて卓越 した波動成分 となるが,
伝播途上での平均流や重力波,プ ラネタリー波 との相互作用や散逸などを通 じその様相は種々の時間スケールの変動
を示す。中緯度 については,従 来か ら流星レーダー観測と計算機モデリングによりこれらを定量的物理学の範躊で捉
えてきたが,極 域 においては高次モー ドの卓越や,サ ブス トームなどに関連 した上方からの電磁力学的擾乱などが相
加わ りその様相 をいっそう複雑 にする。これをEISCATレ ーダーを中心 とし,こ れに呼応 した各種 レーダー,光 学観
測機器を駆使 し,計 算機モデリングコー ドの拡張 と並行 して解明することを目的 としている。
EISCATレ ー ダーによる極 域電磁環境 変動 の研 究 教授 麻 生武彦,教 授 佐藤 夏雄
EISCATレ ー ダーは従 来か らのUHF,VHFレ ー ダー に加 えて,高 緯度 カスプ域 の探 測 を可能 にす るEISCATス バルバー
ル レー ダーが1997年12月 の送信 電 力の増 強 に伴 い,本 格 的 に稼働 を始 め た。1998年2月 には,わ が 国のGEOTAIL衛
星 の磁気圏 界面 通過 と同期 して,い わゆ る南北共役 点HFレ ー ダー網　(SuperDARNと 呼称,　Super　 Dual　Auroral　 Radar
Networkの 略)とEISCAT-ESRレ ー ダー,　ALIS,　 あ けぼの衛 星の 同時観 測 キャ ンペー ンが初 めて行われ た。




研究は全天撮像用の光学系でも感度校正が可能なシステムの設計 ・製作 を目指 してきたが,平 成9年 度に全 システム
が完成 した。校正システムは直径2mの 積分球光源 と,波 長走査可能な単色面光源から構成 されている。積分球光源
の強度は波長557.7nmに おいて0.3R/nmか ら30MR/nmま で可変であ り微弱な大気光か ら明るいオーロラまで再現で
きるようになっている。積分球内壁の面輝度の一様性は2π の範囲内で4%以 内である。また単色面光源は観測装置
の分光感度特性 を測定するための もので,光 源の タングステンランプと分光器,お よび白色平面拡散板か ら構成され
ている。この他に,フ ィルター特性測定用のタプルパス分光光度計,比 較校正 フォトメータ(3台),全 天走査型比
較校正 フォ トメータも用意 された。 さらに観測現場での校正用に可搬型の光源(3台)も 製作 され,そ の強度が積分
球を基準に校正 された。完成された本 システムは新たに設置 された光学校正機器室に置かれ,光 学観測機器の校正が
簡便に高精度で行える設備環境 を所内 ・所外の光学観測を行 う研究者に提供することがで きるようになった。
共役点観測によるオーロラブレイクアップの開始時間差の研究 教授 佐藤夏雄
昭和基地一アイスラン ド(フ ッサフェル)地 磁気共役点で観測されたオーロラ画像記録を用いて,オ ーロラブレイ
クアップの開始時間差の研究 を行った。特 に,オ ーロラの微細構造 とのその時間的 ・空間的変動の共役性に注 目して
解析を行った。その結果以下の興味深い結果が得 られた。
1)オ ーロラの形態がループ状 をしたオーロラの形状 と動きは両共役点で同じであったが,そ の空間的スケールは,
昭和基地側がアイスラン ド側 よりも約2倍 大きかった。
2)オ ーロラブレイクアップ時は,赤 道側のオーロラは共役性が良いが,極 側のオーロラは共役性が悪い。
3)共 役性の良いオーロラのブレイクアップ開始時刻 は,昭 和基地側がアイスランド側よりも約1分 間早かった。
この非共役性現象とブレイクア ップの時間差の観測結果は,オ ーロラ粒子加速域や沿磁力線電流の片半球側への偏
り,お よび,電 離圏がオーロラ加速に及ぼす影響の重要性 を示唆 している。
イ メー ジング リオ メータで見 る日照 とオー ロラの関係 助教授 山岸久雄
極地 の夏 は太 陽が一 日中沈 まない ため,オ ー ロラが 出現 して も眼 で見 るこ とが で きない。 しか し,オ ー ロラ現 象は
南北半球 で対称 的に発生す る と考 え られるため,白 夜 の夏 半球で も,暗 夜の冬半球 と同様 にオー ロラが 出現 す る と信
じられて きた。 しか し,最 近,　DMSP衛 星 のオ ーロ ラ粒子観 測 を統計 処理 した ところ,デ ィス クリー トオー ロラに対
応す るInvertedV型 降下粒 子現象 は冬 に多 く,夏 に少 ない とい う顕 著 な季節 変化が得 られた　(Newell　et　al,　1997)。 言
い換 えれば,白 夜 の夏,オ ー ロラは眼で見 えないだけで はな く,実 際 に発生数が少 ない,と い うことが粒子観 測 によ
り明 らかに され た。
イメージ ングリオメー タは電波 の電 離層吸収 を用いて オー ロラを イメー ジングす る装 置で あ り,日 照の有無 にかか
わ らず オーロ ラ観測が行 えるため,白 夜の夏 にオー ロラが少 ないか どうか を調べ るのに最適で ある。特 に,昭 和 基地
一ア イス ラ ン ド地磁気共役 点 に設置 された イメージ ングリオ メー タは,同 一ー オ ー ロラ現 象 を,夏 半球 と冬半球 とで同
時 観測す るこ とになるため,季 節(日 照 の有無)の 影響 を求 めるの に好都 合であ る。
1992年 の冬至,春 分,夏 至 を含 む3か 月(6月,9月,ユ2月)に昭和基地 とア イスラ ン ドで観測 された共役 的オー
ロ ラ吸 収 現 象32イ ベ ン トにつ いて,夏 冬 半球 間 の強 度差 を調べ た と ころ,冬 半球 の方 が 強い場 合が82%を 占め,
Newell等 の結果 を支持す る結 果が得 られた。
月周 回探 査衛星搭載 プラズマイメー ジャによ るオーロラ ・大気光の研 究
助教授 田日 真,教 授 岡野章一,教 授 江尻 全機
2003年8月 に打 ち 上げ 予定 の 月探 査 周 回衛 星　(SELENE)　 に搭載 され る地球超 高層 プ ラズマ イメー ジ ャ(Upper
Atmosphere　 and　Plasma　 Imager:　 UPI)　 の 開発を進めて いる。UPIは 共役点 オー ロラの同時撮像 及び大気光 のグ ローバ
ル イメージ ングを目的 としてい る。南北 共役点 オー ロラを同一…画像 に撮像 す ることは,観 測の 同時性 が完全 であ り,
発 光強度や形態,時 間発展,位 置関係 の詳細 な比較 が容易 に可 能であ る。 また大気光 の イメー ジ ング観測か らは大規
模 大気重力波 の伝播 を地球規 模で初 めて可視 化す るこ とが期待 され る。 平成9年 度 はUPI全 体 の概念設計,極 端紫 外
望 遠鏡　(UPI-TEX)　 鏡 筒の試作,　UPI-TEXに 使用す るMCPと フ ィル ターの性 能評価試験,紫 外望遠鏡　(UPI-TCV)　 に
使用す る吸 収セル開発 システムの製作,可 視望 遠鏡　(UPI-TVIS)　 に使用す るCCDド ライバ回路 設計 ・製作 を行 った。
昭和基地全天CCDカ メラの開発 助教授 田口 真,教 授 岡野 章一
昭和基地ではフィルム式全天カメラによってオーロラ活動の定常観測 を行ってきた。 しか しフィルムの入手困難,
感度不足,メ ンテナンスの手間などの問題で,新 しい技術 を導入した全天カメラシステムを導入する必要が出て きた。
そこで昭和基地のフィルム式全天カメラに代わる新 しい全天CCDカ メラシステムを開発 した。検出器 として感度が
高い背面照射型のベアCCDチ ップを使用 したCCDカ メラを選定 した。市販の35mmカ メラ用180° フィシュアイレン
ズに特注の像縮小 リレーレンズを組み合わせて明るい光学系を実現 した。オーロラのパ ンクロ撮像に従来は15秒程度
の露出時間を要していたが,新 しいシステムでは数秒の露出時間で鮮明な画像が得られる。光学系の途中にバ ンドパ
スフィルターを挿入できるようになってお り,モ ノクロ画像を取得することも可能である。データはパソコンで取得
されDLTテ ープに保存される。一晩の観測は立ちltげ と観測後のデータ保存のみ観測隊員の手が必要だが,そ の他は
自動運転である。平成9年10月 までに装置を製作 し,試 験観測,校 正を行った。第39次 南極地域観測隊によって昭和
基地に設置され,観 測を開始 した。それにともなって従来のフィルム式全天カメラは廃止 された。また同時期にこれ
と同一機種 を1台 中山基地に設置 し,波 長63011mの 単色撮像観測に使用されている。
ファフ リーペ ローイ メー ジャーによ る極域中間 圏 ・熱圏 ダイナ ミクスの研 究
助教授 田口 真,教 授 岡野章一,教 授 江尻 全機
第V期5カ 年計画 に沿って昭和基地 に設置 される計 画の フ ァブ リーペ ロー イメージ ャーは上部 中間圏 ・下部 熱圏 中
性 大気の風速 と温度 の2次 元分布 を測定 す る装置 であ る。 これ らの高度領域 での オーロ ラ活動 と大 気 ダイナ ミクスの
関係,大 気大循 環パ ター ンのモニ タリングを目的 とする。平成8年 度 に購 入 した有効 口径150mlnの ファブ リーペ ロー
エ タロンを心臓 部 とす るフ ァブリーペ ロー イ メージ ャーの詳細設 計 を進め た。 ファブ リーペ ロー イメー ジャーの光学
系 について は要求 され る性 能か ら仕様 を固め,光 学 メー カーに設 計 を依頼 した。様 々な タイプの2次 元光検 出器につ
いて性 能の比較検討 を行 い,背 面照射型CCDが 最 も適 している とい う結論 を得 た。このフ ァブ リーペ ローイメージ ャー
の設計で最 も重要 な点 はエ タロ ンの安定化 であ る。エ タロ ンギ ャ ップはスペ ーサ ーの温度変化 やギ ャ ップ間の空気 の
密度変化 に よって変動 す る。 しか しこれに使 用す るエ タロ ンは気密 セル に入れ られてあ るので気圧変化 は考慮 しな く
て 良い。エ タロ ンスペ ーサ ーの温 度 を±0.05℃ 以 内で一定 に保つ ための方法,周 波数安定化He-Neレ ーザー光 を使 っ
たエ タロ ンギ ャ ップモニ ターお よびフ ィー ドバ ックルー プによる安 定化 システム を検討 した。
水 星大気圏 ・磁 気圏の光 学的探査 に関す る研究 助教授 田口 真,教 授 岡野章一,教 授 江尻全機
PLANET-Bに 続 く次期 惑星 ミッシ ョン候 補 として水星探査 が提 案 され,平 成9年5月 に水星探査 ワー キ ング グルー
プが設立 された。極地研 超高層 グルー プは国内の光学 リモー トセ ンシ ングによる超高層 大気研究 をリー ドす る立場か
ら,東 大,東 北 大,通 総研 と ともに,可 視光 か ら極端紫外光 を使 った水 星大気圏 ・磁 気圏 の イメー ジング観 測の可能
性 につ いて検討 を開始 した。科学 目的,観 測 可能性,機 器 デザ イ ンについて検討 を重ね,水 星探 査機へ の搭 載機器 と
してAtmosphere　 and　Magnetosphere　 Imager:　AMIを 提 案 した。AMIは 可視 イメージ ャー(AMI-V),水 素吸 収セ ルフ ォ
トメー タ　(AMLL),真 空 紫外 分光計(AMI-G),共 通 電気系(AMIE)で 構 成 される。　AMI-Vは ナ トリウムD線 で水
星ナ トリウム大気の動態を明らかにする。　AMI-Lは 吸収セル法により中性水素コロナの分布を観測する。　AMI-Gは 真
空紫外域の輝線スペク トルから希ガス成分の分布を求める。それぞれが水星磁気圏サブス トームに伴ってどの ように
空間的時間的変動するか観測する。AMIを 実現するために開発が必要な技術 について開発計画を立てた。
EXOS-Dオ ー ロラ可 視光撮像装 置デ ータ解析 助手 門倉 昭,教 授 江尻 全機
EXOS-D　 (あ けぼの)衛 星搭載 の オー ロラ可 視光撮 像装置(ATV-VIS)の デー タ処理 を進 めてい る。生 デー タに見
られ る迷光 を出来 る限 り除去す るルーチ ンを作 成 した。1992年12月 に北 米大陸上 空で観測 された,島 状 に孤 立 した領
域の輝度 が増 減す る現 象 につ いて,地 上磁場 ・フォ トメー タ観測 デー タとの 同時解析 を行 った ところ,そ の オーロラ
活動 は,比 較的小 さなサ ブス トームの 回復期 にオーロ ラオーバ ルの高緯度側境 界付近 に生 じたpseudo-break　 up的 な
現象 で,比 較的短時 間の 間に,そ の高緯度 側 と低緯度 側の メイ ンオーバ ル とを結 ぶサ ブス トーム電流系 が消長 してい
るこ とが示 された。
EXOS-Dオ ー ロラ紫外 光撮像装置 デ ータ解析 助手 門倉 昭,教 授 江尻全 機
EXOS-D　 (あ けぼの)衛 星搭 載 の オーロ ラ紫外 光撮 像装置(ATV-UV)の デ ー タ解析 を進 めてい る。特 に1989年6
月 に観測 された オー ロラサブ ス トー ムイベ ン トにつ いて,ハ レー基地 のHFレ ー ダーデー タ,昭 和基 地,あ すか基地




科学衛星EXOS-D　 (「あけぼの」)搭 載の放射線帯モニター装置(RDM)の デー タに関 して,東 工大地球惑星科学科
と共同で,こ れまでに取得され或は現在も取得され,宇 宙科学研究所に蓄積 され続けているデータ組織的なデータベー
スの構築及びその解析 を引 き続 き推 し進めた。また,EXOS-D　 (「あけぼの」)衛 星のSDB　 (Science　Data　Base)の 作
成にも協力 して,　RDMのSDB作 成 を系統的に行 うべ く環境 を整 えた。 また,昨 年度か ら,地 磁気異常地域(SAA)
直下のブラジルにおける,放 射線帯粒子降下及びその影響を調査する為の地上観測も一部開始 し,大 きな磁気嵐時の
放射線帯粒子の振舞いに関する解析 を行い,又,そ の時のSAA領 域超高層大気への影響の可能性を示唆するデータの
存在の有無に関して,引 続 き調査を行った。
超 高層 モニタ リング システ ムの 開発 助 手 菊池雅 行,助 手 行松 彰,教 授 佐藤 夏雄
PC/AT互 換機 をベ ー ス と した,マ ルチ タス ク環 境で の ネ ッ トワー ク透 過型 デー タ収 録,編 集,機 器制 御 システ ム
の 開発 を行 い,昭 和 基地 での安定 動作 を確 認 した。本 システムは100Hz32チ ャンネル,ま たは200Hzl6チ ャン不ルの
無停 止連続 サ ンプ リ ングが可 能で あ り,そ の時刻精 度 は5　msec以 下 であ る。 マ ルチ タス ク環 境 を生 か し,デ ー タを
取得 しなが ら光 磁気 デ ィス クへ の デー タの保存,あ るい はネ ッ トワー ク経 由での デー タ配信 が行 われ る。 デ ー タは
CDFフ ォーマ ッ トで保 存,配 信 され る。
本 システムは リアル タイム制御 アル ゴリズムに独 自の アーキテ クチ ャを用い,年 間 を通 して高 いサ ンプ リング時刻
精度 を実現 する。 また,　PC/AT互 換 機 を用 いてい るため予 備品の調達 が容易 であ り,メ ンテナ ンス も容 易であ る。
一10一
昭和基地はその長い歴史に於いて,極 域超高層現象の重要な観測拠点としての役割を担ってきた。 これに伴い,極
地研究所は他の研究者に対 して極域データ提供の任を負っている。近年,通 信事情の激変,あ るいは科学衛星 との共
同観測に伴い,世 界的にデータ配信の即時性が求められるようになってきている。昭和基地もその例外ではない。
昭和基地で行われている超高層モニタリング観測はVLF,　 ULF,　地磁気である。この システムの完成によりこれら
全てのデータが日本でモニ ター出来るようになった。これらデー タはホームページを通 じて広 く公開されるに至って
いる。
近い将来予想されるネットワークの高速化は,現 象,ト ラブルの リアルタイム監視を可能 とする。このことは研究
者が居なが らにして広範囲な観測網 を即時に把握することであ り,大 域的現象の考察に大きな威力を発揮することが
期待される。
南極点全天撮像装置によるオーロラの地方時依存性の研究
助手 岡田雅樹,教 授 江尻全機,教 授 岡野章一,助 教授 田口 真
平成8年 から米国科学財団(NSF)　 と共同で開始 した南極点全天撮像装置によるオーロラ,エ アグロー観測デー タ
が回収 され,平 成8年 越冬期間中の観測データの解析を行った。磁気緯度が72度 に位置する南極点 においては,昼 間
側 において活発 なオーロラが観測 され,24時 間晴天となる7月 から9月 の間に66000フ レームあまりの画像を取得 し,
解析を行った。ケオグラムおよび動画像を作成することにより大量の画像データを効率良 く閲覧処理できるような解
析処理を行い,南 極点上空における波長毎によるオーロラ発光の違いを地方時の違いによって考察 し,空 間的な位置
によるオーロラ降 り込み粒子のエ ネルギー分布に関する研究を行った。
大気光イメージング観測による中間圏 ・下部熱圏大気波動現象の研究
助手 堤 雅基,教 授 岡野章一,助 教授 田口 真,教 授 江尻全機
極地研究所で開発された高感度全天イメージャーを用い,東 北大学蔵王観測所,京 都大学信楽MU観 測 にて夜間大
気光観測を行った。30秒 から1分 という非常に高い時間分解能で観測された画像からはさまざまな水平スケールを持
つ大気波動が水平伝搬 してゆ く様子が詳細 に捉えられた。画像には背景に星像や銀河像が重なってお り大気光観測に
とってはノイズとなる。従来はそれ らよりも十分に明るい大気光現象を中心に解析が行われていたが,本 研究ではそ
れらを取 り除いて大気光のみ抽出する手法 を開発 し,ご くわずかな大気光変動にまで解析対象を広げた。得られた大
気光のみの画像 をもとに,ス ペ クトル解析によって波動の伝搬特性 を調べ,そ の結果 を国際会議DYSMERシ ンポジ
ウム(京 都1997),　 WAVE　 workshop　 (豪アデレイド1997)で 報告 した。
MFレ ーダー による極域 中間圏領域 の観測
助 手 堤 雅樹,教 授 岡野章一,教 授 麻生武 彦,教 授 江 尻全機
9年 度9-10月 にオー ス トラ リアの アデ レ イ ド大学 に赴 き,同 大学 の所有す るMFレ ー ダー を使 用 して流 星観測 を
実施 した。 これ まで主 と してVHF帯 の周波 数で行 われて いた流星エ コー観測 をMF帯(2MHz)のレー ダー に応用 す
るこ とに よ り,夜 間 に限定 は されるが,高 度90kmか ら少 な くとも115km程 度 までの風速 が十分 な精度 で観測 可能 で
あ るこ とを示 した。高度100km以 上 の領域の風 速推定 を行 うことは,　VHFレ ー ダー による流 星エ コー観測 で は大変難
しく,他 の有効 な観 測手段 も非 常 に乏 しい。解析 結果 は国際 会議 であ るDYSMERシ ンポ ジ ウム(京 都1997)で 発
表 し,論 文 と して学術誌Earth,　Planets　and　Spaceに 投 稿 した。
極 域電離 圏 プラズマダ イナ ミクスの研究 教授(客 員)小 川忠彦
SuperDARN短 波(HF)レ ー ダー網 の一環 と して,1995年2月 と1997年2月 に昭和 基地 にそれぞれ設置 された第1,
第2HFレ ー ダーを用い た極 域電離 圏 プラズマ ダ イナ ミクスの研 究 を本 年度 か ら開始 した。 これ らのHFレ ー ダーは,
短波 が電離層 内で屈折 されて遠距 離 まで伝 搬す る性 質 を利用 してお り,レ ー ダー基地 か ら約3,000km以 内 の電 離圏F
層の プ ラズマ運動 を2分 程 度の時 間分解 能 と45kmの 空 間分解 能で測 定す る ことがで き,オ ー ロラ帯 か ら極 冠域 に至
る広範 囲のプ ラズマ ダイナ クスの研 究 に非常 に有効で ある。
平 成9年 度で は,昭 和 基地 第1レ ー ダー,英 国ハ ー レー基 地 レー ダー 及び北極域 のSuperDARNレ ー ダーで得 られ
た デー タを用いて,主 に以下 の ような研究 を行 った。
(1)1995年7月14日 に昭和基地 とハー レー基 地で 同時 に観測 された多 くの ポー ラーパ ッチ　(polar　patch　;極 冠内 を反
太 陽方向 に移動 する,空 間 スケー ルが100-1,000kmの 高 密度電 離圏 プ ラズマの塊)に 注 目 し,パ ッチの 出現特性
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や輸送過程を調べた。その結果,昼 間のカスプ域で発生 したパッチがプラズマ対流に乗って極冠域 を反太陽方向に
移動 し,夜 側のオーロラ帯 を経て,午 後側の太陽向き対流によって再びカスプ付近 まで輸送されることを初めて明
らかにした。
(2)1995年9月5日 に北極SuperDARNで 観測 された高速の電離圏プラズマ流(floWburst)を 共同解析 し,こ の現象
が,惑 星間空間磁場の急激な南向きへの変化に伴 う昼側磁気圏界面の磁気 リコネクションで引 き起 こされたことと,
従来報告 されているものよりも遙かに大規模なものであることを見いだ し,そ の詳細な発達過程 を明らかにした。
以上の成果 を口頭発表するとともに,学 会誌などへの論文投稿を準備 した。
極光生成一酸化窒素の中層大気オゾン化学変調の研究 助教授(客 員)岩 上直幹
NO(一 酸化窒素)は 化学的に活性で,中 層大気オゾン化学 を制御 しているほか,熱 圏ではその赤外活性によりサー
モスタットとして働いていると考 えられている。一方では,極 光粒子降下によるエネルギー注入に呼応 してその量を
最 も著 しく変化させ る微量成分 としても知られている。通常は極光生成されたNOは1日 の時定数で光解離 されるた
め,中 層大気には影響 をおよぼさないが,極 夜という条件下では寿命がのび,中 層大気オゾン化学を変調する可能性
が理論的には指摘 されていた。 この現象を実験的に確かめるため,1994年2月 および11月 にノルウェー ・アン ドーヤ
においてロケ ット実験を行った。　NOは 予想通 り下方へ輸送 されている状況が見いだされたが,オ ゾンへの影響を明
瞭に検出することはで きなかった。結果 ・議論はEarth,　Planets　and　Space誌 に投稿 した。今回の結果はあまり歯切れ
のよいものではなかったが,こ の現象は太陽活動と気候 とを結ぶ ミッシングリンクのひとつと考えられるため,今 後
も研究 を継続 してい く。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
岡 野 章 一 国立極地研究所 ・教授 極域電離圏 ・熱圏 ・中間圏に関する総合研究
イ.一 般共 同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
湯 元 清 文 九州大学理学部 ・教授
多点地上観測及び人工衛星観測に基づ く,オ ーロラ
に関連 した磁気圏一電離圏結合過程の研究
田 中 義 人 山口大学教育学部 ・教授
磁気圏サブス トームに伴 う極域から低緯度への高エ
ネルギー粒子の流入機構
利根川 豊 東海大学工学部 ・助教授 地上多点観測および人工衛星によるULF波 動の研究
佐 藤 夏 雄 国立極地研究所 ・教授 磁気圏嵐群と太陽圏現象
木 村 盤 根 大阪工業大学 ・教授
衛星 と地上観測データの総合比較 によるオーロラヒ
スの伝搬ベク トルと強度に関する研究
小 川 英 夫 名古屋大学大学院理学研究科 ・助教
授
極域における大気 オゾンの ミリ波観測計画
塩 川 和 夫 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助
手
低緯度オーロラを引き起こす降 り込み電子の研究
石 井 守 通信総合研究所 ・研究官
夜光観測による極域下部熱圏 ・中間圏ダイナ ミクス
の推定
柴 崎 和 夫 國學院大学文学部 ・助教授 極域中層大気組成変動の研究
一
一12一
研究代表者 所 属 ・ 職1研 究 課 題
菊 池 崇 通信総合研究所 ・主任研究官
イメー ジ ング リオ メー タ/HFサ ウ ンダーに よる磁
気 圏粒 子降下の研究
櫛 田 健 宮城職業能力開発短期大学校 ・講師 オーロラ降下電子 と中性大気 との衝突相互作用に関
する研究
島 倉 信 千葉大学工学部 ・教授 極域VLF波 動の電離層透過域同定法の開発
渡 邉 尭 茨城大学理学部 ・教授 極域大気圏環境の長期変動と超高層現象との関係
森 岡 昭 東北大学理学部 ・教授 衛星 ・地上観測 デー タに もとつ くパ ルセ ィテ ィング
オーロ ラの研究
大 家 寛 東北大学大学院理学研究科 ・教授
科学衛星 「あけぼの」観測による極域プラズマ波動
とオーロラ現象の対比 に関する研究
野 村 彰 夫 信州大学工学部 ・教授 南極中層大気観測用共鳴 ドップラーライダーシステ
ムの開発
長 井 嗣 信 東京工業大学理学部 ・助教授 オーロラ及磁気変動 とプラズマシー トのダイナ ミク
スの関係に関する研究
早 川 正 士 電気通信大学 ・教授 波動 ・粒子相互作用と トリンピ現象
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・教
授
Super　DARNレ ー ダーに よる極球電磁 気圏 の研 究




麻 生 武 彦 国立極地研究所 ・教授 オー ロラ トモ グラフ ィに関す る研 究
村 田 健 史 愛媛大学工学部 ・講師 人工 衛星GEOTAILに よる オー ロ ラ電 波(AKR)の
研究
南 繁 行 大阪市立大学工学部 ・助教授 オーロラ演示装置の研究
杉 浦 正 久 東海大学開発技術研究所 ・教授 磁気嵐時の非対称磁場構造 とオーロラ降下粒子分布
山 上 隆 正 宇宙科学研究所 ・助教授 オーロラX線 の発生機構 と高エネルギー粒子加速の
研究
五 十 嵐 喜 良 通信総合研究所 ・室長







研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
江 尻 全 機 ・教 授 南極点に於けるオーロラと大気光ダイナ ミック
スの研究
9～10 岡 野 章 一
宮 岡 宏
田 口 真
岡 田 雅 樹
行 松 彰
堤 雅 基
佐 藤 夏 雄 ・教 授 Super　DARNレ ーダーと地上共役点観測による
極域電磁圏の南北対称性の研究
9～11 江 尻 全 機
岡 野 章 一
麻 生 武 彦





岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
堤 雅 基
山 岸 久 雄 ・助教授 地球磁場減少に伴う環境変動の研究 8～9 行 松 彰
イ.基 盤研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 Super　 DARNレ ー ダーを用 い た極域磁 気圏 ダイ8～9 江 尻 全 機
ナ ミクスの研究 岡 野 章 一





岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
堤 雅 基
ウ.基 盤研究(C)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者

















Measurement of vibrational, rotational tem-T. Kawashima, Adv. Space Res., 19, 1997
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Analysis　 of　 multi-lacation　 auroral　 tomographyT.Aso, IAGA　 97　Abstract　 Book1997.4






Background　 wind　 effect　 on　 propagation　 ofE.　M.　 P.　Ekanayake, J.　Atmos.　 Solar-Terr. 1997.4
nonmigrating　 diurnal　 tides　 in　 the　 middleT.Asoand Phys.,59(4),401-429
atmosphere S.　Miyahara
ALIS-A　 Multi-station　 imaging　 system　 at　high
o
A.　 S een, Programs　 and　 related 1997.5
latitude　 with　 multi-disciplinary　 scientificU.　BrandstrOm, Research,　 Oland,　 Sweden,
objectives,　 Proc.　 13th　 ESA　 Symposium　 onB.　Gu tavsson　 and26-29May,1997,ESA
European　 Rocket　 and　 Balloon T.Aso SP-397,251-266
オーロラ トモグラフィにおける逆変換解析手法 麻生武彦 第3回 画像セ ンシングシンポ 1997.6
の検討 ジウム講演論文集,365-368
オーロラ トモ グラ フィにお ける再構成 アル ゴリ 浦 島 智,藤 田淳文, 南極 資料,41(2),469-4961997.7
ズ ムの数値 シ ミュ レー シ ョンに よる検討 麻生武彦
熱圏下部の窒素原子振動温度,回 転温度および 川島高弘,小 山孝一郎, 宇宙科学研究所報告,第95号,1997.8
数密 度 一観 測 ロケ ッ トS-310-24号 機 に よる観 測鈴木勝久,岩 上直幹, 1-28
一 小川利紘,置 田彩子,
福山恒太,野 田 亮
Earth　 iduction　 effect　 for　 Pc　 5　 pulsations0.Saka, J.　Geomag.　 Geoelectr.,　 49,1997.10
observed　 unmanned　 magnetometer　 networkM.　 Shimoizumi　 and1197-1207
near　 Syowa　 Station,　 Antarctica N.　 Sato
水星'大気圏 ・磁気圏の光学的探査 田 口 真,岡 野章 一, 第6回 科学衛星 ・宇宙観測シ 1997.10
江尻全機,三 澤浩昭, ンポジ ウム,222-225





Evolution　 of　 ring　 current　 particles　 associatedY. Ebihara　 and EOS.　 Trans.　 AGU,　 78, 1997.11
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Feasibility　 study　 of　mangetotail　 imaging　 and　 its
contribution　 to　 the　 magnetosphericconstella-
tion　 mission
Initial　results　 obtained　 by　the　 all　sky　 imager　 at
Amundsen-Scott　 South　 Pole　 Station
南 極 点 全 天 撮 像 装 置 の 概 要 と 初 期 デ ー タ 解 析





衛星 イオを起源 とする火山性 ガスの観測
水星大気圏 ・磁気圏の光学的探査
.岡 林 昌宏,村 田 功,
1宮 内浩志,福 西 浩,
岡野章 一一,田 口 真
|伊 藤宗博,中 川道 夫,
高橋 保,西 村 純,
山 上隆正,江 尻全機,
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First results of auroral tomography fromT. Aso, Earth, Planets and Space,  1998.1
ALIS-Japan multi-station observations inM. Ejiri, 50,  81—  86
March, 1995 A. Urashima,
H. Miyaoka,
A. Steen,
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electron differential number flux observed byY. Itikawa and
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H. Minatoya and 
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 1998.1
Ionospheric closure of the  substorm current 
wedge system deduced from the visible auroral 
imager aboard AKEBONO
Localized bursty plasma flow in the nightside 
ionosphere-Implication for distant tail re-
connection (extended abstract)
Enhancements of differential flux of energetic 
particles in the inner magnetosphere associ-
ated with a magnetic storm
All sky imager observation of aurora and 
airglow at South Pole: System design and the 
initial test results
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 A. S. Rodger, 
 N. Sato, 
 H. Yamagishi, 
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 M. Taguchi and 
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題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Auroral　 nitric　 oxide　 abundance　 measuredN.　Iwagami ed.　R.　D.　 Bojkov　 and　 G.1998.2
before　 and　 after　 the　 polar　 night　 at　Andoya Visconti,　 Pasco　 Scielltifico
(69N)　 ,　in　Atmospheric　 Ozolle e　Tecnologico　 d'Abruzzo,
Italy,pp543-546
ALIS-Currellt　 status,　 planned　 development　 andU.　Brandstr6m, Proc.　 24th　 Annua1 1998.3
calibration　 issues
o
A.　 Steen, European　 Meeting　 on
B.　Gustavsson　 andAtmospheric　 Studies　 by
T.Aso Optical　 Methods,　 AIIdenes,
Norway,　 18th-22nd　 August,
1997,214-217
Preliminary　 results　 from　 coordillatedU.　Brandstr6m, Proc.　 24th　 Almua1 1998.3
meaSUremelltS　 by　 FAST　 and　 grO皿(1baSed
o
A.　 Steen, European　 Meeting　 on
optical　 and　 radar　 facilities　 in　 Northern　 Scal1一B.　Gustavsoo /,　;　Atmospheric　 Studies　 by
dillavia,　 during　 active　 auroral　 col/ditionsL.Andersson, Optical　 Methods,　 Andenes,












Proc,　 24th　 Anllual 1998.3
U.　BrandstrOm, European　 Meetillg　 ol1
B.　Gustavsson　 arldAtmospheric　 Studies　 by
T.　Aso Optical　 Methods,　 Andenes,
Norway,　 18th-22nd　 August,
1997,203-206
SEEKキ ャ ンペー ンにおけ るDC電 場観測 野田寛大,中 村正人, 宇宙科学研究所報告,特 集第 1998.3
平原 聖文,吉 川一朗, 38号,37-49
岩上直幹,深 尾 昌 一郎,
山本 衛
星検出によるロケット姿勢決定 岩上直幹 宇宙科学研究所報告,特 集第 1998.3
38号,69-74




題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
全天 イメージャーステレオ観測 とMUレ ー ダー
同時観測による大気波動3次 元構造の解析
堤 雅基,田 口 真,{







Seasonal　 variatioll　 of　 geon/aglletic　 col/j119ateY. Fujita, 南 極 資 料,42(1),1-19 1998.3
point　 latitude　 in　 auroral　 zone　 as　 observedl










Syowa　 South　 &　 East　 radars　 status　 report
Localized　 bursty　 fiow　 in　 the　 nightside







el11M.Okada,　 、IIlternational　 School　 forユ997
H.　 Matsllmoto　 al/dSpace　 Simulation　 5
|Y・Omura　 l Il
H.　 Yamagishi　 and
!1997　 Super　 DARN　 C
ollfer一1997.5
A.　S.　Yukimatu　 !ellce,　 Itala,　 South　 Africa
O一
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M.Watanabe,　 |1997　 Super　 DARN　 Confer一1997.5
e一 M.　 Pinnock












Observation　 of　 large-scale　 poleward　 bursts　 by
the　 Super　 DARN　 radars:　 Possible　 triggering
J._P.　 Villain　 and
M.　 R.　Hairston

















1997　 Super　 DARN　 Confer－ ユ997.5
ence,　 Itala,　 South　 Africa
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Conjugate　 features　 of　 auroras　 observed　 by　 TVH.　Yamagishi, NATO　 Advallced　 Study　 Insti一1997.6
cameras　 and　 imaging　 riolneters　 at　auroral　 zoneY.　Fujita, tute,　 ス バ ー ル バ ル 島 ロ ン グ




A　 new　 optical　 calibration　 facility　 at　 NIPR　 for岡野章一,竹 下 秀, 第21回 極域 における電離圏磁 1997.7
aurora/airglow　 measurements　 using　 a　 19一田口 真 気圏総合観測シンポジウム
mintegration　 sphere
Altitude　 distribution　 of　 the　 ratio　 of　 auroral恩 田邦蔵,宮 岡 宏, 第21回 極域 における電離圏磁 1997.7
photoemission　 rate　 of　 the　 oxygen　 red　 and市川行和,江 尻全機 気圏総合観測シンポジウム
green　 lines　 to　 that　 of　 the　 first　 negative　 band
system　 of　 N+2atλ427.8nm　 observed　 by　 the
sounding　 rocket
イメー ジングリオ メー タで観 測 され たイ ンパ ル 加藤 賢一,山 岸 久雄, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
ス的なNA変 動 佐藤夏雄 気圏総合観測 シンポジウム
地磁気 毎分値で 見たPARTIAL　 RING　 CURRENT家森俊彦,吉 村令慧, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
発達に伴うグローバル等価電流系の時間変化 楊 恵根,河 野美樹, 気圏総合観測 シンポジウム
竹田雅彦,亀 井豊永,
能勢正仁,行 松 彰
Evolution　 of　 the　 enhanced　 differential　 flux　 of海老原祐輔,江 尻全機, 第21回 極域 における電離圏磁 1997.7
ring　 current　 particles　 associated　 with　 a　mag一宮岡 宏 気圏総合観測シンポジウム
netic　 storm
Evolution　 of　 directly　 driven　 electric　 fields菊 池 崇,　 M.　Pinnock,第21回 極域における電離圏磁 1997.7
during　 a　 substorm　 as　 observed　 with　 theA.　Rodger,渡 辺 正 和,気圏総合観測 シンポジウム
Super-DARN　 and　 ground　 magnetometer　 chain行松 彰,山 岸久雄,
佐 藤 夏 雄,　 H.　Luehr,
Super　 DARN　 Group
昭和基地における超高層モニタリングデータ収 菊池雅行,行 松 彰, 第21回 極域 における電離圏磁 1997.7
録 シス テム 岡田雅樹,山 岸久雄, 気圏総合観測シンポジウム
佐藤夏雄
サブス トーム開始に伴 う極域電磁場分布の変化 吉村令慧,家 森俊彦, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
行松 彰 気圏総合観測 シンポジウム
極冠域 オーロラの2次 元微細構造 とダイナ ミッ 宮岡 宏,海 老原祐輔, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
クス 江尻全機 気圏総合観測シンポジウム
一22一
題 目 発 表 者 発表 した学 会等の 名称1 発表年月
極地研 に於 け るSuper　 DARN　 HFレ ー ダーの解1行 松 彰,渡 班 和二 第21回 極域における離 圏磁
1
1997.7




昭和基地Super　 DARN　 HFレ ー ダー三差運用 と 行松 彰,渡 辺正和,1第21回 極域 にお ける電 離圏磁
その初期結果 瘤 也雅行,山 岸久雄,気 圏船 観測シンポジウム
1997.7
1佐 藤夏雄
オー ロラ嵐群 と太 陽 コロナ11年 変化 斎藤尚生,高 橋典嗣, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
佐藤夏雄 気圏総合観測 シンポジウム
南極 昭和基地 におけ るフ ァブ リーペ ロー ドップ 坂野井健,福 西 浩, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
ラーイ メー ジ ング観 測 岡野章一 気圏総合観測シンポジウム
昭和基地HFレ ーダーの現況報告(1)送 受信山岸久雄,行 松 彰, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
系について 佐藤夏雄,菊 池雅行, 気圏総合観測シンポジウム
第38次 南極観測隊宙空
部門
極冠域での地磁気共役点 一南極中山基地,ス パ 山岸久雄,佐 藤夏雄, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
ー ル バ ル ,グ リ ー ン ラ ン ド で の オ ー ロ ラ, 菊池雅行,巻 田和男, 気圏総合観測シンポジウム
CNA観 測 一 西野正徳,佐 納康治,
P.　Stauning,劉 瑞 源
南 極HFレ ー ダーで観 測 され たIMF静 穏 時 のPo一小 川忠彦,西 谷 望, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
lar　Patch M.　Pinnock,佐 藤 夏 雄,気圏総合観測シンポジウム
山岸久雄,行 松 彰
磁気嵐時 におけるプラズマポーズ付近のLF帯 小 林拓恵,森 岡 昭, 第21回 極域における電離圏磁1997.7
波動の分布と放射線帯粒子の変動 三澤浩昭,長 井嗣信, 気圏総合観測シンポジウム
行松 彰
南半球夜光雲 を偏光CCDカ メラで監視する計杉山卓也,堤 雅基, 第21回 極域における電離圏磁1997.7
画 中村卓司,深 尾昌一郎 気圏総合観測シンポジウム
惑星間空間南北磁場の急激な変化に伴う電離圏 西 谷 望,小 川忠彦, 1 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
対流 の ダイナ ミクス
イ メー ジング リオ メー タに よるポ ーラキ ャ ップ
1/カス プで の南北 共役点観測
佐藤夏雄,山 岸久雄
;










題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
あけぼの衛星で観測された電子降下と昭和基地 瀧澤博和,森 岡 昭, 第21回 極域 における電離圏磁 1997.7
におけるオーロラの同時比較 三澤浩昭,高 橋幸弘, 気圏総合観測シンポジウム
宮岡 宏,佐 藤夏雄,
向井利典
OI557.7大 気 光 全天 イ メー ジ ング観測 に よる微堤 雅基,岡 野章 一, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
細スケール内部重力波パラメータの推定 田口 真,岡 田雅樹, 気圏総合観測シンポジウム
江尻全機
月周回衛星からの共役点オーロラの同時撮像観 田口 真,江 尻全 機, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
測計画 岡野章 一,川 原琢 也, 気圏総合観測シンポジウム
岡田雅樹
サ ブス トーム開始 の予兆:短 波 レーダーに よる 渡 辺 正 和,M.Pinnock, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7






共 役 イ メ ー ジ ン グ リオ メー タで観 測 され た 藤 田裕一,山 岸久雄, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
CNAド リフ ト 佐藤夏雄 気圏総合観測シンポジウム
実験室で作られた磁気圏の動画表示 南 繁行,鈴 木 裕, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
江尻全機 気圏総合観測シンポジウム
オ ー ロ ラ のALISに よ る多 点 トモ グ ラ フ ィ と麻生武彦,江 尻全機, 第21回 極域 における電離圏磁 1997.7
FAST-EISCATと の 同時観測
o








A　 case　 study　 of　 a　 substorm　 observed　 with門 倉 昭,M.Pinnock 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
AKEBONO　 UV　 imager　 and　 Halley　 HF　 radar「あけぼの」ATV班 気圏総合観測シンポジウム
北海道母子里 レーダの高精度化 野崎憲朗,山 岸久雄, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
堤 雅基,西 野 正徳, 気圏総合観測シンポジウム
池神優司
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
The　 conjugacy　 of　 Long　 Periodic　 AuroraI揚 窓根,亀 井豊永, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
Luminosity　 Pulsations 荒木 徹,家 森俊彦, 気圏総合観測シンポジウム
佐藤 夏雄,門 倉 昭,
港屋浩一
Supper　 DARNとGEOTAIL同 時観 測 による昼側利根 川豊,櫻 井 亨, 第21回 極域 における電離圏磁 1997.7




Syowa　 VHFレ ー ダー とHFレ ー ダの比較解析國武学,五 十嵐喜良, 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
行松 彰,山 岸久雄, 気圏総合観測シンポジウム
佐藤夏雄
空 間分割 法 によるプ ラズマ粒子 シ ミュ レーシ ョ 岡田雅樹 第21回 極域 における電離圏磁 1997.7
ンコー ドの並 列化 気圏総合観測シンポジウム
SuperDARNの 概 要 と動向 佐藤夏雄 第21回 極域における電離圏磁 1997.7
気圏総合観測 シンポジウム
リングカレント形成に関する計算機実験 海老原祐輔,江 尻全機 宇宙天気シンポジウム 1997.10
多点 オー ロラ トモ グラフ ィ観測 と再構成解析 一 浦 島 智,藤 田淳文, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10






南 極HFレ ー ダー で観 測 された北 向 きIMF時 の小 川忠 彦,西 谷 望, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
Poar　 Patch M.　Pinllock,佐 藤 夏 雄,星圏学会
山岸久雄,行 松 彰
Dynamics　 of　 the　 ionospheric　 convection　 flow西谷 望,小 川忠彦, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
associated　 with　 a　sudden　 sollthward　 turniIlg　 of佐藤夏雄,山 岸久雄, 星圏学会
theIMFBz M.　 Pinnock　 alld
Super　 DARN　 PI's
超高層 イメージ ングシステム　(OMTI)の 開発塩川和夫,小 川忠彦, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
江尻 省,品 川裕之, 星圏学会
佐藤 貢,加 藤泰男
オーロラベル トの赤道側境界の変化とその磁気1横山信博,上 出洋介, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10




発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
空間分割法を使 ったオーロラ加速域の並列化電 岡田雅樹 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
磁 粒子 シ ミュ レー シ ョン 星圏学会
スピッツベルゲンにおける高高度気球搭載光学 岡林 昌宏,岡 野章一, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
オ ゾ ンゾ ンデ観 測 －Chappuis帯 吸収 か らの オH.　Gernandt,田 口 真,星圏学会
ゾン高度分布導出一 村 田 功,宮 内浩志,
福西 浩
イメージングリオメータで観測 された経度方向 加藤 賢一,山 岸 久雄, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
に伝搬するインパルス的なCNA変 動 佐藤夏雄 星圏学会
`Partial　Ring　 Current'の 時 間 発 展 家森俊彦,河 野美樹, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
楊 恵根,吉 村令彗, 星圏学会
行松 彰,H.Luehr
Evolution　 of　 the　 differential　 且ux　 of　 ring海老原祐輔,江 尻全機, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
current　 particles　 associated　 with　 a　 magnetic宮岡 宏 星圏学会
storm
昭和基地における光学観測用データ収録システ 菊池雅行,行 松 彰, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
ム 岡田雅樹,山 岸久雄, 星圏学会
佐藤夏雄,岡 野章一
近赤外の微弱光源を利用した大気吸収測定 久世暁彦,森 重隆, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
鈴木 睦,笹 野泰弘, 星圏学会
岩上直幹
Initial　 results　 obtained　 by　 the　 all　sky　 imager　 at江尻全機,岡 田雅樹, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
Amundsen-Scott　South　 Pole　 Station 堤 雅基,岡 野章一 星圏学会
イオ起源ナ トリウム雲の分布一光学観測 とモデ 高橋 慎,森 岡 昭, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
ル との比較 一 三澤浩昭,野 澤宏大, 星圏学会
岡野章一
南極昭和基地で観測されたオーロラ活動 に伴 う 坂野井健,福 西 浩, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
熱圏中性大気の鉛直風変動 岡野章一 星圏学会
磁気嵐時におけるLF帯 波動の成長率の変化 と小林拓恵,森 岡 昭, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10
放射線帯粒子の変動 三澤浩昭,佐 藤康之, 星圏学会
長井嗣信,行 松 彰
Dynamics　 of　 the　 ionospheric　 convection　 flow西 谷 望,小 川忠彦, 第102回 地球電磁気 ・地球惑1997.10





題 目 発 表 者| 発表した学会等の名称 発表年月
潮汐波 による電離中間層の形成 ミ川島高弘,小 山孝 一・郎,1
|鈴 木勝 久,岩 上 直幹,,
　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 R.Raghavarao
EISCAT　 ISレ ー ダ観 測で得 られた地磁気静穏 時1前 田佐和 子,藤 原 均,
[
の昼間側熱圏下部中性気体の風系 と温度分布|野 澤聡徳,行 松 彰




高高度気球 による酸素原子 ・オゾン同時測定:竹 川暢之,岩 上直幹
初期結果














水 星大気 圏 ・磁 気圏 の光学的探査 田口 真,岡 野章 一,
江尻全機,三 澤浩 昭,





HFレ ー ダー観測 か ら見 たpolarpatchとallroral　 小 川忠 彦
blobの 運動
麻生,　ALIS-IRF/NIPRオ ー ロ ラ トモ グラフ ィー 麻 生武彦




























題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Initial　 results　 obtained　 by　 the　 all　sky　 imager　 atM.Ej ri, AGU　 Fall　meeting 1997.12
Amundsen-Scott　South　 Pole　 Station M.Okada,
S.　Okano　 and
M.Taguchi
Electromagnetic　particle　 simulation　 of　 Space一M.Okadaand AGU　 Fall　meeting 1997.12
craft　 plasma　 environment　 with　 2D　 unst一H.　Matsumoto
ructured-cell　 model
Dynamics　 of　 the　 ionospheric　 convection　 asso一N.　Nishitani, AGU　 Fall　meeting 1997.12






PPB6号 機による宇宙線の観測 伊藤宗博,中 川道夫, 大気球シンポジウム 1997.12







光学オゾンゾンデによって観測された1997年9岡林 昌宏,村 田 功, 大気球シンポジウム 1997.12
月三陸上空上部成層圏オゾン高度分布 宮内浩志,福 西 浩,
岡野 章一,田 口 真
NO2放 射計ゾンデによる成層圏NO2高 度分布の柴崎和夫,岡 野章一 大気球シンポジウム 1997.12
測定
衛星イオを起源 とする火山性 ガスの観測 三 澤浩昭,高 橋 慎, 第19回 太陽系科学シンポジウ1997.12
野沢 宏大,森 岡 昭, ム
RaviSood,岡 野 章 一
水星大気圏 ・磁気圏の光学的探査 田口 真,岡 野 章一, 第19回 太陽系科学シンポジウ1997.12
江尻全機,三 澤浩昭, ム
森 岡 昭,中 村 正人,
吉 川一朗,山 崎 敦,
野田寛大,荻 野竜樹,




Three　 dimensional　 structure　 of　 atmospheric












Observations　 of　 gravity　 wave　 structures　 "1th
CCD　 imagers　 at　Shigaraki
高高度気球 による上部成層 圏[0]/[O、i]比 の測定 ・竹川暢之
全天 イメージャーステレオ観測 とMUレ ーダー
同時観測による大気波動3次 元構造の解析











,岩 上 直 幹,
岡 林 昌 宏























第4回 国 際 サ ブ ス トー ム 会 議
(lnternational　 Conference　 on
Substorms-4　 (ICS-4))
IIlterhernispheric　conjugacy　 of　 substorm　 ex-　 l　H.Yalnagishi,
P・n・i・n・n・et… 　 bse・v・dby9・ ・mag・ ・ti・allyiY.F。jitaalld
conjugate　 pair　 of　imaging　 riometers　、N .　Sato
第4回 国 際 サ ブ ス トー ム 会 議
(lnternational　 Conference　 oll
Substorms-4　 (ICS-4))
Dynamics　 of　Ionospheric　 Convection　 Follo"ing
a　Sudden　 Southward　 Turning　 of　 IMF:　 Siiddeii






















(1)一 般 研 究
1995年 南極 ドームふ じ観測拠点及び周辺域の降雪 ・積雪の化学特性
教授 渡邉興亜,教 授 藤井理行,助 教授 神山孝吉,助 教授 本山秀明,助 手 古川 晶雄
気候 と大気の化学組成 とは密接な関係がある。雪氷コアは大気中の微量成分の情報を記録として保存 してお り,堆
積当時の大気環境 を復元できる可能性 を有 している。 しかるに大気環境の時空間変動を反映 している時間的変動 ・地
理的変動,降 雪の時間変動 と堆積後に受けた変態過程などの氷床環境を反映した空間変動がすべて雪氷コアの中に保
存 されている。 したがってこの記録が大気中の物質についての直接の情報 を与えるわけではなく,記 録か ら大気環境
を抽出する必要がある。 ドームふ じ基地およびその周辺の表面積雪 と降雪の化学的な特性か ら,年 間を通 した時間的
変動 ・水平的な構造を有する地理的変動 ・鉛直的な積雪層構造に対応する空間変動を有する南極内陸氷床の三次元的
な化学構造の分布を考察 した。 このような研究は記録 と大気環境 との関わ りの定量化を行う上で有効である。
ドーム基地では早春に降雪中のHTO,NO3,H202濃 度が増加 した。 しか し濃度比NO3/HTO,　 H202/HTOは 晩夏に
増加 した。同様 に氷床上の表面積雪中の濃度は内陸部ほど高濃度であるが濃度比は沿岸部で増加 した。一方降雪中の
濃度比NH4/Caに は季節変動が見 られず,氷 床上では内陸で増加 していた。
HTOは 成層圏あるいは大気上層か ら氷床中央部に流入 したものであるが,NO3,H202と は輸送経路が異なる。Ca,
NH4は 内陸部では同一の輸送経路であろう。今後とも観測試料を解析 しさらに検討を加える必要があるが,大 気環境
の理解 に雪氷化学は有効である。
ドーム'S、じコアの火 山灰 層に関 する研 究 教授 藤井理行,助 教授 本 山秀明,教 授 渡邉興亜
ドー ムふ じ氷床深層 コアの2250m深 までの現場解析 によ り,目 視で きる25層 の火 山灰層 を見つ けた。 これ らのほ と
ん どはボス トー ク コアで も報告 のない ものであ る。厚 さは1～22mmで あった。火 山灰層 は500-550m,1100m,1300
-1450m,1750-1900mお よび200-2200mの 深 度 に集 中 していた。火 山灰 の多 くは氷期 にそ れ も寒冷期 に起 こってお
り,こ う した大規模 な火山活動 が大陸上 の氷量 な どと関連 してい る起 こった可能性 が考 え られる。
マイクロフロー分析法を利用 した雪氷試料の化学解析の検討と展望 助教授 神山 孝吉





ぞれ大陸起源物 質,生 物起源物質,大 気中での2次 的な生成物質であるCa,NH4,NO3,H202を 選定 し,そ れぞれ
0.1ml以 下の試料でnMolレ ベル以上の測定感度が達成で きた。試料 としては南極のピット試料 を用いたが,本 計測 シ
ステムをコア融解装置 に結合させ ることによって,1.5*1.5(2.5*2.5)cm2の 断面積の コア試料では0.4(0.1)cm
の分解能で連続的に解析することが可能である。
北 グ リーンラン ド深層 コア掘削解析研 究
教授 渡 邉興亜,助 教授 本山秀明,助 手 森本真司,教 授(客 員)庄 子 仁,教 授(客 員)青 木周 司
グリー ンラン ド氷床 中央部の最 も標高の高 い地点(Summit)か ら分氷界 を北西 に辿 った地点(75.1°N,42.3°W,
標 高約2918m,氷 厚3090m)に お い て,国 際共 同研 究 事 業 北 グ リー ンラ ン ド深 層 コア掘 削 解 析 研 究 計 画(North
Greenland　 Ice-core　 Project:　NGRIP)　 が,1995年4月1日 か ら2000年3月31日 にか けて5年 計 画で行 われてい る。 こ
の計画 は,デ ンマー クの コペ ンハ ーゲ ン大学が 中心 とな り,日 本 をは じめ ドイツ,フ ラ ンス,ア イス ラン ド,ス イス,
ベ ルギ ー,ス ウェー デ ン.ア メ リカな どが共 同参加 してい る。 この計 画 の主 な 目的 は,基 盤 の影響 を受 けてい ない
Eemian間 氷期 に相 当す る氷 河氷試 料 を得 て,短 期 的気温 変動 が真実 か ど うか確 か める こ とにあ る。今年度 は シース
ン終 了 まで に1371.80mま で掘削 した。掘 削 された コアは,氷 が もろい深 さ(BrittleZone)で あ る680～1280mを 除 き,
現 場 にてDEP　 (Dielectric　Profiling),　 Line　Scanner,　 ECM　 (Electric　conductivity　 measurement)・ デ ジタル ビデ オで
の層位,気 泡,ク ラス レー ト等 の測定の ため切 断 され,各 種測定 を行 った。測定 後,切 断 された コアをパ ッキ ング し,
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デ ンマ ー クへ 輸送 した。…部の コア試料は,日 本 に も送 られ掘 削 シーズ ン終了後,物 理お よび化学解析 が行われ た。
極 域の雲,降 水の研 究 衛星デ ータに よるスバ ールバル周辺 海域の可降 水量,積 算雲水量 の解析
助 教授 和 田 誠
DMSP　 (Defence　 Meteorological　 Satellite　Program)衛 星 のSSM/1　 (Specialsensor　 for　microwave　 imager)　 の観測 は
1987年 か ら継 続 している。 アメ リカボー ル ダーにあ るNational　 SIlow　alld　Ice　Data　Center,　Cooperative　 Institute　for
Research　 in　El/virollmellt　Sciellceで は このデー タを極域 について グリ ッ ドデ ー タとしてCD-ROMの 形で配付 している。
この デー タは今 まで極域 の海氷状 態 の解析 な どに多 く利 用 されて きた。 このSSM/1の22GHz,　37GHzの 輝度温 度デー
タを用いて スバー ルバ ル周辺 海域の積算 雲水量,可 降水量 につ いての経 年変化 などの解 析 を行 った。経 年変 化 を調べ
るため に2つ の地点 を選 んだ。両地点 ともグ リー ンラン ドとスバー ルバ ルの間,グ リー ンラン ド海 とノルウェー海の
境 界付近 であ る。 しか し,一 方は(1)は グリー ンラ ン ド海側 に位置 し北か らの流 れの影響 があ り海氷 に覆 われる こ
とがあ るが,他 方(W)は ノルウェー海側 に位置 し南 か らの流 れに影響 され海氷 に覆 われる ことが無 い。両地点 につ
いて毎 日輝度温度 を求め このデー タを基 に して解析 を行 った。
夏 の デー タの比較 か ら,次 の結 果が得 られた。22GHzの デー タか らは,Wの 地 点 は1の 地点 に比べ 全て 大 きい。 一
方37GHzの デー タは年に よる変動が大 きいが,ど ちらの地 点のデー タも1990年 は高 い値 を示 している。 また1993年 は,
22GHzで は両地点 ともほぼ 同 じ値 を示す の に対 し,37GHzで は北 の1地 点 が高 い値 を示 し,他 の年 と異 なってい る。
2地 点 の値 の違 いの原 因 と して,海 表面の温度,積 算雲水量,可 降水 量,等 の影響 が考 え られる。
また海氷の影響 が ないW地 点の37GHzの 輝 度温度 の3月 の デー タで値 が極大 を示 す 日につ いて天気図 と比 較 した。
輝 度温度 の極 大の原 因は,低 気圧,前 線の ため と判断で きる ものが ほ とん どであ るが,天 気 図か ら原因 を見つけ るこ
とがで きないケー スが見 られ た。更 にNOAA衛 星 の画像デー タな どと比較 し,SSM/1デ ー タの利 用 を確立 してい く。
無人航空機搭:載用超小型大気サンプリングシステムの開発
助手 森本真司,教 授 山内 恭,助 教授 和田 誠
現在開発が進められている無人航空機に搭載が可能な,超 小型のクライオサンプラーの開発を目指 して基礎実験 を
継続 している。 これまでに,高 圧ネオンを冷却素子内で断熱膨張 させて発生する寒冷を利用 してネオンガスを液化す
ること,そ して,発 生する寒冷量の精密測定に成功 した。今年度は,冷 却素子 を挿入した真空容器内に低圧大気を導
入 して,大 気サ ンプルを凝縮固化採取することに成功 した。今後,大 気サ ンプルを捕集するためのクライオパ ネル部
分を,更 に最適化する必要がある。
炭素同位体比 を用いた地球表層での炭素循環の研究 助手 森本真司
重要な温室効果気体である二酸化炭素の将来の濃度予測をより確実 なものにするためには,現 在の地球表層におけ
る二酸化炭素の放出源 ・吸収源の分布 と変動 を定量的に明らかにする必要がある。そのため,二 酸化炭素の放出源 ・
吸収源に関する情報 を持つ二酸化炭素の炭素同位体比に着目し,1984年 か ら1991年 にかけて西太平洋域で観測 された
二酸化炭素濃度 と炭素同位体比データを解析 した。その結果,北 半球では大量の化石燃料消費を反映 して,二 酸化炭
素濃度が高 く,炭 素同位体比が軽 くなっていた。また,北 半球で見られる二酸化炭素濃度の季節変化は,お もに大気
と陸上生物圏間の二酸化炭素交換量の季節変化に起因することが明らかになった。
昭和基地におけるクライオサンプリング実験 助手 橋田 元,森 本真司,助 教授(客 員)青 木周司
南極昭和基地上空の成層圏において,液 体ヘリウムを冷媒 として利用 したクライオジェニックサ ンプラーで成層圏
大気を採取 し大気微量成分の鉛直分布を調べるため,宇 宙科学研究所気球工学 グループ,東 北大学大学院理学研究科
大気海洋変動観測研究センター,国 立極地研究所気水圏グループでは,南 極昭和基地でのクライオサ ンプリング実験
を1998年1月 に実施すべ く計画 を進めてきた。採取された大気試料は,温 室効果気体や成層圏オゾン層破壊 と密接 に
関係 している気体の分析に供せ られ,南 極大気中の物質循環過程に関する重要な知見が得 られることが期待される。
昭和基地 においてはこれまで多くの大気球実験が実施 されてきた。 これらの実験 とクライオサンプリング実験の大 き
な相違点 として,ク ライオサ ンプリング実験が搭載機の回収を必要 とする点が挙げられる。先ず,過 去の昭和基地 に
おける高層および気象デー タを用いた回収地点予測から,回 収の可能性 を検討 した。さらに,1997年7月28日 に航空
自衛隊館山航空基地において回収 を想定 したスリング試験飛行を実施 し,支 障の無いことを確認 した。その他,限 ら
れた員数により効率的な放球作業が行えるよう,ガ ス充填 システム等の地上設備を整備 し,一 方で1997年9月 には宇
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宙科学研究所三陸大気球観測所において,第39次 南極地域観測隊員の気球実験関係者 による大気球放球訓練を実施 し
た。
昭和基地における大気微量成分モニタリング
助手 橋田 元,森 本真司,助 教授(客 員)青 木周司,助 教授 塩原国資
南極昭和基地において南極地域観測隊により,二 酸化炭素,メ タン,地 上オゾンの連続観測および,微 量気体成分
濃度や同位体比測定用の大気採取が実施 されている。 また,「 しらせ」において大気および海洋中の二酸化炭素濃度,
地上オゾン濃度の連続測定を行っている。 これに関連 し,担 当隊員の装置取扱訓練,分 析計等のオーバーホール ・調
整 ・校正,二 酸化炭素やメタンの標準ガスの検定などを例年通 り実施すると共に,デ ータの整理 ・解析 を行 った。
中層フロー ト観測による南極発散域の低気圧性渦の研究 助手 牛尾収輝
南大洋における熱 ・塩 ・各種物質輸送の諸過程の解明を目的 として,砕 氷艦 「しらせ」航路上で放流 した中層フロー
トの観測データを解析 した。東経120度 付近のウィルクスラン ド沖,約1500m深 で中立 しなが ら漂流するフロー トは,
28日毎に海面に浮上する。アルゴスシステムによって,フ ロー トの測位データと漂流中の水温 ・水圧データが取得 さ
れる。約14か 月間にわたって,順 調に稼働 したフロー トの漂流軌跡から,低 気圧性の海洋循環(時 計回 り)の 存在が
捉えられた。対象海域は周極深層水の湧昇が活発に生 じている南極発散域に相当 し,過 去の海洋観測データの解析結
果からも低気圧性渦の存在が示唆されていた。中層 フロー トの観測によって,渦 の形成が実証されたと言える。 また
フロー ト漂流中の最深層の水圧と水温値から,低 緯度海域に起源を持つ高温高塩分水が発散域において湧昇する際,
海底地形の影響を受 けている可能性が示された。海氷域面積の季節変化 と渦やポ リニア(疎 氷域)形 成との関連 も含
めて,海 洋循環の実態をさらに詳 しく調べるために,海 洋観測データや衛星画像情報を整理 した。
みずほ コア を用 い たair-hydrate形 成過程 の その場観 察実験　　 COE研 究 員 島田 亙,教 授(客 員)本 堂武夫
氷 床 中 には過去 の大気 成分 が気泡 の形 で閉 じこめ られ てい る。 この気 泡 は,深 度 の増加 と ともに収縮 し,や がて
air-hydrate　 (包接 水和物)結 晶へ 変換す るが,こ の変換過程 につい ては不 明 な点が 多 く残 っている。そ こで南極みず
ほ コア を用 いた加 工実験 を行い,こ の変換過程 のその場観 察 を行 った。
試料 には約375m深 の南 極 みず ほ コア を用 いた。試料 温度 を一15℃ に設 定 し,約20時 間か けて設定圧力 まで徐 々 に
加圧 し,以 後 一定圧 を保 ちなが ら観 察 を行 った。
設 定 圧 力 が230kgf/cm2の 場 合,直 径 が100μm以 上 の 気 泡 の す べ て,　IOOptm以 下 の 気 泡 で も約30%の 割 合 で
air-hydrateへ の変換 が始 まるのが 観察 され た。200kgf/cm2の 場 合 は,直 径が100/、m以 上 の気泡 の約60%,100/・m以
下の気泡 で も約15%の 割 合で気 泡がair-hydrateへ の変換 が観察 された。いず れの場 合 も加圧 開始直後 か ら約10日 間 の
間で核生 成が発生 す るが,そ れ以 後は核生成 は観察 されなか った。150kgf/cm2の 場合 は,す べ ての気 泡でair-hydrate
への変換が見 られ なか った。
今 回の設定圧 力は,　air-hydrateの 平衡 圧(-15℃ で約100kgf/cm2)よ り大 きいが,核 生 成が加圧 開始 か ら一定時 間
内 に限 られる ことか ら,気 泡 か らair-hydrateへ の変換 は不均 一核生成 に よ り発生 してい ると考 え られ る。
航空機による北極圏大気観測
教授 藤井理行,助 教授 和田 誠,助 教授 塩原国資,助 手 森本真司
北極域における大気微量成分(気 体,エ アロゾル,雲)の 広域3次 元分布,特 に極渦の形成 ・崩壊期 に着目した輸
送 ・循環 ・変質の物理 ・化学過程を調べるため,1998年3月6日 ～14日,航 空機による北極圏大気観測(AAMP98)
を実施 した。観測は北極点を通過 し北極海を横断する長距離高高度飛行(巡 航高度12km)を 基本 とし,そ の他,ス
ピッツベルゲン島近海上空お よびアラスカ州パロー沖合上空では海面付近か ら高度12kmま での鉛直プロファイル観




スカイラジオメータ,　MPL　 (マイクロパルスライダー),恒 星フォ トメータで構成 されるエアロゾル遠隔測定装置
を製作 し,性 能試験運転を開始 した。　MPLを スバールバル諸島ニーオルスン観測基地に設置 し,観 測を開始 した。
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スバールバル上空での北極圏航空機観測(AAMP98)に 合わせて,ニ ーオルスンでMPL観 測を実施 し,航 空機 により
現場観測 されたヘイズ層 とMPLに より遠隔観測 されたヘ イズ層が一致することが確認 された。 これらの観測結果か
ら,ヘ イズ層が雲の生成 ・消滅過程 と深 く関与することが示唆された。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
渡 邉 興 亜 国立極地研究所 ・教授 極域の環境変動に関する総合研究
イ.一 般 共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
西 村 浩 一 北海道大学低温科学研究所 ・助手 南極における吹雪データの解析 とモデリング
前 晋 爾 北海道大学工学部 ・教授 高周波電気特性測定による,氷 床 コア解析法の開発
研究
成 田 英 器 北海道大学低温科学研究所 ・助教授 極域氷床コアからの古環境情報の抽出と復元に関す
る基礎的研究
立 花 義 裕 東海大学文明研究所 ・講師 北極圏海氷域の年々変動過程に関する研究




験研究所 ・主任研究官 雪氷コア解析結果の代表性 に関する研究
山 下 晃 大阪教育大学教育学部 ・教授 極域氷晶雲の微物理的構造と放射特性に関する研究
角 田 晋 也 海洋科学技術センター ・研究員
合成開口レーダーを用いた,気 象並びに河川水が海
氷野 に及ぼす影響の研究
二 木 安 之 信州大学医学部 ・助教授 地上オゾンの季節変動 と反応性および地球環境シグ
ナルの解析




遠 藤 辰 雄 北海道大学低温科学研究所 ・助教授 極域における雲とエアロゾルの研究
河 村 公 隆 北海道大学低温科学研究所 ・教授 極域エアロゾルと降雪の化学特性の研究
山 田 知 充 北海道大学低温科学研究所 ・講師 極域地表面に於ける物理的 ・化学的素過程の研究
若 土 正 曉 北海道大学低温科学研究所 ・教授 南極域における海氷消長と海洋循環過程の研究
畑 中 雅 彦 室蘭工業大学工学部 ・助教授 極域における衛星画像データの解析に関する研究
西 尾 文 彦 北海道教育大学釧路校 ・教授 合成 開口 レー ダ(SAR)デ ー タを用 いた海氷 ・氷 河・氷床 の研 究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
中 澤 高 清 東北大学理学部 ・教授 極域における航空機観測の手法に関する研究
巻 出 義 紘
東京大 学 アイソ トー プ総合 セ ンター
・教授 地球環境大気中の微量気体濃度高感度 ・高精度測定
荒 川 正 一 東京家政大学 ・教授 冬季極域成層圏における山岳波の研究
福 岡 孝 昭 学習院大学理学部 ・助手 南極氷床コア中の火山 ・宇宙起源物質の研究
浦 塚 清 峰 通信総合研究所 ・主任研究官
電波 リモー トセンシングによる極域雪氷圏の観測手
法
忠 鉢 繁 気象研究所 ・主任研究官 極域におけるオゾンの収支
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.国際学術研究
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
渡 邉 興 亜 ・教 授 環北極雪氷圏気候 ・環境変動研究 8～9 藤 井 理 行
神 山 孝 吉
古 川 晶 雄
牛 尾 収 輝
橋 田 元
藤 井 理 行 ・教 授 北極圏環境変動に関する総合研究 9
イ.基 盤研究(A)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
神 山 孝 吉 ・助教授 雪氷 コア自動融解解析 システムの試作 7～9 藤 井 理 行
古 川 晶 雄
和 田 誠 ・助教授 無人航空機観測用超小型高能率大気サ ンプリン
グシステムの開発
7～9 塩 原 匡 貴
森 本 真 司
ウ.基 盤研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
渡 邉 興 亜 ・教 授 雪氷コア中への大気アエロゾル起源物質の定着
化過程 と形成シグナルの評価
8～10 藤 井 理 行
神 山 孝 吉
古 川 晶 雄
エ.奨 励研究(A)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題1 研究年度 研究所教官の分担者







題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
Generalized　 Polynya H.Ito Proceedings　 of　 the　 12th　 ill一1997
ternatioIlal　 symposium　ol1
Okhotsk　 sea　 and　 sea　 ice,
Monbetsu
Distribution　 characteristics　 of　 clouds　 over　 EastA.　 Murata　 and J.　Meteorol.　 Soc.　 Jpn,　 75,　81 1997
Antarctica　 in　l987　 0btained　 from　 AVHRRT. Yamanouchi 一93
Activity　 of　 the　 Japanese　 radiation　 communityM.Wada Workshop　 on　 Synergy　 of1997
andtheAtmos-Bl　program Active　 Instruments　 in　 the
Earth　 Radiation　 Mission'
Overview　 of　 our　 observations　 for　 clouds　 andM.　Wada, Atmospheric　 Research　 in1997








ドームふ じ観測拠点における氷床深層掘削 藤井理行 極 地,65,1-5 1997
ドームふ じ基地 における氷床深層掘削記 藤井理行 雪 氷,59,5,346-349 1997
地球科学における地理学 藤井理行 地学雑誌,106,838-844 1997
Springtime　 peaks　 of　trace　 metals　 in　 AntarcticM.　 Ikegawa, Environmental　Health　 per一1997









南極雪中の微量元素 池川雅哉,木 村美恵子, Biomedical　 Research　 on1997
本多和 人,巻 田和男, TraceElements,　8,　 1,　 29




Comparison of microwave backscatter mea-T. Furukawa and Proceedings of the 3rd ERS1997
surements with observed roughness of theN. W. Young Scientific Symposium, Flor-
snow surface in East Queen Maud Land, ence, Italy, 17 —20 March
Antarctica 1997. ESA Publication ESA
SP-414,  803  —  807
Changes in glaciers in Hidden Valley, MukutK. Fujita, Journal of Glaciology, 145, 1997
Himal, Nepal Himalayas, from 1974 to 1994M. Nakawo,  583-588
Y. Fujii and
P. Paudyal
Physical, structural, and isotopic characteris-T. Kawamura, Journal of Geophysical Re-1997
tics and growth processes of fast sea ice inKay I. Ohshima, search, 102,  3345-3355
 Liitzow-Holm Bay, Antarctica  T.Takizawa and
S. Ushio
Temporal and spatial variations of the carbonT. Nakazawa, J. Geophys. Res., 102, 12711997
isotopic ratio of atmospheric carbon dioxide inS. Morimoto,
—1285
the western Pacific region S. Aoki and
M. Tanaka
Snow chemistry of Agassiz Ice Cap, EllesmereK. Goto-Azuma, J. Glaciol., 43, 144, 199 —1997
Island, Northwest Territories Canada R. M. Koerner, 206
 M. Nakawo and
A. Kudo
Radiation in the Antarctic T. Yamanouchi
"Current Problems in Atmos- 1997
pheric Radiation"
W. L. Smith and K. Stamnes
eds., Deepak Publishing, 7 —
10
Effects of clouds, ice sheet and sea ice on theT. Yamanouchi and J. Geophys. Res., 102, 69531997
earth radiation budget in the Antarctic T. P. Charlock
 —6970
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radiative and  microphysicalprop- S.  Kinne. J. Atmos. Sci., 54  2320— 1997
ground observations and in situ T. P.  Ackerman. 2344
 is during FIRE 1991 andtheir M.  Shiobara,
o exhibit problems in cirrussolar A. Uchiyama,
 -tsfer modeling
A. J.  Heyrnsfiekl,
L. Miloshevich,
J. Wendell,
1 E. W. Eloranta, 
C. Purgold and 
R. W. Bergstrom
Seasonal variation of aerosol optical thickness 
over the Zhangye oasis in the Hexi Corridor, 
China.
Measurement of spectral radiance in the 
Japanese Cloud and Climate Study
Preliminary report on analyses of melted Dome 
Fuji core  obtained in 1993
K. Kai, 
Z. C. Huang, 
M. Shiobara, 
Z. Shen and 
Y. Mitsuta
A.  Uchiyama, 
M. Fukabori, 
S. Asano and 
 M. Shiobara
 0. Watanabe, 
K.  Kamiyama, 






S.  Kanamori, 
N.  Kanamori, 
M. Nakawo, 
Y. Ageta, 
S. Koga and 
K. Satow
J. Meteor. Soc. Japan, 75, 
 1155  —  1163
Proceedings of the 6th  Atmo-
spheric Radiation  Measure-
ment (ARM) Science Team 
Meeting, March 4 — 7 , 
1996, San Antonio, TX, US 
DOE Conf-9603149, 331 
335
Proc. NIPR Symp. Polar Me-






A preliminary study of ice core chronology at0. Watanabe, Proc. NIPR Symp Polar Me-1997















Distributions and historical records of aliphaticM. Nishikiori, Proc. NIPR Symp Polar Me-1997
carboxylic acids in, the H15 ice core fromK. Kawamura and teorol. Glaciol., 11,  76-86
Antarctica Y. Fujii
Preliminary discussion of physical properties of0. Watanabe, Proc.  NIPR  Symp. Polar Me-1997












Meteorological observations along a traverseT. Kameda, Proc.  NIPR Symp. Polar Me-1997
route from coast to Dome Fuji Station,S. Takahashi, teorol. Glaciol., 11,  35-50
Antarctica, recorded by automatic weatherH.  Enomoto,





G. A. Weidner and
C. R. Stearns
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題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
Characteristics　 of　AC-ECM　 sigllals　 obtailled　 byK. Matsuoka, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Me一1997





An　 attempt　 at　 deformation　 tests　 of　 deep　 iceA.　 Miyamoto, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Me一1997





Surface　 mass　 balance　 sublimation　 al/d　 sllow, T.　K meda, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Me一1997




Characteristics　 of　water　 in　Kongs巧orden,　 Sval一H.Itoand Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Me一1997
bard S.　Kudoh teorol.Glaciol.,　11,　 211　 一
232
Fluctuation　 of　 δ180　 0f　 surface　 sI/ow　 withA.　Hachikubo, Proc.　 NIPR.　 Symp.　 Polar　 Me一1997
surface　 hoar　 and　 depth　 hoar　 formatioll　 underH.　Motoyama, teorol.Glaciol,　 11,　 94-102
radiative　 cooling K.Suzukiand
E.　Akitaya
アイスレーダによる白旗氷河流域の氷床基盤 と 前野英生,浦 塚清峰, 雪 氷,59,331-339 1997
内部構造の観測 神山孝吉,古 川晶雄,
渡邉興亜
北極雪氷研究の動向 渡邉興亜 雪 氷,59,111-ll4 1997
雪氷試料中のHTO濃 度の測定法 と極域雪氷圏神 山孝吉,島 田 亙, 南 極 資 料,41,631-642 1997
堆積環境研究への適用 北岡豪 一,和 泉 薫,
江角周一
みずほ高原の大気,表 面積雪中の化学成分の挙 金森 悟,金 森暢子, 南極資料,41,291-309 1997
動 渡邉興亜,西 川雅高,
神山孝吉,本 山秀明





題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
セールロンダーネ山地周辺の雪氷学的調査 本山秀明,東 信彦, 南極資 料,41,459-466 1997
藤田秀二
衛星データによる南極域の雲分布 山内 恭 南極資 料,41,23-40 1997
南極域における雲 ・雪氷圏の放射効果 山内 恭 南極資 料,41,83-102 1997
カタバ風 に見 られ る ダー クス トリー ム, 遠藤辰雄,山 内 恭, 南極 資料,41,447-457 1997
石川貴之,掛 川英男,
川口貞男
イ.口 頭 による発 表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
雪氷試料の現場分析法の開発(そ の1)一 マイ紀本岳志,丸 尾雅啓, 日本地球化学会 1997
クロフロー高分解能連続分解 システムー 神 山孝吉,中 山英一郎,
B.　Stauffer
雪氷試料の現場分析法の開発(そ の2)一 マイ丸尾雅志,紀 本岳志, 日本地球化学会 1997
クロフ ロー　NH3/Ca蛍 光分析 シス テムー 神 山孝吉,中 山英一郎,
B.　Stauffer
雪氷試料の現場分析法の開発(そ の3)一 南極神山孝吉,渡 邉興亜, 日本地球化学会 1997
積雪鉛直資料への適用一 丸尾雅啓,中 山英一郎,
紀本岳志
Characteristics　of　 sea　 ice　 variations　 andS.Ushio, 1997Joint　 Assemblies　 of1997
oceanic　 structures　 in　the　 Antarctic　 DivergenceY.　Nakajima　 and IAMAS　 and　 IAPSO
off　Wilkes　 Land M.　Wakatsuchi
南極昭和基地におけるクライオサ ンプリング実 橋 田 元,森 本真司, 大気球 シンポジウム 1996
験計画 山内 恭,青 木周 司,
川村賢二,中 澤高清,
本田秀之
極域 における温室効果ガスのモニタリング 橋田 元 第38回大気環境学会年会特別1997
集会 地球環境モニタリング
最 終 氷 期 に お け る 気 温 変 動 －Dansgaard一藤井理行 日本第四紀学会シンポジウム 1997
Oeschgerサ イ ク ル と ハ イ ン リ ッ ヒ イ ベ ン ト 「東アジアか ら西太平洋へ一
陸 ・海 ・ヒ トの テ レ コ ネ ク シ
ヨ ン 」,札 幌
一40一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
スピッツベルゲン島における降水の季節変動 萩谷奈緒,遊 馬芳雄, 日本気象学会 1997
菊地勝弘,和 田 誠
A　 Result　 from　 the　 BSRN　 Pyrgeometer　 Round一M.　 Shiobara, 日本気象学会 1997
Robin　 Experiment R.　Philipona　 and
the　 BSRN/PRRE　 paト
ticipallts
グリー ンラ ン ド海お よびバ レンツ海 におけ る大 吉村 悟,青 木周司, 日本気象学会 1997
気 一海洋間のCO2交 換に関する研究 中澤高清,森 本真司,
橋 田 元,白 岩邦男,
T.　Vinge
スピッツベルゲン島周辺における低気圧の季節 萩谷奈緒,遊 馬芳雄, 日本気象学会 1997
変動と降水 菊地勝弘,和 田 誠
南極 ドームふ じにお ける フ ィル ン空 気のCO2お 川村 賢二,中 澤高清, 日本気象学会 1997
よびCH濃 度 青木周司,藤 井理行,
渡邉興亜
大気中のCO2濃 度及びCO2の 炭素同位体比の観森本真司,中 澤高清, 日本気象学会 1997
測から導出 したCO2放 出源の分布 と変動につい青木周司,
て K.　Higuchi
衛 星搭 載 マ イ ク ロ波 放射 計(SSMI)の デ ー タ和田 誠 日本気象学会 1997
を利用 した北極スバールバル周辺海域の積算雲
水量の経年変化
雲内部の放射フラックスの測定について 真野他 日本気象学会 1997
層積雲の短波放射収支について 真野他 日本気象学会 1997
南極海Ad61ie　 Land沖 におけ るCTD・ 採水 ・係深町 康,若 土正 暁, 気水圏シンポジウム 1997









題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Ozonesonde　 experiments　 at　 Syowa　 Station,H.　 K nzawa, 気水圏シンポジウム 1997








凍結 による氷盤サイズの変化 伊藤 一 気水圏シンポジウム 1997
衛星搭載マイクロ波放射計のデー タを利用 した 和田 誠 気水圏シンポジウム 1997
スバールバル周辺海域の可降水量,積 算雲水量
の変化の解析
南極域衛星データか らの雲の抽出 久保 守,斉 藤秀雄, 気水圏シンポジウム 1997
得永敬信,村 本健一郎,
山内 恭
極域の輝度温度画像データの解析 ツールの開発 志賀太生,畑 中雅彦, 気水圏 シンポジウム 1997
につ いて 板倉賢一,吉 田 豊,
和田 誠,平 沢尚彦
ス ピッツベルゲン島における降水の季節変動 萩谷奈緒,遊 鳥芳男, 気水圏シンポジウム 1997
菊地勝弘,和 田 誠
グ リー ンラン ド海 お よびバ レンツ海 にお ける大 吉村 悟,青 木周司, 気水圏シンポジウム 1997
気 ・海洋間のCO2交 換に関する研究 中澤高清,森 本真司,
橋 田 元,白 沢邦 男,
T.　Vinge
∫Fク ラ イオス タ ッ トを用 い た成 層 圏大 気 ク ラ 森本真 司,橋 田 元, 気水圏シンポジウム 1997
イオサ ンプラーの開発 和 田 誠,山 内 恭,
本田秀之,青 木周司,
大場章弘,弘 川昌樹
地上オゾンの季節変動 と反応性および地球環境 二木安之,渡 邉興亜, 気水圏シンポジウム 1997
シグナルの解析 神山孝吉
昭和基地での地上オゾン破壊(SOD)時 のラ ド宇井啓高,田 坂茂樹, 気水圏シンポジウム 1997
ンとエ アロゾル 長田和雄,岩 坂泰信,
林 雅彦,橋 田 元,
青木周司
一42一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極 ドームふ じにおける1996年 雪氷観測概要報藤 田秀二,藤 井理 行, 気水圏シンポジウム 1997
告 渡邉興亜
南極 ドームふ じ深層掘削コアの現場処理概要報 藤 田秀 二,藤 井理行, 気水圏シンポジウム 1997
告 東 信彦,本 山秀明,
成田英器,渡 邉興亜
南極 ドームふ じ深層コアの同位体及び化学解析 渡邉興亜,藤 井理行, 気水圏 シンポジウム 1997
速報 神山孝吉,本 山秀明,






中尾 正義,上 田 豊,
田中 浩,永 尾 一平,
金森 悟,田 中洋一








ドームふ じコアの火 山灰層 藤井理行,藤 田秀二, 気水圏シンポジウム 1997
東 信彦,福 岡孝昭,
菊地 正,鈴 木利孝
南極Hl5の フィルンにおける空気成分の重力分川村賢二,中 澤高清, 気水圏シンポジウム 1997
離 青木周司,町 田敏暢,
藤井理行,渡 邉興亜
ドームふ じ基地 ～昭和 基地 ルー ト上 におけ る無 亀田貴雄,高 橋修平, 気水圏シンポジウム 1997








題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月






南極氷床における表面形態分布との関連 につい 古川晶雄,神 山孝吉, 気水圏シンポジウム 1997
て 前野英生
南極 ドームふ じ周辺氷床 レーダ観測実施概要報 藤田秀二,前 野英生, 気水圏シンポジウム 1997
告 浦塚清峰,古 川晶雄,
藤井理行,渡 邉興亜
多周波アイスレーダを用いた氷床内部構造の観 松 岡健 一,古 川晶雄, 気水圏シンポジウム 1997
測 一第V期 「氷床変動システム観測計画」 に 前野英生,藤 田秀二,
おけるレーダ観測の概要一 成瀬廉二,西 尾文彦,
渡邉興亜









North　 GRIP　 1997氷 床 掘 削 お よび コ ア解 析報庄子 仁,成 田英器, 気水圏シンポジウム 1997
告 東 信彦,田 中洋一,
高田守 昌,五 十嵐誠,
渡邉興亜
南極 ドームFコ ア氷のマイクロ波誘電率測定 松岡建志,藤 田秀二, 気水圏シンポジウム 1997
前 晋爾,池 田 進,
渡邉興亜
氷 温が 南極Dome-Fuji氷 の プ ロ トンに与 える影深澤 裕,前 晋爾, 気水圏シンポジウム 1997
響 池田 進,渡 邉興亜
みず ほ コ ア を用 い たAir-hydrate形 成 過程 の ぞ島田 亙,本 堂武夫 気水圏シンポジウム 1997
の場観察実験
降雪中の重金属 一谷修也,神 山孝吉 気水圏シンポジウム 1997
一44一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
北グリーンラン ド氷床 コアお よび表面積雪の化 五十嵐誠,神 山孝吉, 気水圏シンポジウム 1997




スバ ールバル ウェス トフ ォンナ氷 帽 中の化学 物 的場澄人,神 山孝吉, 気水圏シンポジウム 1997
質の堆積 フラックス 本 山秀 明,成 田英 器,
渡邉興亜
1995年 南極 ドームふじ観測拠点及び周辺域の降東 信彦,亀 田貴雄, 気水圏シンポジウム 1997




上 田 豊,金 森 悟,
齋藤隆志
南極 ドームFに お ける積雪,大 気 エ アロ ゾルお 金森 悟,金 森暢子, 気水圏シンポジウム 1997
よび酸性ガスの化学(2) 渡邉興亜,藤 井理行,
亀田貴雄
南極降雪中に存在する有機化合物の分布の特徴 河村公隆,今 井美江, 気水圏 シンポジウム 1997
錦織睦美,藤 井理行,
渡邉興亜
南極雪氷中のテフラ微粒子 林 伸幸,福 岡孝昭, 気水圏シンポジウム 1997
河野美香,藤 井理行




東南極ハムナ氷濠底面氷の化学解析 飯塚芳徳,佐 竹 洋, 気水圏シンポジウム 1997
五十嵐誠,白 岩孝行,
成瀬廉二,横 山宏太郎
極地を中心 とした生物 ・環境試料の超長期保存 柴田俊一,渡 邉興亜, 気水圏シンポジウム 1997
ネ ッ トワー ク構 想 につ いて 一生物 ・環境 タイ 柴田康行,江 藤剛治
ム カプセル2001計 画 一
ファブ リクス 自動解析装 置 による ドームふ じコ 王 ウ ン,東 信彦, 気水圏シンポジウム 1997
アの薄片解析 川 口光雄,成 田英器,
庄子 仁,渡 邉興亜
一45一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
マイクロフロー分析法 を利用 した雪氷試料の化 丸尾雅啓,神 山孝吉, 気水圏シンポジウム 1997
学解析の検討と展望 紀本岳志,中 山英一郎
全反射蛍光X線 分析法(TXRF)に よる ドームF菊地 正,神 山孝吉, 気水圏シンポジウム 1997
コアの特性イヒ 藤井理行,渡 邉興亜,
小島眞次郎,工 藤善之
Variations　 of　carbon　 and　 oxygen　 isotopic　 ratiosT.　Nakazawa　 and IGAC　 Interanional　 Sympo一1997
of　 atmospheric　 carbon　 dio)dde　 and　 theirS. Morimoto sium,　 Nagoya,　 Japan,　 11-13
implications　 to　global　 carbon　 cycle November　 1997
Variations　 of　the　 atmospheric　 carbon　 dio)ddeK.　Kawamura, IGAC　 International　 Sympo一1997
concentration　 and　 its　 isotope　 ratio　 over　 theT.　Nakazawa, sium,　 Nagoya,　 Japan,　 11-13





Sources　 and　 sinks　 of　 atmospheric　 carbonS.　Morimoto, Fifth　 International　 CO2　 co一1997
dioxide　 deduced　 from　 its　surface　 concentrationT.　Nakazawa, nferece,　 Cairns,　 Austrtalia,
and　 carbon　 isotopic　 data　 using　 a　 two一K.　 Higuchi　 and 8　 -12　 September　 l997,
dimensional　 atmospheric　 transport　 modelS.Aoki WMO1997,
Variations　 of　 surface　 oceanic　 carbon　 dioxideS.Aoki, Fifth　 International　 CO2　 co一1997
partial　 pressure　 and　 dissolved　 inorganic　 car一S.　Morimoto, nferece,　 Cairns,　 Austrtalia,




Variations　 of　 the　 CO2　 concentration　 and　 itsS.　Sugaw ra, Fifth　 International　 CO2　 co一1997
carbon　 and　 oxygen　 isotopic　 ratios　 in　 theT.　Nakazawa, nferece,　 Cairns,　 Austrtalia,






題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Precise　 estimation　 of　 the　 atmospheric　 CO2K.Kawamura, Fifth　 International　 CO2　 co一1997
concentration　and　 its　 carbon　 isotopic　 ratioT.　Nakazawa, nferece,　 Cairns,　 Austrtalia,





Deep　 Ice　 Core　 Drilling　 at　 Dome　 Fuji,　 An一Y.　Fujii, The　 5th　 International　 Sym一1997
tarctica 0.　Watanabe　 and posium　 on　 Antarctic　 Science,
K.　Kamiyama Ansan,　 Korea
Preliminary　 report　 on　 the　 Dome　 Fuji　 project　 byY.　Ageta, Symposium　 on　 Antarctica1997
JARE　 in　East　 Queen　 Maud　 Land,　 AntarcticaN.　Azuma, and　 Global　 Change:　 Inte一
S.　Fujita, ractions　 and　 Impacts,　 Tas一
Y.　Fujii　 and mania,　 Australia
24　0thers
Preliminary　 Investigation　 on　 palaeoclimate　 sig一S.Aoki,, Symposium　 on　 Antarctic　 and1997
nals,　 recorded　 on　 the　 ice　 core　 from　 Dome　 FujiN.　Azuma, Global　 Change:　 Interactions
Station,　 East　 Queen　 Maud　 Land,　 AntarcticS.　Fuj ta, and　 Impacts,　 Tasmania,　 Aus一
Y.　Fujii　 and tralia
10　0thers
航空機搭載マイクロ波放射計 を用いた新 しい海 舘 山一孝,榎 本浩之, 日本雪氷学会全国大会 1997
氷分類アルゴリズムの開発 高橋修平,百 武欣二,
西尾文彦
ドームふ じ氷床深層掘削一第37次 南極観測報告藤井理行,川 田邦夫, 日本雪氷学会全国大会 1997
一 藤田秀二,新 堀邦夫,
片桐一夫,高 橋昭好
南極 ドームふ じにおける1996年 雪氷観測概要報藤田秀二,藤 井理行, 日本雪氷学会全国大会 1997
告 渡邉興亜
南極 ドームふ じ深層掘削コアの現場処理概要報 藤 田秀 二,藤 井理 行, 日本雪氷学会全国大会 1997
告 東 信彦,本 山秀明,
成田英器,渡 邉興亜
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極 ドームふ じ深層 コア解析速報(1) 渡邉興亜,藤 井理行, 日本雪氷学会全国大会 1997
神山孝吉,本 山秀明,






中尾 正義,上 田 豊,
田中 浩,永 尾 一平,
金森 悟,田 中洋一
南極 ドームふ じ深層 コア解析速報(H) 渡邉興亜,島 田 亙, 日本雪氷学会全国大会 1997
高田守昌,本 堂武夫,
成 田英器,堀 彰,










上 田 豊,金 森 悟,
齋藤隆志
SAR干 渉画像による南極の氷床の運動 西尾文彦,木 村 宏, 日本雪氷学会全国大会 1997
古川晶雄




オホーツク海の海氷の拡大 ・縮小過程における 榎本浩之,高 橋修平, 日本雪氷学会全国大会 1997






題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
北グリーンランド深層コアおよび表面積雪の化 五十嵐誠,神 山孝吉, 日本雪氷学会全国大会 1997
学解析 渡邉興亜,庄 子 仁,
よP.　 Steffensen,
H.　B.　Clausen
南極S25コ アのECMプ ロ ファ イル と化 学組成 と渡辺幸 一,佐 藤和秀, 日本雪氷学会全国大会 1997
の関係 本山秀明,神 山孝吉,
渡邉興亜






南極光床における表面堆積量分布と表面 ・基盤 古川晶雄,神 山孝吉, 日本雪氷学会全国大会 1997











現場における雪氷試料の化学分析法の検討と開 神山孝吉,丸 尾雅啓, 日本雪氷学会全国大会 1997
発 紀本岳志,中 山英一郎
氷海密接度の下限 伊藤 一 日本雪氷学会全国大会 1997
衛星画像による昭和基地沖の沿岸ポリニヤの特 石田邦光,大 島慶 一郎, 日本雪氷学会全国大会 1997
徴(1) 山内 恭,神 沢 博





(1)一 般 研 究
(1.1)固 体地球物理学
昭和基地周辺域及び南極における固体地球物理学的研究
教授 神沼克伊,教 授 澁谷和雄,助 手 野木義史,助 手 金尾正紀,助 手 土井浩一郎,助 手 青木 茂,
COE研 究員 久保篤規
(1)重 力測定
平成8年 度に南極で得 られたデータの整理を行った。「しらせ」の海上重力計NIPRORI-　 2に より得 られたデー
タを用いて,測 線上の重力異常を求めた。昭和基地で得 られた超伝導重力計のデータ解析を継続 した。総合研究大
学院大学の天文科学専攻 との共同研究として 「超伝導重力計データを用いた地球変形の研究」が新 しく採択 され,
国立極地研究所では地殻の隆起と重力変化につき調べた。また 「超伝導重力計 に関する」 ワークショップを開催 した。
(2)　GPS・VLBI
昭和基地でのGPS測 量の解析 を継続 した。
(3)自 然地震観測
前年度同様の方式でデータ編集がなされ,　JARE　DATA　 REPORT　 No.222と してまとめた。得 られた地震データを
解析 し,次 のような研究が進行 した。






平成8年 度 「しらせ」の3成 分磁力計 により得 られたデータの解析を継続 した。
(6)テ ク トニクス
船上の地磁気3成 分のデータ,昭 和基地の地震波速度異方性や海上重力データなどから,南 極 プレー トの構造 や
ダイナミクスの研究を継続 している。特に,イ ンド洋海域のテク トニクスについての解析が進んだ。
宇宙測地,人 工衛星測地 による地球 変動現象 の研 究
教授 澁谷和 雄,助 手 土井浩一郎,助 手 青 木 茂
(1)人 工衛 星
・宇宙 開発事業 団 と協 力 し,ERS-1-2に よるTandem　 Missionを 昭和基地周 辺域で実現 し,多 目的ア ンテナに よ
り多数の合成 開口 レーダーデー タ受信 を行 った。
・リュ ッォ ・ホルム湾露岩域 ,及 び海氷域 でGPS観 測 を行 うための準備 を行 った。
(2)　VLBI
・昭和基 地 ア ンテナ にVLBIを 組 み込 むため の準 備 を行 った。 オ ース トラ リア ・ホバー ト局,南 ア フ リカ ・ハ ーテ
ベース テ ク局 と年4回 の48時 間測 地VLBI観 測 を行 うこ とを合意 した。K4-S2相 関処理実現 にむけて,国 立天文
台,国 土地理 院,通 信 総合研究所 と協 議 した。
(1.2)岩 石磁気学
岩石磁気学的研究 助教授 船木 實
(1)JARE35に よって採集 された岩石のうち,や まと山脈B群 とC群 の花圃岩質片麻岩,閃 長岩,そ れに貫入岩類につ
いて古地磁気学的,岩 石磁気学的研究を行った。これ らの岩石に対 し,交 流消磁 と熱消磁を行い,自 然残留磁気の
性質を調べ,安 定な磁化成分について古地磁気学的な検討 を行った。その結果,こ の地域はパンアフリカン後期の
熱変成 により磁化を獲得 し,そ の時の磁極の位置は昭和基地周辺やセールロンダーネ山地から得られた磁極の位置
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とおよそ一致することが判明 した。
(2)JARE35に よ りや まと山脈で採集 された含泥氷の磁気学的研究を行った。その結果,こ の泥中に含まれる磁性鉱
物は磁硫鉄鉱で,火 山灰中に見 られるチ タン鉄鉱と異なった。この事から氷河はやまと山脈の基盤岩から生成 され
た泥を氷中に取 り込んだと考えられる。自然残留磁気 と飽和残留磁気の大 きさを比べることにより,裸 氷面上では
粒子の沈降はなく,氷 の蒸発により粒子は絶えず更新 されていることが明らかになった。このことは南極氷か ら宇
宙塵を採集する上で,貴 重な情報になると考えられる。
(3)損 鉄Nova　 Petropolisの 磁気的研究を行った。新たに導入 した磁気力顕微鏡,走 磁性バクテリア法,そ れにBitter
Pattern法 によりどの部分から磁力線が発散 し,そ れが結晶構造 とどのように関係 しているかを調べた。その結果,
多磁区構造 の限鉄であるにもかかわらず限 られた領域か ら強い磁力線が発散 してお り,そ の方向は結晶軸の方向 と
相関があることが明 らかになった。この事は大 きな単結晶であるオクタヘ ドライ ト阻鉄の場合,強 い磁化が結晶軸
方向に現れることを意味 してお り,損 石の磁気研究の新たな問題を提起 した。
(4)イ ン ドか ら採集された基盤岩と貫入岩の磁気的研究を行い,ラ ジマハル トラップ玄武岩と南極のフェラー ドレラ
イ トの磁極を対比 しインドと南極の分裂の様子を推定 した。
(1.3)地 質学
東 南極 楯状地 および ゴン ドワナ大陸の地 質学的 ・岩石学 的 ・地球化 学的研究
教授 白石和行,助 教授 本吉洋 一,助 教授(客 員)小 山内康 人
(1)エ ンダー ビー ラン ドの地 質学的 ・岩石学 的研 究
1996年 よ り開始 され たSEAL計 画(東 南極 リソス フェアの構造 と進化研 究計 画)に よ り第38次 観測隊 に よってエ
ンダ ビー ラ ン ド,ア ム ンゼ ン湾の リーセル ラルセ ン山におい て96年12月 よ り97年2月 まで地質調査が行 われ,同 地
域 の詳細 な地質 図が完成す る とともに岩石学 的 な検討 が始 まった。 と くに1)超 高温変成 岩類の原岩 の特 定,2)
変成条件 ・変成履歴 の再検討,3)岩 石速度 の測定,　 4)　 CHIME法 による年代 測定,な どが行 われた。
(2)七 一ル ロンダーネ山地お よび ドローニ ングモー ドラ ン ドの地 質学 的 ・岩石学 的研 究 ・地球 化学的研究
七一ル ロンダーネ山地 に大量 に分布す る トーナ ラ イ トについ ての地球化学的研究 ,さ らに酸性 片麻岩 中の角 閃石
につ いての実験岩石学 的研 究 か ら,火 成岩類 の成因お よびそれ らの定 置深度の推定 な どが行 われた。 また,ド イツ
隊 に交換 科学者 として参加 して調査 した西 ドローニ ングモー ドラ ン ドの地質学的研 究 も行 われた。
(3)リ ュツオ ・ホ ルム湾 周辺地域 の岩石学的研究
オングル島の花圃岩類 の岩石化学 的検討,ラ ングホ ブデで見い だ された柱石 中の特 異 な離溶 組織 につ いての検討
が行 われた。
(4)ゴ ン ドワナの岩石学 的研 究
国際学術研 究 「パ ンア フリカ ン変動 とゴン ドワナ形成」 が3カ 年計画 でス ター トし,初 年度 と して南 ア フリカ南
東 部の ナ タール帯 を中心 に,リ ンポポ帯,バ ーバー トン帯 な どの現地調査 を行い,室 内実験用 の岩石試料 を大量 に
収 集 した。
(5)国 際 シ ンポ ジウム
東京代 々木 の 国立 オ リン ピック記 念青 少年総 合セ ンター にお いて,10月13日,14日 にわ た り国 際 シ ンポ ジ ウム
"Origin　and　Evolution　 of　Continents"を 開催 した
。外国人18名 を含 むのべ160名 の参加が あった。
(1.4)地 理 ・地形学
南極地域の氷河地形,周 氷河地形および後期新生代地質に関する研究
助教授 森脇喜一,助 手 三浦英樹,教 授(客 員)平 川一臣
(1)南 極沿岸山地の氷河 ・周氷河地形および新生代氷河史 ・環境変動史に関する研究
1)ア ムンゼン湾 ・リーセルラルセン山周辺のモレーンの風化度による相対的年代区分を行った。
2)ア ムンゼン湾 ・リーセルラルセン山周辺で現在働いている周氷河作用,塩 類風化 と卓越風による侵食作用につ
いて研究をすすめた。
3)ア ムンゼン湾 ・リーセルラルセン山麓の湖底堆積物を採取 し,年 代測定および分析を行った。
(2)南 極沿岸域の新生代氷河史に関する研究
リュツォ.ホ ルム湾沿岸の隆起海浜から採取 された海楼化石の年代測定 とともに,酸 素 ・炭素同位体比の分析を
行い,東 南極氷床融氷史についての検討を行った。
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(3)中 緯度高山地域お よび日本の氷期の氷河 ・周氷河地形の研究
南極地域の周氷河地形,現 象,作 用との比較の目的で,ス イスアルプスの周氷河作用 ・地形の調査を継続 した。
また,北 海道の氷河地形 ・化石周氷河地形の調査も継続 した。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
神 沼 克 伊 国立極地研究所 ・教授 東南極 リソスフェアの構造 と進化
イ.一 般 共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
上 野 直 子 東洋大学文学部 ・教授 南極産岩石の磁気的研究







吉 田 栄 夫 立正大学文学部 ・教授 南極地域の第四紀環境変動の自然地理学的研究
石 塚 英 男 高知大学理学部 ・助教授 セールロンダーネ山脈の地質構造発達史の研究
高 橋 幸 雄
通信総合研究所鹿島宇宙通信センタ
ー ・室長 南極VLBI
瀧 上 豊 関東学園大学法学部 ・助教授 ナピア岩体の岩石磁気学、年代学的研究





河 野 芳 輝 金沢大学理学部 ・教授 南極大陸の広域的地殻構造
廣 井 美 邦 千葉大学理学部 ・教授 造山帯深部における物質進化の研究
大 村 誠 高知女子大学家政学部 ・助教授
衛星リモー トセンシングによる南極域の トポグラフ
ィと環境変動の観測
有 馬 眞 横浜国立大学教育学部 ・教授 ナピア地域太古代 リソスフェアーの地球科学的研究
加賀美 英 雄 城西大学理学部 ・教授 南極周辺の大陸縁辺域の形成過程
全 協 資 郎 九州大学応用力学研究所 ・教授
人工衛星海面高度計データを用いた南大洋における
海面流速の推定
安 藤 雅 孝 京都大学防災研究所 ・教授
広帯域実体波波形を使った南極大陸及び沈み込み帯
の地殻、マン トルの異方性 ・不均質構造の研究
中 西 一 郎 京都大学大学院理学研究科 ・助教授
南極で記録された地震波形記録を用いた地球中心核
構造の解明




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題






平 川 一 臣
1北 海道大学大学院地球環境科学研究
1科 ・教授 周南極沿岸地域における第四紀後期の環境変動
松 岡 憲 知1
1












南極 ・南極海 ・イン ド亜大陸から得 られた資料にも






















研 究 代 表 者 ・職
白 石 和 行 ・教 授 パ ンア フリ
イ.基 盤研究(C)
ウ.萌 芽的研究
研 究 代 表 者 ・戦
船 木 賃 ・助教授
研 究 代 表 者 ・職 ト1一一
白 石 和 行 ・教 授 東
殻
†森 脇 喜 一一・助教授i第
,
土 井 浩一郎 ・助 手 人
形







研 究 課 題 恒 究年度 研究所教官の分担者
床から採集 した氷の磁気学的研究18～10
研 究 代 表 者 ・職 1研 究
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 ( 1  •  1) QWtaltf_q=1:
Leveling sruvey on East Ongul Island, An-K.  Kaminuma and Proc. NIPR Symp. Antarct.  1997.10
tarctica and its implications I. Kimura Geosci., 10,  19-25
 MRI • itiq[Mito)**ill11-1_4.o)fliTfR is AO-,  *ft P), i1=1,1.1t/-2?-n , 43, 1,  23  —  26.1997
Absolute gravity value measured at SyowaK. Kaminuma, Bulletin D' information, 80,1997
Station, Antarctica K. Tsukahara and  26  —  29
S.  Takernoto
Long-period tides observed with a super-T. Sato,  PEPI, 103  39  —  53 1997
conducting gravimeter at Syowa Station, An-M. Ooe,
tarctica, and their implication to global oceanK. Nawa,
tide modeling K. Shibuya,
Y. Tamura and
K. Kaminuma
Polar motion effect on gravity observed with aT. S to, International Association of1997
superconducting gravimeter at Syowa Station,K. Nawa, Geodesy Symposia, Vol. 117
Antarctica K. Shibuya, Gravity, Geoid and Marine




Antarctic Station Geophysics K. Kaminuma and The Antarctic Region: Geo-1997
A. Meloni logical Evolution and Pro-
cess, 1037
Present status on seismological observation atK. K minuma. The Antarctic Region: Geo-1997
Syowa Station, East Antarctica M. Kanao and logical Evolution  and Pro-
K. Shibuya cess,  1049-1052
Crustal Heterogeneity and Anisotropy forM. Kanao, The Antarctic Region: Geo-1997
Shear Waves in the  Liitzow-Holm Bay Region,A. Kubo, logical Evolution and Pro-
East Antarctica by the Broadband TeleseismicY.  Hiramatu and  cesses  (Proc. VII Intern.
Waveforms T. Shibutani  j Sympo. Antarc. Earth Sci.,
 Siena,  Italy)  ,  1135-1141
Variations in the crust structure of theM. Kanao Tectonophysics, 270,  43  —  721997









(1・2)古 地 磁 気 学
Analysis　 of　 fine　 structure　 of　 chert　 and　 BIF　 by
measurement　of　high　 resolution　 magnetic　 field
and　 scanning　 X-ray　 analyzed　 microscope
Paleomagnetic　 study　 on　 Rajmahal　 Trap　 in　India
-Discussion　 of　geomagnetic　 dipole　 molllellt　 and
reconstruction　 of　Gondwanaland
Preliminary　 report　 on　 paleomagnetic　study　 of
rocks　 from　 the　 Mt.　 Riiser-Larsen　 area　 in
Enderby　 Land,　 East　 Antarctica
イ ン ド亜大陸 の ラジマ ール ヒル とマ ハナデ ィ地
溝帯 にお け る古 地磁気研 究 と40Ar/39Ar年 代 一
ゴ ン ドワナ大陸 の復 元 一
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(1・3)地 質 学
Petrogenesis　 of　 the　 meta-trondhjemites　from
Cape　 Hinode,　 East　 Antarctica




南 極 資 料,41,497-512.
南極資 料,41,643-651
Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.
Geosci.,10,59-67
Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.
Geosci.,10,68-78





口本 雪 氷 学 会 誌,59,2,95
-100
Essays　 oll　 interdisciplinary
topics　 innatural　 sciences,　 139
-149
Proc　 NIPR　 Sylnp.　 Antarct.
Geosci.,10,102-110
Microstructure　of　 perthites　 in　 sy・elliteS.　 froln



















Local formation of hercynite-plagioclase  sym-Y. Hiroi, Proc. NIPR Symp. Antarct.  1997.10
plectites after garnet and sillimanite  in khon-Y. Motoyoshi, Geosci., 10,  153  —  164
dalite from Habarana, Sri Lanka: mineralK. Shiraishi and
textures V. Mathavan
Metamorphic and structural evolution of gra-Y. Motoyoshi and The Antarctic Region: Geo-1997
nilites from Rundvagshetta,  LUtzow-Holm Bay,M. Ishikawa logical Evolution and Pro-
East Antarctica cesses (Proc. VII Intern.
Sympo. Antarc. Earth Sci.,
Siena,  Italy)  ,  65-72
The significance of phophorous zonation inY.  Hiroi, The Antarctic Region: Geo-1997
garnet from high grade pelitic rocks: a newY.  Motoyoshi, logical Evolution and Pro-
indicator of partial melting D. J. Ellis, cesses (Proc. VII Intern.
K. Shiraishi and  Syrup°. Antarc. Earth Sci.,
Y. Kondo Siena,  Italy),  73-77
Reexamination of the metamorphic and protol-K. Shiraishi, The Antarctic Region: Geo-1997
ish ages of the Rayner Complex, Antarctica:
evidence for the Cambrian (Pan-African)
 D. J. Ellis, logical Evolution and  Pro-
C. H. Fanning, cesses (Proc. VII Intern.
regional metamorphic event Y. Hiroi,  Sympo. Antarc. Earth  Sci.,
H. Kagami and Siena,  Italy)  ,  79  —88
Y. Motoyoshi
Antarctic Geological Map Series Sheet 36:K. Shiraishi, The Antarctic Region: Geo-1997
Ongul Islands,  1  : 10000 M. Ishikawa and logical Evolution and Pro-
Y. Motoyoshi cesses (Proc. VII Intern.
 Sympo. Antarc. Earth Sci.,
 Siena,  Italy)  , 1187-1188
Antarctic Geological Map Series Sheet 35:  SorK.  Shiraishi, National Institute of Polar 1997
Rondane Mountains,  1  : 250, 000 Y. Osanai, Research
H. Ishizuka and
M. Asami
H MMTry -,=)f3tArt'grd Mit-? y o)jr 1tt, 47, 29 —42 1997
111-%--WM
Rb-Sr isochron ages for  hornblende  tonalrite 
from the southeastern part of the Hidaka 
metamorphic belt, Hokkaido, Japan: Implication 







Memoir.  Geol. 
47,  21—  27
Soc.  Japan, 1997
 —
題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
肥後変成帯の地殻深 レスタイ トー含サフィリン 小山内康人,濱 本拓志 月刊地球,19,97-103 1997
グ ラニ ュライ トの形成過程 一
Relationship　 between　 geological　 occurrencesY.　Takahashi, Bull.　 Geol.　 Surv.　 Japan,1997
and　 twinning　 laws　 of　plagioclase　 in　granitic　 andY. Tai osho, 48,305-312
metamorphic　 rocks　 in　the　 Sφr-Rondane　 Moun一Y.　Osanai　 and
tains,　 Antarctica N.　Tsuchiya
熊本県肥後変成帯に産する深成岩類の形成年代 亀井淳志,大 和田正明, 岩 鉱,92,316-326 1997
と冷却年代 小山内康人,濱 本拓志
(1・4)地 形学
Stratigraphy　 of　the　 late　 Quaterary　 raised　 beachH.M emoku, Proc.　 NIPR　 Syrnp.　 Antarct.1997 10
deposits　 in　 the　 northern　 part　 of　 Langhovde,H.Miura, Geosci.,10,178-186.
LUtzow-Holm　 Bay,　 East　 Antarctica S.Saigusaand
K.　Moriwaki
山野井論文 「黒土の形成過程に関する地質学的 佐瀬 隆,細 野 衛 地質学雑誌,103,692-6951997.7
検討」の問題点 三浦英樹,井 上克弘
アム ンゼ ン湾 ・リーセ ルラルセ ン山地域 地学調 石塚英男,三 浦英樹, 南極 資料,41,743-777 1997
査 隊報告1996-1997(J畑E-38) 高田将志,石 川正弘,
鈴木里子,外 田智千
Monitoring　 of　periglacial　 slope　 processes　 in　theN.　Mat uoka Permafrost　 and　 Periglacial1997
Swiss　 Alps:　 the　 first　 two　 years　 of　 frostK.　Hirakawa Processes
shattering,　 heave　 and　 creep T.　Watanabe　 and
K.　Moriwaki
電子ス ピン共鳴(ESR)に よる東アジアの風成塵成瀬敏郎,小 野有五, 地 理 学 評 論,70(Ser.A),1997
石英の産地 同定 一ア イソ トー プステー ジ2の 卓 平川一 臣,岡 下松生, 15-27
越風復元への試み一 池谷元司
Erosion　 of　Bed　 Rock　 by　 Subglacial　 melt　 wter,T.　Sawagaki and Geograf.　 Annal,　 Ser.　 A,　 79A,1997
Soya　 Coast,　 East　 Antarctica K.　Hirakawa 223-238
Slow　 mass　 movemant　 in　 the　 Taisetsu　 Moun一T.　Sato, Permafrost,　 and　 Perglacial1997




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
(1・1)固 体地球物 理学




Geodetical　 and　 geophysical　 observations　 atK.　 Kaminuma　 and Scientific　 Assembly　 of　 the1997.9
Syowa　 Station,　 Antarctica K.　Shibuya International　 Association　 of
Geodesy-IAG97-　(ブ ラ ジ
ル ・リオデ ジャネイロ)
Vector　 magnetic　 anomalies　 in　 the　 SouthernY.Nogiand Second　 International　 Work一1997
Indian　 Ocean K.　Kaminuma shop　 on　 Antarctic　 Digital
Magnetic　 Anomaly　 Poject
(ADMAP),　 Rome,Italy
衛星高度計 による海上の重力異常 とテク トニク 野木義史 シンポジウム 「海面高度計デ 1997
ス 一タを基にした海洋と固体地
球の研究」
東南極 リュッォ ・ホルム湾地域における野外地 根岸弘明,金 尾政紀, 日本地震学1997年 度秋期大会1997
震観測 神沼克伊,澁 谷和雄
JERS-　 1の 干 渉SARを 用 い た南極 氷 床 変動 の小 沢拓,土 井浩一郎, 日本測地学会第88回 講演会 1997.10
検出 澁谷和雄,中 川浩之,
藤原智,村 上真幸
南極VLBI実 験の概要 寺家孝明,真 鍋盛二, 日本測地学会第88回 講演会 1997.10
佐藤克久,田 村良明,
澁谷和雄,土 井浩一郎
南極昭和基地及びIGS観 測点のGPSデ ータの山田晃子,丸 山一司, 第17回 南極地学シンポジウム 1997.10





南極 ・東オングル島の水準測量 神沼克伊,大 滝 修 第17回 南極地学 シンポジウム1997.10
東オングル島の電気伝導度構造 青 山雄 一,神 沼 克伊, 第17回 南極地学 シンポジウム1997.10
野木義史,長 尾年恭
南極 ・昭和基地付近の局地地震 神沼克伊,金 尾政紀 第17回 南極地学 シンポジウム1997.10
一58一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極昭和基地付近で発生 したプレー ト内地震に 根岸弘明,神 沼克伊, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
つ いて 野木義史
周南極 プレー トで起 こる地震 の スリ ップベ ク ト 久保篤規,神 沼克伊, 第17回 南極地学シンポジウム 1997.10
ルのプレー ト運動モデルか らのずれ 野木義史
東南極アムンゼ ン湾の地球物理調査 野木義史,森 脇喜一 第17回 南極地学 シンポジウム1997.10
Geosat　JGM-3　 GDRに よる南 極周 辺 の重 力 異寺田久美子,福 田洋一, 第17回 南極地学 シンポジウム1997.10
常 野木義史
干渉SARに よる南極DEM作 成の試み 土井浩一郎,澁 谷和雄, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
小澤 拓,中 川弘之,
大村 誠,小 池克明
干渉SARに よる南極アム ンゼ ン湾の数値地形土 井浩一郎,小 沢拓, 第17回 南極地学シンポジウム 1997.10
モデル作成の予察的研究 澁谷和雄,中 川浩之,
大村誠,小 池克明
東南極 リュツオ ・ホルム湾地域における野外地 根岸弘明,澁 谷和雄, 第17回 南極地学 シンポジウム1997.10
震観測 金尾政紀,神 沼克伊
南極昭和基地周辺の地磁気異常 野木義史,澁 谷和雄 第17回 南極地学 シンポジウム1997.10
(1・2)古 地磁気学
やまと山脈産岩石の古地磁気学的研究 石川尚人,船 木 實 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
ナピア岩体の古地磁気強度測定における二次磁 上野直子,荻 島智子, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
化除去の試み 石川尚人,船 木 實
ナ ピア岩体,岩 石磁気試料 の40Ar-39Ar年 測定瀧上 豊,石 川尚人, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
船木 實
(1・3)地 質 学
肥後変成帯の年代論 小山内康人,濱 本拓志,日本地質学会 1997
加々美寛雄,鈴 木和博,
白 石 和 行,M.Fanning,
亀井淳志,大 和田正明
ス リランカの ス ピネル に富 む コンダラ イ トの形 廣井 美邦,本 吉 洋一, 日本岩石鉱物鉱床学会 1997
成について 白石和 行,v.マ サバ ン
東 南 極 ナ ピア 岩 体 か ら 見 い だ され たF-phlo一本吉 洋一, 日本岩石鉱物鉱床学会 1997
gopiteの 産状 とその意義 につい て B.　J.　Hensen
一59一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
東南極ナピア岩体のサフィリンーカリ長石一石 外 田智千,本 吉洋一, 日本岩石鉱物鉱床学会 1997
英共生:>1000℃ 超高温変成作用 石塚英男,石 川正弘,
鈴木里子
東南極 ・セール ロ ンダー ネ山地 の トー ナラ イ ト 池田保夫,白 石和行 第17回 南極地学 シンポジウム1997.10
の成因
東南極七一ルロンダーネ山脈西部の酸性片麻岩 大場孝信,白 石和行 第17回 南極地学 シンポジウム 1997.10
中の角閃石の安定領域 について
ラングホブデ産の硫化鉱物 ラメラをもつ柱石 廣 井美邦,本 吉洋一, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
S.L.Harley,
白石和行
Introduction:　 Japanese　 crustal　 studies　 in　 EastK.　Shiraishi International　 Symposium:1997.10
Antarctica　 and　 SEAL　 Project Origin　 and　 Evolution　 of　Con一
tinents
東南極 の10億 年前変動:西 ドローニ ングモー ド白石和行 第17回 南極地学 シンポジウム1997.10
ラン ド,北 部ハ イム フロ ン トフィエ ラ地域
東南極ナピア岩体 リーセルラルセン山地域の地 石塚英男,石 川正弘, 第17回 南極地学シンポジウム 1997.10
質 一予報 一 外田智千,鈴 木里子
The　 lithology　 and　 geochemistry　 of　ultra-high鈴木里子,石 塚英男, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
temperature　 metamorphic　 rocks　 from　 Mt.石川正弘,外 田智千
Riiser-Larsen　 in　 the　 Napier　 Complex,　 East
Antarctica
エンダービーラン ドの最上部地殻構造:ナ ピア 石川正弘,石 塚英男, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
岩体の岩石速度測定 外田智千,鈴 木里子
Phase　 relations　 of　 sapphirineand　osumilite一外田智千,鈴 木里子, 第17回 南極地学 シンポジウム 1997.10
bearing　 gneisses　 from　 Mt.　 Riiser-Larsen　 in　the石川正弘,石 塚英男
Napier　 Complex,　 Enderby　 Land
Evidence　 for　 >1120℃ 　UHT　 metamorphism　 inS.　L.　Harley, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
the　Napier　 Complex 本吉洋一
Petrographical　 constraints　 on　 the　 P-T　 evolu一本吉洋一, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
tion　 of　the　 Napier　 Complex,　 East　 AntaracticaB.J.Hensen
Feldspar　 compositions　 of　 high　 temperature外田智千,鈴 木里子, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
gneisses　 from　 the　 Napier　 Complex:　 implica一石川正弘,石 塚英男
tions　for　UHT　 metamorphism
一60一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
オングル島に産する花嵐岩頚の岩石学 目野 明弘,川 野 良信, 第17回南極地学 シンポジウム1997.10
白石和行




1 大和田正明,亀 井淳志, 日本地質学会 1997
鮮半島南部の花商岩類との関連性 一 山本耕次,小 山内康人,
加々美寛雄
宮の原 トーナル岩の形成年代 とその意義 亀井淳志,大 和田正明, 日本地質学会 1997
濱本拓史,小 山内康人,
加々美寛雄,柚 原雅樹
九州西部甲佐岳周辺地域における肥後変成帯の 遠藤美和,豊 島剛志, 日本地質学会 ユ997
変成変形史 とナップ構造 小山内康人,濱 本拓史
肥後変成帯の年代論 小山内康人,濱 本拓志,日本地質学会 1997
加々美寛雄,鈴 木和博,
白 石 和 行,M.Fanning,
亀井淳志,大 和田正明
九州天草地域の変成作用 と変成年代 濱本拓史,小 山内康人, 日本地質学会 1997
加々美寛雄
(1・4)地 形 学 1997.10
リーセルラルセン山周辺地域における氷河堆積 三浦英樹,高 田将志, 第17回 南極地学シンポジウム
物表面礫の風化度評価とその意味 D.　 P.　Zwart,森 脇 喜 一
氷河地形 ・堆積物からみたリーセルラルセン山 三浦英樹,高 田将志, 第17回 南極地学シンポジウム 1997.10
周辺地域の氷床変動史に関する予察的報告 D.　P.　Zwart,森 脇 喜 一
Holocene　 lake　 sediments　 and　 sea-level　 changeD.　P.　Zwart
, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
at　Mt.　 Riiser-Larsen 三浦英樹,高 田将志,
森脇喜…




吉 田栄 夫,平 川一一臣,
E
第17回 南極地学 シンポジウム1997.10





題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
ロス海西岸の完新世隆起汀線 平川一臣 第17回 南極地学シンポジウム 1997.10
東南極 リュツォ ・ホルム湾東オングル鳥貝の浜 前杢英明,三 浦英樹, 第17回 南極地学シンポジウム1997.10
における隆起海岸地形 と14C年代 三枝 茂,森 脇喜一
3～4万 年前の隆起海浜堆積物からみた第四紀 三浦英樹,前 杢英明, 1997年 日本地理学会春季大会1997.4
後期の東南極氷床変動 平川一 臣,森 脇喜一
The　 fluctuation　 of　 East　 Antarctic　 ice-sheetH.Miura, Antarctica　 and　 global　 chan一1997.7
margin　 since　 the　 last　 glaciation　 from　 st一K.　Moriwaki ge:　interactions　 and　 impacts
ratigraphy　 of　 raised　 beach　 deposits　 of　 SoyaH.Maemokuand
coast K.　Hirakawa
Antarctic　 Quaternary　 studies　 in　 Japan.　 Work一K.　Hirakawa, ANTIME　 workshop 1997.7
shop　 for　 Late　 Quaternary　 sedimentary　 recordH.　 Miura　 and
of　the　 Antarctic　 ice　 margin　 evolutionK.　Moriwaki
(ANTIME)
東 南極,リ ュツ ォ ・ホ ルム湾,ス カルブス ネス,三浦英樹,前 杢英明, 1997年 日本第四紀学会大会.1997.7
きざは し浜の含貝化石海成層の堆積構造 と14C三枝 茂,森 脇喜一
年代測定値に基づく完新世の相対的海面変化史
A　 new　 interpretation　 for　 fossil　 periglacialH.　Miura　 and Periglacial　 Workshop:　 Perig一1997.12
wedges　 and　 reconstruction　 of　 permafrostK. Hirak wa lacial　 processes　 and　 Environ一
environment　 during　 the　Last　 Glacial　 Maximum ments
in　 northern　 and　 eastern　 Hokkaido,　 nort一
hernmost　 Japan
第四紀後期における東南極氷床の変動と海面変 森脇喜一,平 川一 臣, 1997年 日本第四紀学会大会 1997.7
化 中田正夫
スイスアルプス山岳永久凍土帯における斜面物 平川一 臣,渡 辺悌 二, 日本地形学連合 1997.4
質移動 松岡憲知,森 脇喜一
スイスアルプスにおける周氷河斜面プロセスの 松 岡憲知,平 川一臣, 1997年 日本地理学会秋季大会1997.10




(1)一 般 研 究
南極陽石の分類学的研究 助教授 小島秀康,助 手 今栄直也
当研究所には,1995年3月 までに南極で発見採集 され,持 ち帰 られた約8,900個 の陽石が保管 されている。これ ら
は順次同定分類が進められている。今年度はY-86明 石の分類を継続 して行った。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
小 島 秀 康 国立極地研究所 ・助教授 南極明石の精密分類と南極明石総合カタログの作成
イ.一 般共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
永 井 寛 之 信州大学理学部 ・教授 南極 産唄石中のTetrataeniteの 物性 的研究
藤 巻 宏 和 東北大学大学院理学研究科 ・教授
衝撃により溶融 した南極損石の岩石学的 ・地球化学
的研究
富 樫 茂 子 地質調査所地殻化学部 ・課長 陽石の微量元素の存在度に関する研究
(3)研 究成果の発表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
The　 Yamato-793605　martian　 meteorite　 con一H.Kojima, Antarctic　 Meteorite 1997.9
sortium M.　 Miyamoto　 and Research　 No.　 10
P.H.Warren
Yamato-793605:　A　 new　 lherzolitic　 shergottiteT.　Mikouchi　 and Antarctic　 Meteorite 1997.9
from　 the　 Japanese　 Antarctic　 meteorite　 collec一M.　Miyamoto Research　 No.　 10
tion
Comparative　 study　 on　 the　 major　 elementT.　Nobuyoshi, Antarctic　 Meteorite 1997.9
chemical　 compositions　 of　Antarctic　 chondritesH.Haramura
,
Research　 No.　 10
to　 those　 of　 noll-Antarctic　 falls　 with　 referenceY.　Ikeda,






Chemical zoning of olivines in the YamatoH. Kaiden, Antarctic Meteorite 1997.9
-791717  CO3 chondrite T. Mikouchi, Research No. 10
K. Nomura and
M. Miyamoto
Comparative study of anhydrous alteration ofM. Kimura and Antarctic Meteorite 1997.9
chondrules in reduced and oxidized CVY. Ikeda Research No. 10
chondrites
Titanium-rich oxide-bearing plagioclase-olivineY. Lin and Antarctic Meteorite 1997.9
inclusions in the unusual Ningqiang car-M. Kimura Research No. 10
bonaceous chondrite
Yamato-791093, a metal-sulfide-enriched H-Y. Ikeda, Antarctic Meteorite 1997.9
group chondritic meteorite transitional toT. Yamamoto, Research No. 10





Mineralogical comparison of  Hamrnadah alJ.  Chikami, Antarctic Meteorite 1997.9
Hamra 126 with some ureilites T. Mikouchi, Research No. 10
M.  Miyamoto and
H. Takeda
Mineralogy of the Asuka 87 and 88 eucritesH. Takeda, Antarctic Meteorite 1997.9
and crustal evolution of the HED parent bodyT.  Ishii, Research No. 10
T. Arai and
M.  Miyamoto
Thermoluminescence of Japanese AntarcticK. Ninagawa, Antarctic Meteorite 1998.3
ordinary chondrite collection Y. Hoshikawa, Research No. 11
H. Kojima,
S. Matsunami,
P. H. Benoit and
D. W. G. Sears
Modal mineral abundances and the differentia-K. Yugami, Antarctic Meteorite 1998.3




題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Metamorphic　transformations　of　 opaque　 mil1-
eralS　 in　SOme　 eUCriteS
Cooling　 rates　 of　 olivine　 xenocrysts　 ill　the　 EET
7900ユ 　shergottite
Infrared　 diffuse　 reflectance　 spectra　 of　weather-
ed　 and　 unweathered　 CR2　 cholldrites:　 Compari-
son　 With　 asteroids
Micro　 raman　 spectroscopy　 of　 diamonds　 ln　the
Canyon　 Diablo　 iron　 meteorite:　 Implication　 for
the　 shock　 origin











T.　Mikouchi　 al/d Research　 No.　 11
M.　Miyamoto
weather一 K.Satoand AIItarctic　 Meteorite 1998.3
Compa 一M. Miyamoto Research　 No.　 11
ds　 in　theM.　Miyamoto Antarctic　 Meteorite 1998.3
a ion　 for Research　 No.　 11
小島秀康,今 栄直也 遊 星 人,Vol.7,No.1 1998.3
イ.口 頭 による発 表
題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
A　 new　 member　 of　CR　 clan　 chondrite:　 Petrology
and　 mineralogy　 of　Yamato-793261
Anhydrous　 and　 aqueous　 alterations　 of　 Mokoia
and　 Kaba　 CV3　 chondrites
Refractory　 inclusions　 in　the　 Yamato-86751
CV3　 chondrite:　 ll




Major　 and　 minor　 element
pyroxene　 and　 maskelyliite　 from　 martian
teorite　 Y-793605　 and　 other









第22回 南極 損石 シンポジウム1997.6
第22回 南極陽石 シンポ ジウム1997.6
第22回 南極 限石 シ ンポ ジウム1997.6




meteorlte　 cO一H.　Kojima, 第22回 南極慣石シンポジウム1997.6
M.　 Miyamoto　 and
P.H.Warren
distriblltions　 inT.　Mikouchi　 and 第22回 南極陽石シンポジウム 1997.6
.





題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Infrared　 diffuse　 re且ectance　 spectra　 of　 CRK.Satoand 第22回 南極損石 シンポジウム1997.6
chondrites二Comparison　with　 asteroids M.　Miyamoto
Modal　 abundances　 of　 minerals　 of　 primitiveK.　Yugami, 第22回 南極陽石シンポジウム1997.6
achondrites　 and　 the　 endmember　mineral as一H.Takeda,
semblage　 of　the　 differentiation　 trendH.　 Kojima　 and
M.　Miyamoto





Mg-rich　 pyroxene　 cores　 in　a　eucrite　 with　 typeH. Takeda, 第22回 南極損石 シンポジウム1997.6
4　chernical　 zonings　 of　pyroxene T.　Mikouchi　 and
M.　Miyamoto
On　 the　 relationship　 between　 opaque　 mineralN.　Imae　 and 第22回 南極明石シンポジウム1997.6
assemblages　 and　 subtype　 in　CO3　 chondritesH.　Kojima
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4)生 物学研究グループ




テムを開発 し,動 物の見ている世界をその行動 とともに記録することに成功 した。
またマイクロデータロガーを用いてシロサケおよびヒラメの遊泳水深,遊 泳速度等の計測を行った。その結果,シ
ロサケは表層 と底層 を二者択一的に選択 しながら遊泳し,表 層付近で遊泳速度が速 く,底 層では遅 くなる傾向があっ
た。 このことか らサケは表層付近で反復的な鉛直移動 を繰 り返 しながら母川の方向を探索 しているのではないかと考




する。1994年 か ら1995年 にかけて行われた南極海氷縁域におけるセデ ィメントトラップ係留実験 に置いても,中 深層
域(537m～796m)に おいて短期的な(数 日間)フ ラックスの急増とそれ以深における顕著 なフラックスの現象が観
察された。特 に減少の著 しい沈降粒子は最 も量的に優占し,サ イズも最大のナンキ ョクオキア ミの円筒形糞粒であっ
た。537m層 における総 フラックス70.5mgCmL'd'1の23%を オキア ミ糞粒が占め,そ の約98%が796m層 に至る途 中で
消失する。これらの沈降速度は>300md『1で あ り,ま たその分解速度 も緩1曼であ り数日で小粒子化する事はあ り得な
いものである。
スピッツベルゲン島における氷河後退域の トビムシ群集 教授 大山佳邦
1995年 夏季にスピッツベルゲン島のニーオスルン地域において,モ レーン地帯に分布する植物群落及び無機的環境
条件 と トビムシ群集 との関係 を明 らかにする目的で,調 査研究 を行った。今回の調査では,21種(5科15属)の トビ
ムシが採集 された。クラスター分析の結果,ト ビムシ群集は大 きく2グ ループに分かれた。1つ は植生遷移がかなり
進み,　SalixやDryasの 群落な どが地域全体 を覆 う場所に分布するグループで,他 の1つ は遷移初期のモレー ン地域の
藍藻やコケ群落,　Salixなどがわずかに出現する場所に分布するグループであった。
南極雪鳥沢の蘇類群落の断面構造について 教授 神田啓史
南極の蘇類群落の断面構造 を解析 してこれを類型化 し,生 態学的意義について考察 した。雪鳥沢に沿って採取 され
た約120点 の群落断面は,構 成種数から純群落,二 種混合群落,三 種混合群落に分けられ,断 面構造から平坦型,凹
凸型 に分けられた。さらに着生状態から藍藻型,地 衣類型,蘇 類型に分けられた。群落の厚 さと緑色部,褐 色部,砂
土部が占める割合が示 され,群 落内に見られる仮根層 との関連が考察された。また,各 種の群落形成過程についても
考察 された。
地球観測衛星 「みどり」のDTL/OCTS画 像の解析 助教授 渡邉研太郎
1996年8月 に宇宙開発事業団により打ち上げ られた地球観測衛星 「みどり」　(ADEOS)　 に搭載 されたOCTS(海 色
海温走査放射計)に より,海 洋の基礎生産者の指標であるクロロフィルの広が りや表面海水温などを広範囲にわたっ
て把握することができるようになった。同年11月 に晴海 を出航 した第38次 南極観測隊では,　DTL検 証機により 「しら
せ」船上でDTL(局 地ユーザー送信系)の 受信を行い,操 作性の確認,船 上でリアルタイムに近い海洋生物情報を把
握する有用性 を確かめることを目的とした。一方,航 走中に表面海水モニタリングシステムおよび手分析により表層
水中のクロロフィル濃度の測定を行い,ク ロロフィル画像 と観測されたクロロフィル値 との比較を行った。
荒天下におけるノルパックネットの採集特性 助教授 小達恒夫
荒天下におけるプランクトンネット採集においては,う ね り等による船の動揺が水中のネットに伝わり,ネ ットも
水中で振動 していることが予測 される。本研究では,ネ ットに小型水深ロガーを取 り付け,水 中での挙動 を明らかに
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した。「しらせ」で行ったロガーの軌跡の解析から,海 況が悪い場合,ネ ッ トは上下振幅を繰 り返 しなが ら降下 ・上
昇 していることが分かった。南大洋の測点では,振 幅の周期が約10秒 で,最 大振幅は10m以 上に達することがあった。
この場合,か なり過剰な曳網があることが示 された。過剰 な海水の濾過は,プ ランク トンの現存量を評価する際に大
きな問題 となる。荒天下で得 られたネット試料を的確に評価するためには,ど のような海況下で得られたものか,さ
らにどのような船の位置で採集 された ものかを知る必要があると同時に,ネ ットの水中での挙動 を知るために,水 深
ロガーの装着が推奨 される。
アイスアルジーの光強度による光合成色素組成の変化 助手 工藤 栄
アイスアルジーは,海 氷底面の低温 ・弱光下という光合成生物にとっては非常に厳 しい環境下で光合成 を行い,基
礎生産者 として生態系 を支えている。アイスアルジーがそのような環境下で高い生産性を確保するためにどのように
光合成系 を調節 しているのかは非常に興味深い。そこで,光 強度 との関係に注目 し,光 強度のより光捕集系,光 化学
系が どのように変化するのかを調べた。藻類から光合成色素 を抽出し,逆 相HPLCに より組成を分析 した結果,ア イ
スアルジーの色素は常温性の珪藻のもの と同じであ り,と もに成長中の光強度が小 さくなると補助色素の割合が低 く
なっていた。また,液 体窒素温度での蛍光スペク トルから光化学系1とllの 量比 を調べてみたところ,成 長中の光強
度が小 さくなるほど光化学系1の 割合が小 さくなっていた。これ らから,ア イスアルジーお よびその構成主体 となっ
ている珪藻は,特 殊な光適応をしていることが明らか となった。
南極昭和基地周辺における湖沼底生鮮類の分布 助手 伊村 智
第36次 南極観測隊から始まった昭和基地周辺の湖沼調査によって,こ の地域の湖沼植生の概要が次第に明 らかになっ
てきた。それによると,極 端に塩分濃度の高い一部の湖沼 を除 くと,ほ とんどの湖沼はプランク トンに乏 しく,主 に
ラン藻類からなる底生のマ ットが発達 している。また,ラ ン藻のマ ットに混 じってかな りの頻度で水生のコケ植物が
見られる。昭和基地周辺の湖沼底から見出 されている水生のコケ植物は,蘇 類に属する二種類が中心である。一種は
ハリガネゴケ科のハリガネゴケ属Bryumに 属すると考えられる種で,調 査 した湖沼のうち水深2m以 上の湖沼のほ と
んどに旺盛に生育 してお り,こ の地域の湖沼植生の普遍的な成分であると考えられる。 もう一種は同 じ科に含まれる
ナシゴケ属Leptobryumに 属すると考えられる種で,こ の地域の陸」二には生育 していない。この種の分布は非常 に限
られてお り,ス カルブスネスのい くつかの湖沼から見出されている他は,ス カーレン南端の一湖沼からのみ確認され
ている。これらの蘇類の特徴的な分布を,湖 沼の水質データと照 らし合わせて検討 した。
アム ンゼン湾 リーセル ラル セン山のアデ リー及び コウテイペ ンギンの繁 殖状況 助 手 加藤 明子
1996年12月17日,昭 和基 地 の東北東 約600km,リ ーセ ル ラルセ ン山南 西部 の露岩(66度47分S,50度3分E)でペ
ンギ ンル ッカ リーの調査 を行 った。アデ リーペ ンギ ンは,モ レー ン ヒーに2列 に細長 く広が って営巣 してお り,ほ とん
どが抱卵 中で,わ ずか に艀化 が始 まってい た。 約200m離 れ た標 高50mの 丘 の上 か ら写真撮 影 をお こない,営 巣 数 を
数えた ところ,877巣 で あった。
またアデ リーペ ンギ ンのル ッカ リーか ら内 陸に約200m入 った ところにあ る凍 結 した池の縁 の ドリフ ト上 に コウテ
イペ ンギ ンの ル ッカ リーが あ った。親 と同 じくらいの大 きさまで成長 した ヒナ250羽 が ク レイシを形 成 してお り,中
には換 羽が始 まって い る もの もいた。他 に成鳥25羽(う ち換 羽 中3羽),若 鳥2羽 を数 え,給 餌 も観 察 した。12月 中
旬 は コ ウテ イペ ンギ ンの巣立 ち初期 に当た り,ほ とん どの生 残 ヒナは ル ッカ リー にいる と考 え られ,少 な くと も250
ペアが繁殖 していた。コウテ イペ ンギ ンは一般 に安定 した海氷上で繁殖 する といわれてい る。今 回発見 したル ッカリー
は雪で覆 われた池の氷上 にあ り大変珍 しい ものであ る。
ペンギン類の浮力による受動的浮上行動 助手 佐藤克文
遊泳速度及び加速度を計測するデータロガーを用いてキングペ ンギンとアデ リーペンギンの遊泳行動様式を明らか
にした。ペ ンギンは潜水開始後 しばらくの間は浮力に逆 らって激 しく羽ばたき,浮 上時には一定の深度か ら羽ばたき
を停止 し,浮 力 に頼って浮上 していた。さらに浮力と浮上角度,遊 泳抵抗からなる運動方程式を用いて解析 した。
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(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 極域生態系変動の基礎研究
イ.一 般共 同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
中 野 武 登 広島大学理学部 ・助教授 南極 産地衣類 のphotobiontに 関す る研究
田 上 英一郎 気象研究所 ・室長 南極海における生物地球化学的素過程に関する研究
菓子野 康 浩 姫路工業大学理学部 ・助手 極域藻類の光合成生理に関する研究








長 島 秀 行 東京理科大学基礎工学部 ・教授 南極淡水域に生育する微細藻類の温度特性
鈴 木 利 一
長崎大学大学院海洋生産科学研究科
・助手 極海における動植物プランク トン群集の経年変化
佐々木 洋 石巻専修大学理工学部 ・助教授 南極海氷縁域における生物起源粒子の沈降過程
奥 谷 喬 司 日本大学生物資源科学部 ・教授 極域 における魚類 ・底生生物の分類及び生態に関す
る研究
田 口 哲 創価大学工学部 ・教授 季節海氷域の生物群集の環境応答に関する生態学的
研究
上 田 宏 北海道大学水産学部附属洞爺湖臨湖
実験所 ・助教授 寒冷域魚類の移動 ・回遊行動の研究
松 村 皐 月 遠洋水産研究所 ・企画連絡室長
ADEOSデ ー タを利用 した南極海域の基礎生産過程
の研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学医学部 ・助手 南極ケイシー基地付近 における土壌動物の研究
吉 田 勝 一 岩手大学人文社会科学部 ・教授
スピッツベルゲ ン島における土壌動物の生態学的研
究
井 上 源 喜 大要女子大学社会情報学部 ・助教授 極域の環境に関する生物地球化学的研究
綿 貫 豊 北海道大学農学部 ・助教授 高次捕食者の潜水行動 とエネルギー代謝




研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 南極海ペ ンギン捕食行動 とエネルギーダイナ ミ
クス
9 内 藤 靖 彦
加 藤 明 子
佐 藤 克 文
神 田 啓 史 ・教 授 南極地域の地球規模環境変動に関する総合的研
究
9 内 藤 靖 彦
渡 邉 興 亜
江 尻 全 機
福 地 光 男
佐 藤 夏 雄
白 石 和 行
大 山 佳 邦
麻 生 武 彦
宮 岡 宏
田 口 真
山 岸 久 雄
本 吉 洋 一
小 達 恒 夫
牛 尾 収 輝
伊 村 智
工 藤 栄
三 浦 英 樹
内 藤 靖 彦 ・教 授 北極におけるポリニア域の生態系変動 9-11 福 地 光 男
神 田 啓 史
渡 邉 研太郎
工 藤 栄
牛 尾 収 輝
イ.基 盤研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
内 藤 靖 彦 ・教 授 遡上期 におけるシロサケの環境選択 と遊泳行動 8～9 加 藤 明 子
佐 藤 克 文
岡 田 雅 樹
ウ.基 盤研究(C)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
神 田 啓 史 ・教 授 ハーバ リウム標本による地域環境評価法の試作 9～10 伊 村 智
工 藤 栄 ・助 手 アイスアルジーの光エネルギー獲得メカニズム
の生理生態学的研究
9～11 伊 村 智
70
エ.萌 芽的研究
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
加 藤 明 子 ・助 手 マイクロデータロガーによる水生動物の代謝量
測定の研究
8～10 内 藤 靖 彦
佐 藤 克 文
(4)研 究 成 果 の 発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Diving　 and　 foraging　 behaviour　 of　 Ad61ieY.　Watanuki, Polar　 Biology,　 17:296-3041997




Developement　of　 microdata　 tag　 for　 study　 ofY.　Naito Memoirs　 of　 the　 Faculty　 of1997
free　 ranging　 marine　 animals Fisheries,　 University　 of　Hok一
kaido4411:31-34,
Buoyancy　 control　 in　 diving　 behavior　 of　 theS.　M namikawa, Journal　 of　 Ethology,　 15:1997
lo99erhead　 turtles,　 Caretta　 carettaY.　Naito　 and 109-118
1.　Uchida,
Antarctic　 terrestrial　 ecosystems H.　 Kanda　 and In.　F.　E.　Wielgolaski(Editor),1997
V.Komarkova Ecosystems　 of　 the　 world,　 3
A.　 Polar　 and　 alpine　 tundra.
Elsevier,　 Amsterdam,　721一
761
Decline　 of　 the　 loggerhead　 turtle,　 CarettaK.　Sato, Chelonian　 Conservation　 and1997






The　 innuence　 that　 artificial　 specific　 graviryS.　Minamikawa, Proceedings　 of　 17th　 annual1997
change　 gives　 to　 diving　 behavior　 of　lo99erheadY. Naito, symposium　 on　 sea　 turtle　 biol一
turtles K.Satoand ogy　 and　 conservation
Y.　Matsuzawa
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題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
日 本 座 ア カ ウ ミ ガ メ　 (Caretta　 caretta)の 産 卵亀崎直樹,宮 脇逸朗, Wildlife　 Conservation　 Japan,1997





ヤマハ リガネゴケ(ハ リガ ネゴケ科,蘇 類)の 伊村 智,平 岡照代 蘇苔類研究,7:76-77 1997
無性芽
ウミガメの海洋環境下における温度生理学 佐藤克文 月刊 海洋,293:161-167 1997
イ.口 頭 による発 表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Vegetation　 at　the　 bottom　 of　lakes　 in　the　 vicinity1.　Satoshi IAB　 Symposium　 on　 2000's1997.6
of　Syowa　 Station,　 Antarctica. Bryology
南極の湖底植生 伊村 智,神 田啓史 日本蘇苔類学会 1997.8
昭和基 地周辺のpropagule　 bankに つ いて鮎川恵理,伊 村 智, 日本蘇苔類学会 1997.8
神田啓史
デー タロ ガーで わか るこ と 佐藤克文 日本ウミガメ会議 1997.11
ペ ンギン類の浮力による受動的浮上行動 佐藤克文,内 藤靖彦, 日本動物行動学会 1997.11
加藤明子,新 妻靖章,
J.-B.　 Charrassin
有孔虫化石に基づ くリュツォ ・ホルム湾東部の 五十嵐厚夫 第20回 極域生物シンポジウム 1997.12
最終氷期以降における海洋環境変動と氷床後退
への寄与







題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Measurement　of　 oesophagus　 temperature　 as　 aJ.-B.　 Charrassin, 第20回 極域生物シンポジウム1997.11










第38次南極観測航海で受信した地球観測衛星渡邉研太郎,小 達恒夫, 第20回 極域生物 シンポジウム 1997.11
「み ど り」 のDTL/OCTS画 像 福地光男
夏期の南極海氷縁域の中深層域 における沈降粒 鈴木 英勝,佐 々木 洋, 第20回 極域生物シンポジウム1997.11
子の行方 工藤 栄,福 地光男
1994年 春期、南極昭和基地周辺の定着氷下で採斉藤良子,佐 藤壽彦, 第20回 極域生物シンポジウム1997.11
集された沈降粒状物の組成 渡邉研太郎




サロマ湖 における冬季季節海氷発達期の微小生 川延京子,工 藤 栄 第20回 極域生物シンポジウム1997.11
物群集構造 浮遊微小 生物群集vs.Sea　ice　biota
南極海に生息する底生性端脚類 沼波秀樹,竹 内一郎, 第20回 極域生物 シンポジウム 1997.ll
Abyssorchomelle　 rossiの 酸 素 消 費 速 度,ア ン モ 土屋泰孝,五 十嵐厚夫,
ニア態窒素排泄速度及びC/N比 福地光男




産卵回遊期のサケの遊泳速度 田中秀二,都 木靖彰, 第20回 極域生物シンポジウム 1997.11
内藤靖彦





題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
ウトウの親の給餌量調節:雛 の餌要求量の操作 高橋晃周,黒 木麻希, 第20回 極域生物シンポジウム1997.11
実験 綿貫 豊
アム ンゼ ン湾 リーセル ラル セ ン山の アデ リー及 加藤明子,市 川秀雄 第20回 極域生物 シンポジウム1997.11
びコウテイペンギンの繁殖状況
デジタル画像収録装置による水生動物の生息環 佐藤克文,石 丸 隆, 第20回 極域生物 シンポジウム1997.11
境把握 田中秀二,依 田 憲,
内藤靖彦
給餌によるネズミイルカの胃内温変化 大谷誠司,内 藤靖彦, 第20回 極域生物 シンポジウム1997.11
河村章人
ロシア ・北クリル地方における蘇苔類の分布に 南 佳典,沖 津 進, 第20回 極域生物 シンポジウム1997.11
つ いて 神田啓史
南極雪鳥沢における土壌環境と植生分布 鮎川恵理,伊 村 智, 第20回 極域生物シンポジウム1997.11
神田啓史
南極昭和基地周辺における湖沼底生蘇類の分布 伊村 智,坂 東忠司, 第20回 極域生物シンポジウム1997.ll
斎藤捷 一,瀬 戸浩 二,
神田啓史
南極雪鳥沢の群類群落の断面構造について 神田啓史,上 野 健, 第20回 極域生物 シンポジウム1997.11
伊村 智
富士山頂部のコケ群落内で成育するハエについ 上野 健,神 田啓史, 第20回 極域生物シンポジウム1997.11
て 伊村 智
スピッツベルゲン島における氷河後退域の トビ 菅原裕規,吉 田勝一, 第20回 極域生物シンポジウム1997.11
ムシ群集 大山佳邦
北極ニーオルス ンの海岸植生における土壌小型 吉田勝一,大 山佳邦 第20回 極域生物 シンポジウム1997.11
節足動物群集
南極湖沼における蘇類堆積物 坂東忠司,岩 佐朋美, 第20回 極域生物シンポジウム1997.11
斎藤捷一,伊 村 智,
神田啓史,瀬 戸浩二
魚資源変動にともなうウミウの採餌および繁殖 加藤明子,林 英子, 日本生態学会大会 1998.3
行動の年変化 綿貫 豊
水生動物の体温維持 に要するエネルギーコス ト 佐藤克文 水産海洋春期 シンポジウム 1998.3
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5)極 地設営工学研究 グループ
(1)一 般 研 究
(A)氷 床 深層掘削 に関す る工学 的研 究
教授(客 員)庄 子 仁,教 授 渡邉興 亜,教 授 藤 井理行,助 教授 本 山秀明
グ リー ンラン ド氷床 にお ける雪氷 コア掘削技術 の開発 ・研 究 は,1966年 のCamp　 Centuryに お ける深層 コア掘削
(米 国隊)以 後 は,国 際的 な共 同研 究 と して発展 して きてい る。内陸 中央 ドー ム頂上(サ ミッ ト)に おけ る コア掘 削 ・
解 析 を 目的 と したGRIP計 画(欧 州 共 同研 究)に は 日本 か ら招待 科学 者 を派 遣 し,日 本掘 削チ ーム も関連 プロ ジェク
トと して南極 ドームふ じで使 用 される深層 コア ドリルの掘 削 テス トを行 った。　GRIP計 画の発展 ・延 長で あ るNorth
GRIP計 画(代 表:　C.　U.　Hammer,　 Univ.　Copenhagen,　 Denmark,　 位 置:75.ON,42.3W)には,現 在多数 の共 同研究
者 が参加(日 本代 表:渡 邉興 亜)し ている。本年度 は,3名 の ドリラー(東,田 中,高 田)と3名 の コア現場解 析 ・
処 理員(庄 子,成 田,五 十嵐)が 参加 した。 昨年度 に引 き続 き,深 さ351mか らコア掘 削 を開始 し順 調 に作業 を進め
た。 しか し,深 さ1371.7mで ドリルが ス タ ックし回収不 能 となった。高密度 液封液 を追 加注 入 し,ケ ー ブル張力 を高
めて本 シーズ ンを終了 した。 平成10年 度 の フ ィール ドシー ズ ンでは,ド リルが回収 された場 合 には掘 削 をそ の まま続
行 し,回 収 されない場合 には新た に深層 コア を表面 か ら掘削す る予 定であ る。
(B)極 地における人間活動の安全 を工学的見地から高める技術手法の研究
助教授(客 員)横 山宏太郎,教 授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝,助 手 寺井 啓
極地においては寒冷 ・強風 という悪条件のなかで観測 ・設営活動 を行わなければならない。その際の安全性を高め
るには,対 気象防御機能の優れた衣類を着用する必要がある。 しかし,寒 冷対策 として保温性 を重視するあまりにむ
やみに厚い衣類を着用すれば,作 業性が低下し,活 動の内容によってはかえって安全性が低下する場合 もあ り得る。
このように,対 気象防御機能 と作業性 を両立する衣類は実際にはなかなか難 しいが,そ れを追求 していかなければな
らない。
このため,35次 越冬中に繰 り返 し実施 した衣類着用実態調査の結果の整理を進めた。調査は昭和基地ならびに内陸
旅行中に行った。まず内陸旅行について,大 まかな着用の傾向と,主 観申告による温冷感の評価 を得た。部位別に見
ると,上 半身,下 半身,頭 部はほぼ満足で きるが,手 と顔面の保護が不十分である,と いう結果 になっている。今後
さらに解析 を進める。
(C)昭 和基地無電棟の耐久性調査 教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝
国立極地研究所 ・国立科学博物館主催の特別展 「ふ しぎ大陸 ・南極展」の設営部門企画に関連 した調査研究を行い,
成果の一部 を展示 した。40年 ぶ りに持 ち帰った建物部品は国内に比べると総 じて保存状態がよく,強 度 ・構造性能上
の劣化はお よそ10%程 度であ り,ま だ初期強度の90%を 維持 していることが分かった。本研究は,事 業部観測協力室
の協力の下,極 地研設営専門委員会建築分科会の平山善吉教授(日 大理工学部)及 び半貫敏夫教授(日 大理工学部)
が主導で実施 した研究である。
(D)新 居住棟 プロジェク トに関する接合システムの性能調査 教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝
昭和基地に建設する2階 建て居住棟のプロジェク トで使用 される新 しい接合金物の構造性能 を実験的に調査 し,構
造安全性を確認 した。 さらにこの接合法を使って個室ユニット(1個 室分)を 組立て,木 質プレハブ構法の構造性能
を調べる実験 を行った。なお,こ れらの成果は,9月 に日本大学理工学部舟橋校舎で開催 された日本建築学会大会会
場 に展示 して,広 く建築専門家の閲覧に供 した。本研究は,事 業部観測協力室の協力の下,極 地研設営専門委員会の
平山善吉教授(日 大理工学部),半 貫敏夫教授(日 大理工学部)が 主導で実施 した研究である。
(E)金 網補強アイス ドーム構造の実用化に関する問題 教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝
本研究は,南 極における建築物の研究を推進する半貫敏夫教授(日 大理工学部)の 指導の下に進め られた。雪 と氷
を用いた構造物に関する基礎研究 として,金 網補強アイス ドーム構法 を実用化するための問題点,ク リープ変形の予
測と昇華抑制対策について低温室の模型実験で検討 した。最も重要な昇華抑制には,ド ームを雪でカバーするのが最
善の方法であるという至極単純な結論 を得た。ただ し,ど の くらいのサイクルで雪を補充する保守作業を行 うか,そ
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の程度の厚 さがよいかは,風 環境 によって大 きく変わる。具体的な保守システム ・工法の検討 も新 しい課題である。
(F)昭 和基地コンフリー ト工事の特性 と施工管理について 教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝
昭和基地で鉄筋 コンクリー ト構造 部材を現地生産する可能性を確かめるための実験を続けている。本年度は鉄筋 コ
ンクリー トの梁部材の曲げ,せ ん断強度 を調べる実験 を行った。実験パラメータはコンクリー ト生産 ・養生時の気温
と骨材である。南極で使用 しているアル ミナセメントは早強性で発熱量 も大 きいため2～3℃ 程度の気温差はほとん
ど構造性能に影響 しないことが確かめ られた。昭和基地骨材 と国内川砂の比較では,ひ び割れ強度には差が見 られな
かったが,終 局強度は国内産河川骨材を使 った場合のほぼ90%程 度であった。これは昭和基地骨材の表面風化の影響
と思われる。またコンクリー ト部材の設計では通常用いられている設計式 を使用で きることも確かめた。本研究は,
南極 における建築物の研究を推進する平山善吉教授(日 大理工学部),内 藤正昭講師(日 大理工学部)の 主導により
進められた。
(2)共 同 研 究
一般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
木 村 茂 雄 神奈川工科大学工学部 ・教授
着氷 したロータブレー ドの空気力学的特性 に関する
研究
平 山 善 吉 日本大学理工学部 ・教授
昭和基地コンフリー ト工事の特性と施工管理につい
て
福 島 勲 国際短期大学 ・助教授 極地雪上車用モービルアンテナの特定 と実用化
半 貫 敏 夫 日本大学理工学部 ・教授 昭和基地建物の室内居住環境に関する調査研究
(3)研 究成果の発表
ア.学 会誌などによる研究
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
An　 attempt　 at　 deformation　 tests　 of　 deep　 iceA.　Miyamoto, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Me一1997








著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Theδ 　 18　 0record　 alol/g　 the　 Greeldalld　 IceS.J.　Johnsel1, Jollrn.　 Geophys.　 Res.,　 102,1997
Core　 Project　 deep　 ice　 core　 and　 the　 problem　 ofH.　 B.　C ausen, C12,26,397-26410













Flow　 properties　 of　the　 ice　 from　 the　 GreelllalldD.　DahLJe se 1, Journ.　 Geophys.　 Res.,　 102,1997
Ice　 Core　 Project　 ice　core T.　Thorsteillsson, C12,26,831-26840
R.Alleyand
H.　Shoji
南極通信における雪雑音障害 と極地雪上車用モ 福島 勲,久 保間男 南 極 資 料,41(2),513-536, 1997.6
一 ビルア ンテナの 開発
ドイツの南極観測活動 白石和行 南 極 資 料,41(2),589-611, 1997.6
日本の南極観測基地における氷雪上の滑走路設置の 白石和行 Valery　 KLOKOV,　 南 極 資 料, 1997.11
可能性について一東南極航空網構想に関連して一 778-790
Wind-induced　Vibration　 of　 The　 Celltral　 Build一Toshio　 Hallmlki, ISCORD'97,Proceedings　of 1997.5
ing　 of　Syowa　 Station　 in　Antarctica Masashi　 Sano.
'
the　 Fifth　 International　 Syrr1一
Masaru　 Ayukawa　 andposium　 on　 Cold　 Region　 De一
KeIlji　 Ishizawa, velopment,　 65-68
南極昭和基地居住棟の木質パネル接合金物に関 田中寿幸,高 橋弘樹, 1997年 度 日本建築学会関東支1998.1
する実験 半貫敏 夫,岸 明, 部研 究報告集,21-24
平山善吉
南極昭和基地無電棟の耐久性に関する試験報告 平山善吉,半 貫敏夫, 建 築 雑 誌,VoLll2,No.141 1997.9
坪内信朗 1.82-83
昭和基地の2階 建 「居住棟」 半貫敏夫 公共建築154,36
ト
1997.10
Practical　 Aspects　 of　Establishil/g　 SIlow　 aIld　 IceV.　Klokov　 and Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar　 Res.,1997
Runways　 at　JARE　 Stations:IIl　 the　 CoIItext　 of　theK.　Shiraishi Series　 F　 (Logistics),　 No.　 5,





題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
金網補強アイス ドーム構法 の実用化に関する課 小泉 豪,田 中寿幸, 日本建築学会大会学術講演梗 1997.9
題 について一模型実験による検討一 勝山範之,半 貫敏夫 概 集,構 造,923-924
金網補強アイス ドーム構法の実用化に関する課 勝山範之,田 中寿幸, 日本建築学会大会学術講演梗 1997.9
題について一 力学応答 に関する数値解析的検 小泉 豪,半 貫敏夫 概集,構 造,925-926
討 一
南極昭和基地居住棟のパネル接合金物に関する 半貫敏夫,森 田信幸, 日本大学理工学部学術講演会 1997.11
実験 一その1一 居住棟 の建築 システ ムー 佐野雅史,平 山善吉 講演論 文集,構 造 ・強度,34
一35
南極昭和基地居住棟のパネル接合金物に関する ギ ブ ・バ ト リ シ ア, 日本大学理工学部学術講演会 1997.11
実験 一その2一 コネクター接 合部の実験 一 田中寿幸,半 貫敏夫, 講演論 文集,構 造 ・強度,36
斎藤俊 一,岸 明, 一37
平山善吉
南極昭和基地居住棟のパネル接合金物に関する 高橋弘樹,小 林篤志, 日本大学理工学部学術講演会 1997.11
実験一その3L型 金物 を用いた普通ボル ト接 半貫敏夫,斎 藤俊一, 講 演論文集,構 造 ・強 度,38
合部の実験一 岸 明,平 山善吉
一39
昭和基地骨材 を用いたアル ミナセメント鉄筋 コ 内藤正昭,平 山善吉 日本大学理工学部学術講演会 1997.11





北極域の雪氷圏観測,海 洋観測,大 気観測,生 態系観測を学際的に展開することにより北極圏環境科学の推進を図
ることを目指 して,国 際共同研究事業 「北極圏環境観測」を以下の4課 題のもとに,国 内の大学 ・研究機関等の北極
関連研究者の協力 も得て実施 した。なお現地調査に関 しては文部省科学研究費国際学術研究による補助 を受け,ス バー
ルバル諸島を中心 として広 く北極域に展開 し観測を実施 した。
(1)北 極圏における地球規模大気環境変動一 その立体構造の把握
スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,温 室効果気体の変動,雲 ・降水の変動 と放射収支,ラ イダーによる成層
圏エアロゾル,高 高度気球による成層圏オゾンの観測を行った。また,日 本からアラスカ ・北極点経由でスバールバ
ル諸島までの航空機観測を実施 した。ロシアのヤクーツク,テ ィクシにおいて環北極圏大気環境汚染観測を行った。
スウェーデ ンのキルナにおいて水蒸気 ・エアロゾルの輸送過程 と雪結晶成長の観測を行った。
(2)環 北極海雪氷 コアによる環境変動の研究一国際共同研究によるコアシグナルの対比
スバールバル諸島北東島の東氷河において掘削 を行い,得 られたコアの解析 を開始 した。 グリーンラン ドのNorth
GRIP計 画に参画 した。 また,東 シベ リアにおける広域積雪調査 を実施 した。




ノースウォー タポリニア観測の一環として,カ ナダとの国際共同観測 を実施するとともに,同 ワークショップを開
催 した。
2)ア イスラン ドを含 む北極域国際共同観測の概要
ダイナ ミックに変動するオーロラ粒子流入動態や,そ れに伴 うプラズマ波動を1本 の磁力線で結ばれた測点(地 磁
気共役点)で ある南半球の南極昭和基地とアイスランド国内の多点観測網で同時観測する共役点観測が昭和基地と呼
応 して1983年 よりアイスラン ドにて実施 している。この南北両半球における多点同時総合観測 と我が国のオーロラ総
合観測衛星EXOS-Dに よる磁気圏内の直接観測データとを組み合わせ ることによって,オ ーロラ粒子エネルギーの南
北両半球への流入動態及びオーロラ現象の生成 ・伝搬機構解明の手がか りを得ることが本研究の目的である。平成9
年度のアイスラン ドを含む北極域での国際共同観測は科学研究費国際学術研究(課 題名:　Super　DARNレ ーダーと地
上共役点観測による極域電磁圏の南北対称性の研究)に よる補助 を受け,現 地調査を通 じて実施 した。
平成8年 度の主な観測活動は
1.ア イスラン ドにおけるオーロラ現象の南北共役点観測
南極の昭和基地との可視オーロラの同時観測可能な8-9月 と3月 に,ア イスランドにおいてオーロラ観測 を実施
した。残念ながら本年の天気が特に悪 く,例 年 より観測回数が少なかった。また,　LF-MF帯 の自然電磁波観測 を初め
て実施 した。
2.グ リーランドでの昼間のオーロラ観測
12-1月 に,グ リー ンランドにて可視オーロラの微細構造観測 を実施 した。興味深い形状 と時間変化をするオーロ
ラが高分解能で観測で き,オ ーロラ粒子の加速機構に新たな手掛か りが得 られた。
3.HFレ ーダー観測
昭和基地のHFレ ーダーは国際HFレ ー ダー網観測　(Super　DARN)　 の一環 として活動 している。本年度の2月 には,
このSuper　 DARNレ ーダーを中心 とし,　EISCATレ ーダー,　GeotailやAkebono衛 星 との同時観測を企画 し,磁 気圏プ
ラズマの時間的 ・空間的変動 について貴重な観測情報 を得る事ができた。
4.ス カンジナビアでのオーロラとEISCATレ ーダ 一ー観測
キルナにてオーロラの立体観測を,衛 星軌道や レーダー視野に合わせて実施 した。 また,ト ロムソとスバールバル
でのEISCATレ ーダーの特別観測 を国際共同で実施 した。
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参考:「 国立極地研究所 とアイスラン ド大学科学研究所間のアイスラン ドー昭和基地共役点に関する共同観測合意
書」(1983～)
3)南 極 中山基地におけるオーロラ現象の日中共同観測の概要
平成6年 度 より,南 極の中国中山基地におけるオーロラ現象の日中共同観測計画が開始 した。中山基地はカスプ ・
キャップ域に位置 し,そ の地磁気共役点はスピッツベルゲン付近に位置 している。 また,第38次 隊で昭和基地に設置
した第2HFレ ーダ 　ー(Showa　East　HF　radar)　は中山基地上空をカバーするため,地 上観測 とレーダーとの同時観測
では興味深い結果が得られるものと期待 している。本計画では,観 測装置 として,日 本側がオーロラ全天TVカ メラ,
多色掃天フォトメータ,イ メージイングリオメータ,フ ラックスゲー ト磁力計,　CCDオ ーロラ画像撮像装置等 を,
中国側がデジタルアイオノゾンデを準備する。オペレーションは,日 本側の観測装置については日本人研究者が夏期
の中国観測隊に参加 して設置を行い,越 冬期間中は中国側の隊員が観測 を行う。
第1回 目は,平 成6年11月 から平成7年 の2月 までの間,国 立極地研究所から菊池,青 木が中国隊に参加 し,全 天
TVカ メラ,多 色掃天フォ トメータ及び地上オゾン観測装置 を設置 した。平成7年 度の第2回 目の派遣は中国側の観
測船の トラブルの為,派 遣は中止になった。
平成8年 度は名古屋大学太陽地球環境研究所の西野講師と朝 日大学の佐納講師の2名 が参加 した。滞在期 間中には,
新たに観測小屋 を中国側が建設 し,以 前持ち込んだ全天TVカ メラ,多 色掃天フォ トメータ及び地上オゾン観測装置
の移設作業を実施 した。そして,新 規のイメージングリオメータ,フ ラックスゲー ト磁力計の設置作業を実施 した。
平成9年 度は拓殖大学の巻田教授が中国観測隊に参加 し,　CCDオ ーロラ画像撮像装置の設置 と,既 存装置の点検 ・
整備 を行って来た。
この日中共同研究は南極観測の外国共同研究経費を主に用いて実施 している。
3.シ ンポ ジ ウム等
1)シ ンポ ジウム
第21回 極域 にお ける電離 圏磁 気圏総合観 測 シンポ ジウム 平 成9年7月24日 ～25日
前 年 の4割 増 しの66件 の発 表が 本研究所 講堂 で行 われ た。発 表 は中間圏 ・熱 圏,　HF/VHFレ ー ダー,　EISCATレ ー
ダー,極 域現象共役性,オ ーロラ,脈 動波動,太 陽風磁気 圏の7つ のセ ッシ ョンですべ て口頭 で行 われた。 この うち,
中間圏 ・熱圏,　HF/VHFレ ー ダー,　EISCATレ ー ダーの3つ の セ ッシ ョンは極研 超 高層 グル ープの中で新 しい分 野 に
なるが,こ の3セ ッシ ョンの発表件 数が全体 の半 数近 くあ り,超 高層 の研 究領域 が ます ます広 が って いるこ とが示 さ
れた。
第20回 極域気水圏シンポジウム 平成9年11月26日 ～27日
第20回 極域気水圏シンポジウムを本研究所講堂に於いて開催 した。中国より2名,ベ ルギーより2名 の参加を含め,
計135名 が参加 し,口 頭発表39件,ポ スター発表50件,計89件 の研究発表があった。海洋関係での発表では,衛 星 リ
モー トセンシングを含めた海洋観測の充実とともに新 しい知見が見いだされつつあることが感 じられた。大気関係の
発表はエアロゾル,微 量気体の極域への輸送 と化学過程,オ ゾンと成層圏雲に関する発表,そ の他,雲,降 水,気 候
など,対 流圏から成層圏 まで多岐にわた り,大 気物理,大 気化学的な立場から詳細な観測 と解析が行われていること
を示 していた。雪氷分野では,第37次 隊で深 さ2500mに 達 した南極 ドームコアの解析が進み,そ れらの発表が雪氷関
係の発表の約半数を占め,化 学分析結果や火山灰層の解析結果などが報告 された。
第17回 南極地学 シンポ ジウム 平 成9年10月15日 ～16日
海外 か らの11名 を含め て74名 の参加 者があ った。発 表件数 では,口 頭 発表が45件,ポ ス ター発 表が13件 あ り,分 野
別 では,固 体地球物 理20件,地 質20件,地 形15件,古 地磁 気3件 であ った。38次 夏 隊は,　SEAL計 画 の初年度 とい う
こ ともあ り,38次 夏隊が行 った りーセル ラルセ ン山域の地形 ・地質調査 の初期結 果 をふ まえて,活 発 な論議 が展開 さ
れた。
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第22回 南極阻石 シンポ ジウム 平成9年6月10日 ～12日
今年の シンポジ ウムの参加者 はll9名 で あ った。 その うち3名 の招待 者 を含め14名 が 海外か らの参加 であ った。 口
頭発 表が63件,ポ ス ター発 表が1件 で あった。 この中で火星限石 の コンソーテ ィアム研究 の特 別 セ ッシ ョンが設 け ら
れ10件 の発表が あ った。 テーマ別で は,未 分化明 石21件,分 化限石27件,理 論 ・実験8件,宇 宙塵4件,そ の他4件
で あった。英語 に よる発表 が定 着 した。
第20回 極域生物シンポジウム 平成9年12月4日 ～5日
外国人8名 を含む延べ145名 の参加者があ り,口 頭発表10件,ポ スター発表68件 が行われた。海洋では有孔虫化石
からの古海洋環境復元や衛星 リモー トセ ンシングに関 して発表があ り,大 型動物では昭和 ・クローゼ ・デュモンデュ
ルビル基地でのアデリーペンギン調査結果が報告 された。陸上では湖沼の古環境,紫 外線の影響,土 壌藻類モニタリ
ングについての話題が提供された。
2)研 究小集会
研 究 課 題 申 請 者1開 催 口]
Super　 DARNレ ー ダー による極域 プラズマ対 流 に関す る研 究小集会{山 岸 久 雄
F
平成 ユ0年1月20日
極域熱圏 ・中間圏の地上 リモー トセ ンシングに関す る研 究小集 会 岡 野 章 一一 平成9年9月11日
EISCATレ ーダーに呼応 した北極域地上観測 に関する研究小集会
|
佐 藤 夏 雄 平成 ユ0年1月19日
オーロラ研究の現状と課題に関する研究小集会 宮 岡 宏 平成10年3月31日




ドーム深層コアの解析結果の総合的検討に関する研究小集会 神 山 孝 吉 平成9年12月26日
氷床変動に関わる氷床表面および内部構造の測定技術に関する研究小
集会 古 川 晶 雄⊥
平 成9年11月28日
航空機を用いた極域大気観測に関する研究小集会 塩 原 国 資 平成9年7月9日
南極 リーセル ・ラルセン出域の地形発達に関する研究小集会 森 脇 喜 一 平成9年8月19日
超伝導重力のデータ処理に関する研究小集会 神 沼 克 伊 平成9年7月2日
惑星物質採集計画に関する研究小集会 小 島 秀 康 平成9年10月17日
エンダービーランド地学調査の展望に関する研究小集会 本 吉 洋 一 平成9年12月12日
海氷圏生物総合研究SIPENS調 査結果に関する研究小集会 内 藤 靖 彦 平成9年12月24日
南極における医学研究の将来展望に関する研究小集会一4 大 山 佳 邦 平成9年8月29日
極域湖沼の生物相 と生態に関する研究小集会 伊 村 智 平成9年10月30日
極域ポリニア環境における生物生産 ・活動に関する研究小集会 福 地 光 男 平成9年9月26日
極域海洋の循環観測に関する研究小集会 牛 尾 収 輝 平成9年10月27日
北極圏環境観測に関する研究小集会 藤 井 理 行 平成10年1月30日
大型計算機 を利用 した大規模データ解析,シ ミュレーションに関する 佐 藤
夏 雄研究小集会 平成9年7月29日
衛星 リモー トセンシングによる氷床一海洋一地殻圏変動のモニタリン 福
地 光 男グに関する研究小集会 平成10年1月7日
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3)観 測研究小集会
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
第39次 南極地域観測における研究観測 に関する観測研究小集会






講 演 題 目 講 演 者 所 属 講 演 日
航空機による雲 と放射の実験観測一雲による日射の異常吸
収はあるか一
塩 原 匡 貴 国立極地研究所 平成9年4月2日
衛星および現場観測に基づ く南大洋の経年 ・年周期 ・中規
模変動の研究(1)
青 木 茂 国立極地研究所 平成9年4月16日







南 極AGO　 (Automatic　 Geophysical　 Observatory)　 の 概 要田 口 真 国立極地研究所 平成9年5月7日
Improvement　of　 air　 support　 at　 JARE　 stations　 (practical
aspects　 of　 establishing　 a　snow-ice　 runway　 in　context　 of







南 極Kerguelen　 Plateau周 辺の海洋循 環～ イ ン ド洋 セ クタ
ー東経90度 におけ る観測 ～
牛 尾 収 輝 国立極地研究所 平成9年6月11日
ドイツ隊に参加 して
～平成8年 度交換科学者報告～
白 石 和 行 国立極地研究所 平成9年6月18日
九州の炭田第三系から南極氷床の発達と海水準変動を読む 酒 井 治 孝 九州大学比較社
会文化研究科
平成9年6月20日








第37次 越冬隊報告 藤 井 理 行 国立極地研究所 平成9年7月9日
第38次 夏隊報告 山 岸 久 雄 国立極地研究所 平成9年7月9日
第37次越冬隊地学部門報告 野 木 義 史 国立極地研究所 平成9年7月16日
第37次 越冬隊宙空部門報告 菊 池 雅 行 国立極地研究所 平成9年7月16日
昭和基地へ飛行機で行 く方法 白 石 和 行 国立極地研究所 平成9年9月24日
北極圏航空機観測計画について 塩 原 国 資 国立極地研究所 平成9年9月24日











オー ロラ トモ グラフ ィ1麻 生 武 彦 国立極地研究所 平 成9年12月17日
1
北部北太平洋における動物および植物プランクトンの分布量 小 達 恒 夫 国立極地研究所 1平 成10年1月21日
Polar　 freshwater　 shallow　 ecosvstem
も Dr.　 Josef　 Elster 平成10年2月25日







The　 Austral　 ocean　 role　 in　clinlate　 is　challgillg:　 evidellces











1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南北両極域よ り得られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物資
料室に収納されている。南極 とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」 として出版 されている(昭 和61年3月
発行)。
(1)植 物
極 地 よ り得 られた顕花植物,隠 花植物 の各標本 の収納 点数 を別表 に分類 別,地 域 別 にま とめた。その他,日 本,オ ー
ス トラリア,ア ルゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシ ャス,シ ンガポー ル,イ ギ リス,フ ラ ンス,東 欧 な どの温帯域 か らも比
較 のため採集 及び交換 な どで収 集 してお り,蘇 苔 類 を主 に合計33,500点 の標本が収納 され ている。
現 在,蘇 苔類 の標本 デー タは国立極地研究所 の コン ピュー タによるデー タバ ンクと して蓄積 されてい る。内外 の利
用 者の ため に種 類別(網,科,属,種),地 域別(植 物 区系,大 地名)検 索 に よる標本 リス ト,ラ ベルの打 ち出 し,
さらに分布 図の作成 な どの利用 システ ムが 出来てい る。 その他 に写真,図 解 入 りのハ ン ドブ ックと して 「昭和基地周
辺 の蘇苔類」 が出版 され,南 極 ・亜南極 の蘇苔類 デー タカタログ　(Catalog　 of　moss　 specimens　 from　Antarctica　 and
adjacent　regions)　 が出版 されて いる。
植物標本庫(NIPR)の 収納状況
分類別 隠 花 植 物
地域別 顕花植物 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
南米パタゴニア 10 600 300
亜 サ ウス ジ ョー ジア 50 592 50
サ ウス オー クニー諸 島 88
ケルゲレン島 100
南 アムステルダム島 5 50
セ ン トポ ール島 30
クロゼ島 30
極 フ ォー クラ ン ド島 28
南 ア フリカ 38 10
西 シグニ一 高 20 20











南 ケー シー基 地 280 200 50





カナ ダ 115 800 30
北 ア ラスカ 79 1,350 50
ア リュー シャン列 島 10 100 50
極 ア イスラ ン ド 30
ブ インラ ン ド 100
域 スバ ールバル 150 322
シベ リア 100 300 100
そ チ リ 926
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 368
の 日本 ・欧 州 ・東 欧 300 200 15,000 500 100
、
不 パ ー ル 42
他 その他 100
合 計 694 225 26,583 5,590 510
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(2)動 物
収納されている動物標本の主なものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本であ り次表に示 した。
ア.剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)
動 物 名 標 本 形 態 点 数
ウェ ッデ ルアザ ラ シ 剥 製 親 2
〃 〃 仔 1
〃 ミ イ ラ 2
り 皮 1
ユ キ ドリ 剥 製 1
〃 卵 1
マ ダラ フルマ カモ メ 剥 製 4
アシナガ コシジロウ ミツバ メ ,P 1
オオ トウゾ クカモ メ り 5
アデ リーペ ンギ ン 剥 製 親 5
,, t・x} 3
〃 卵 6
〃 骨 格 3




動 物 名 点 数 動 物 名 点 数
魚 類 128 環形動物 24
原索動物 軟体動物
ホ ヤ 類 27 巻 貝 類 30
棘皮動物 二 枚 貝 類 27
ナ マ コ 類 4 タ コ 類 7
ヒ ト デ 類 36 線形動物 3
クモヒデデ類 10 紐形動物
ウ ニ 類 27 ヒモ ムシ類 7
毛顎動物 扁形動物 1
ヤ ム シ 類 3 腔腸動物
触手動物 ヒ ドロ虫類 18
コ ケ ム シ 29 クラゲ類 7
節足動物 サ ンゴ類 8
甲 殻 類 56 海綿動物 4
昆 虫 類 5 原生動物
ダ ニ 類 5 有孔虫類 4





ふ じ,し らせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマス研究観測で採集 された植物プランク トン,同 定用ホルマリ
ン固定海水標本,冬 期サロマ湖から得られた同標本は次表に示 した。
隊 次 標 本 内 容 標 本 数
7 ふ じ航路上 ・表面海水 181
9 〃 〃 82
14 ふじ停船観測点 ・各層海水 100
18 ふじ航路上 ・表面海水 149
19 〃 〃 155
20 〃 〃 246
20 定着氷下 ・各層海水 36
23 越冬ルーチ ン観測 ・各層海水 706
24 lp　 Vl 330
25 〃 表面海水 ・各層海水 341
26 〃 ・ク 〃 456
27 }t　 It　 Vt 420
28 〃 〃 〃 186
29 ク 〃 〃 180
30 〃 〃 〃 90
1978年 サロマ湖 ・各層海水 50
合 計 3,708
その他に,ふ じ,し らせ船上より各種 プランク トンネット採集で得 られた動物プランクトン標本は次表に示 した。
隊次 ノルパ ックネット MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚魚ネット LHPR採 集器ジェ ッ トネ ッ ト
14 33 0 0 0 0 0
17 16 0 0 0 0 0
18 22 20 4 0 0 0
19 11 4 2 0 0 0
20 6 79 0 0 0 0
21 33 42 2 12 2 0
22 16 54 6 6 0 0
23 14 0 0 0 0 0
24 100 0 0 0 0 0
25 50 40 3 O 0 0
26 88 110 11 0 0 7
27 54 80 0 0 22 0
28 28 0 0 0 0 0
29 18 0 0 0 0 0
30 16 0 0 0 0 0
計 505 429 28 18 24 7
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(3)標 本貸出 ・受入状況
ア.朝 日新聞社文化企画部(町 田智子)へ,南 極産剥製標本9点 貸出(5月21日)
イ.大 阪市立自然史博物館(山 西良平)へ,南 極産端脚類標本1点 、二枚貝類2点 貸出(6月10日)
ウ.国 立阿蘇青年の家(福 田正気)へ,南 極産剥製標本3点,魚 類液浸標本8点 、写真パ ネル6点 を貸出(9月22
日)
エ.英 国南極調査所(LI.Rス ミス)へ 、南極産蘇類標本3点 を貸出(3月12日)
2)オ ー ロラ資料 部門
当部門が担 う業務は,オ ーロラに関する公開可能な資料の収集とその統一的整理 ・保管,並 びに収集された資料を
共同利用に供することである。さらに収集資料の至便な検索 システムや解析 システムの開発研究 を行うと共に国際学
術連合(ICSU)の 勧告に基づ くオーロラの世界資料セ ンター　(WDC-C2forAurora)の1重 営業務をも担 う。
本年度は,国 内外の関係機関との情報交換 と平行 してデータ収集作業を実施 した他,所 蔵データのCD-ROM化 を進
めた。
3)陽 石資料部門
当部門は,約8,900個 の南極阻石を保有 してお り,そ の初期処理,同 定分類を継続 して行っている。 また,申 請の
あった南極損石研究計画のうち,第29回 南極陽石研究委員会において承認 された計画について明石の配分作業を行っ
た。配分 した明石試料は120点,研 磨薄片は72枚 であった。その他,教 育用陽石薄片セ ット(30枚 組)を7機 関に貸
し出 した。配分 を行った研究計画および研究者を別表 に示す。
展示 用及び教育用 陽石貸 し出 し状況
(1)石 の博物館 に月限石1点,石 鉄 損石1点,エ コン ドライ ト1点,コ ン ドライ ト2点 を貸 し出す。(6月2日)
(2)フ ォッサ マ グナ ミュー ジアムに月限石1点,火 星阻石1点,阻 鉄3点,石 鉄損 石1点,エ コン ドライ ト5点,
コン ドライ ト5点 を貸 し出す(7月29日)
(3)電 力館 に唄鉄1点,エ コン ドライ ト1点,コ ン ドライ ト1点 を貸 し出す(7月30日)
(4)山 口大学 に唄鉄1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出す。(8月1日)
(5)し らせ に限鉄1点,コ ン ドライ ト1点 を貸 し出す。(8月29日)
(6)城 北 中学校 に損鉄1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出す。(9月19日)
(7)愛 媛県総 合科学†事物館 に月明石1点 を貸 し出す。(10月23日)
(8)岩 手大学 に唄鉄1点 を貸 し出す。(10月28日)
(9)埼 玉大学 に限鉄1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出す。(11月5日)
(1① 国土地理 院 に損鉄1点,コ ン ドラ イ トを1点 を貸 し出す 。(11月18日)
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配分を行った研究計画及び研究者一覧
番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同 研 究 者
(*大 学院生)
999エコン ドライ ト限石の衝撃変成組織の研究 森 寛志




1002パラサイ トの3次 元構造 とその形成条件 土山 明 John　 T.　Wasson
1003始源的コンドライ トの炭素 ・窒素同位体位等のその場分 杉浦直治
析
1004187Re-1870s　 isotopic　 analysis　 and　 l82W　 isotopic　 composi一Richard　 J.　Walker
tioninY-793605
1005鉄限石の電気的及び磁気的物性研究 上床美也, 小島秀康,船 木 實
大木武夫*
1006Fe-Mn-Mg　 relations　 in　ureilites　 and　 lodranitesC.　A.　 Goodrich
1007酸素同位体微小 ゾーニングより検討する宇宙 ・月におけ 佐藤久夫 塚本勝男
る珪酸塩鉱物の結晶成長過程と環境
1008A　 search　 for　 60Ni　 isotopic　 anomaly　 in　ureilites本多紀子 富樫茂子,
A.　 El　Goresy,
木村 眞
1009Milleralogical,　 geochemical　 and　 isotopic　 study　 of　 equi一山口 亮 G.　 Crozaz,
librated　 eucrites　 using　 SIMS C.　Floss,
G.　 Srinivasan　 and　 K.　Keil
1010Mineralogical　 study　 of　LL　 chondrites:　 Their　 relationship三河内 岳 小松 睦美*,宮 本 正道 、
to　Prior's　 Rules Arch　 Reid
1011CKコ ンドライ トの岩石学的研究 池田幸雄
1012陽石のX線CT像 土山 明
1013E－ コンドライトの形成過程 に関する鉱物学的研究 木村 眞 Yallgting　 Lill














研 究 計 画 研究代表者
南極産ユークライト・ダイオジェナイ ト明石の希ガス同 ・三浦弥生
位体組成 とと年代学的研究
共 同 研 究 者
(*大 学院生)
長尾敬介








熱変成 を受けたCM炭 素質コン ドライトの母天体につい
て
松岡賢治* 中村智樹,高 岡宣雄
Detection　 of　orgallic　 cornpoul/ds　 in　meteorites河崎行繁 小林憲正
非 平衡Eコ ン ドラ イ トの コン ドリュール形成 時の加熱 温 中村智樹 橋本麻衣※,高 岡宣雄
度推定
エ ンス タタイ トコン ドラ イ ト及び オーブラ イ トの希 ガス 岡崎隆 司* 長尾敬介,中 村智樹,
による研究 高岡宣樹




始原的 オーデ ィナ リコン ドラ イ トの検索 海老原 充 篠塚一典
衝 撃変 成 を うけ たユ ー クラ イ トASuka-87272の 同位 体年三澤啓司 中村 昇
代学研究
1-Xe　 systematics　 of　 CO3　 chol/drites　 alld　 their　 possibleA.N.Krot C.　Hohenberg,
correlation　 with　 the　 degree　 of　 rnetamorphism,　aIld　 m A.　Meshik,
s乞枷oxygen　 isotopic　 compositiol/s　 of　magnetite　 grains　 illK.　McKeegan　 and




ている。低温実験室は一60℃ まで冷却することので きる超低温室,常 時一20℃ に保たれている低温室2室 及び試料の
貯蔵庫に分かれており,南 極大陸で経験する大気の気温に対する環境条件を満たし,低 温下での雪氷学,寒 地工学及
び寒冷生理等の研究に利用されている。
低温試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚に収納 されている他,収 納 しきれない分については,低 温実験室 に分散されて
いる。移動棚は,貯 蔵庫中央の通路 をはさんで両側に配置 されており,一 ・方は観測隊の中型 ダンボールに入った低温
試料(雪 氷,生 物,限 石,ヒ 壌など)が,ま た他方には南極や北極の雪氷コアが コアケースのまま収納 されている。
収納能力は,中 型ダンボール208箱 と氷床 コア930in相 当である。
現在これらの両極地域で採取 された氷試料の管理,共 同研究に供する低温試料の配布や基本的な解析の支援 を行っ
ている。特に昭和58(1983)年 か ら昭和59(1984)年 にかけてみずほ基地で掘削 された700m氷 床コアを始め とする
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南極での雪氷 コア及びグリーンランドやスバールバルなどの北極におけるコアは,全 国の研究者に配布され解析 ・研
究が進め られてきた。 さらに南極 ドームふ じ観測拠点の深層 コア解析が新たに実施 されている。
本年度は37次 隊持ち帰 りの雪氷試料,蘇 類 ・地衣類試料などが搬入,整 理されたのち,共 同利用研究試料 として共
同研究者に配布された。




北極圏環境研究センターは,国 際共同研究事業の一環 として北極域における大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の変動
等 に関する観測 ・研究 を実施 ・推進するとともに,北 極研究 に関する情報の提供,助 言を行なうことを目的としてい
る。 また,「 国際北極科学委員会(IASC)」 の活動 に対応するとともに,国 際的な共同研究 プロジェク トの立案 など
にも参画 している。 さらに北極研究に関する文献,資 料及び情報の収集 を行ない,広 く共同利用者の利用に供 してい
る。国際共同研究事業の主な研究課題は,北 極圏における地球規模大気環境変動の研究,環 北極海雪氷コアによる環
境変動の研究,北 極圏におけるツンドラ生態系観測と陸域環境特性の研究,北 極海ポリニア航海観測を掲げ,国 内外
の大学 ・研究機関等の北極関連研究者 とともに研究を進めた。これらの研究を通 して地球規模の気候 ・環境変動の実
態 とそのメカニズムを,極 域の視点か ら解明することを目指 している。センターでは,ノ ルウェー領スバールバル諸
島のスピッツベルゲン島ニーオルスン(北 緯79度,東 経12度)に 設置 した観測基地 を運営 し,現 地観測を共同研究 と
して継続 した。平成9年 度には大気科学,陸 上生態学,超 高層大気,雪 氷分野の42名 がニーオルスン観測基地を利用
した。延べ550人 目の利用であった。
2)情 報科学 セ ンター
情報 科学 セ ンターで は大型計 算機の管理 ・運用,所 内 ネッ トワー ク(対 外 回線)の 整備 を行 う とともに,南 極 昭和
基 地の 「多 目的衛 星デ ー タ受信 シス テム」 で取得 した多量の衛星 デー タを処理 ・解析 した。
近年急速 に普 及 して きたUNIX系 のユ ーザ に対応 す るため大型計 算機 システム(S-3600/120)に お いては,従 来 の
IBM互 換OSで あ るVOS3とUNIX互 換 のOSで あ るOSF/　 1を 平行 運用 す る形 で平成6年 以来サ ー ビスを行 って きた。
大 型計算 機 シス テムの サー ビス はVOS3ユ ーザ のデ ー タお よび プ ログラムの 移行 がほ ぼ完 了 した平 成9年5月 には
VOS3に よるサ ービスを終 了 しOSF/1の み による運用 に変更 した。これ によ りすべてのCPU資 源 お よび固定磁気 デ ィ
ス ク資 源(47GB)がOSFか ら使 用可 能 となった。平成9年6月 には並列型 の計算 サ ーバ(SR2201)を 導 入 し,サ ー
ビス を開始 した。セ ン ター シス テムユーザ数 は97ユ ーザで あった。・
平成8年 度か ら本格運 用 に入 った昭和基地 一極 地研 間デー タ通信 システム によるデー タ通信 は,平 成9年2月 か ら
平成10年1月 までの第38次 南 極観測 隊期 間中におい て約1.8GBの デー タ通信 量が あった。昭和基 地 一極地研 間 にお け
る電子 メールの送受信 量 は毎 月20MB前 後 で推 移 し年 間 を通 して安定 した通信 を実 現 した。平成9年12月24日 か ら平
成10年1月ll日 にかけて行 われた成層圏 クライオサ ンプリング実験で は,昭 和基 地 と国内 とを準 リアルタイムでのデー
タ通信 をサポー トした。
オー ロラ粒 子加速 域 の解 明 を主 目的 とす るEXOSD　 (あ けぼの)衛 星の受信 は,38次 隊 によ り1253パ ス実 施 され,
全て宇宙科 学研究所 の衛星 デー タベー スに登録 された。 これ らのデー タはEXOS-D衛 星 デー タ処理 解析装置 を用いて,
極地研 に も移植 され た。 欧州 リモー トセ ンシング衛 星(ERS-1/2)は29パスの受信 を行 った。ERS-1は 平成9年
6月 に運用 を停止 してお り,当 年 度の受信 はなか った。宇宙 開発事業 団(NASDA)の 地球資 源探査衛星(JERS-1)
は156パ ス(SAR:143パ ス,OPS:13パ ス)の 受 信 を行 った。 また,38次 隊 か ら米 国軍運用 のDMSP,　 及 び米国海 洋
大 気庁(NOAA)運 用のNOAAの 受信 設備 を付加 し運 用 を開始 した。　DMSPは3907パ ス,　NOAAは 約3500パ スの受 信
を行 った。
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3)南 極 圏環境 モニ タ リング研 究 セ ンター
南極域 に見られる自然現象は孤立 した ものではなく,地 球システムの中で北極域 を含む他の地域 と深 く関わ りあっ
ている。南極域では,大 気圏,海 洋 ・地殻圏,生 物圏諸過程の相互結合作用によって,南 極圏システムが構成されて
いる。
宇宙への窓として極域 に現れる現象は太陽 ・地球系の電磁場相互作用の変動現象と捉えることがで きる。成層圏 ・
対流圏をめぐる物質循環の諸現象は地球規模の気候システムの変動 と密接 に関連する。また,南 極大陸上の氷床の変
動は南極大陸地殻の変動 と相互に作用 し,海 洋系の変動 とも関連する。陸域 ・海域の生態系はこのような微妙な環境
変動に応答 しながら存在 している。
これ ら大気圏環境変動,海 洋 ・地殻圏環境変動,生 物圏環境変動は個々に独立 したものではなく相互に結合 してい
る。南極圏環境モニ タリング研究センターは,南 極圏の環境変動の中 ・長期的なモニタリングを通 して,そ の変動過
程 ・変動機構 を総合的に研究することを目的 として,平 成7年(1995)4月 に新設され,発 足 した。なお,平 成8年
5月 に廃止 された資料系非生物部門の業務の一部を引き継いだ。
平成8年 度は海洋 ・地殻圏に加え大気圏の環境変動の分野を充実 ・発展 させた。これらの研究推進のための研究所
内の研究グループおよび国内 ・国外の研究機関等 とのリンク ・共同研究を発展 させる必要がある。 また,中 ・長期的
変動研究のためのモニタリングデー タベースの構築を行うとともに観測機器 ・手法等の開発 ・研究を行 うこととして
いる。
4)オ ーロラ世界資料 センター
オーロ ラ世界資料 セ ンター　(WDC-C2forAurora)は,資料系 オー ロラ資料部 門が管理 ・運 営 し,管 理 ・資料棟5
階 に床 面積約84m2の 資料保 管庫兼 閲覧室 を有 してい る。当 セ ンター に保管 され る資 料 は,　WDCパ ネルが示 す作業指
針 を基本 と し,オ ーロ ラ物理学 の進展 に伴 う研 究者の要望 資料 を も経 済的物理 的事情 を勘案 した上で収集 す る方針 と
して いる。資料保管庫 は冷暖房 ・除湿器 を備 えてい る とともに,リ ー ダプ リン ター利 用 による簡単 な閲覧 と複写が可
能 となっている。デー タ収納 能力 は,35mmマ イクロフ ィル ム約28,000本/100ft巻,計 算機 用磁気 テー プ約1,900本,
マ イクロフ ィ ッシュカー ド数千枚 であ る。　WDC-C2　 for　Geomagnetism　 (京 都大学理学 部)と の共 同 によるAEデ ータ
ブ ックの出版 も行 っている。
本年度 までに収集 したデー タの概 数 を次表 に示 す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35mm全 天 カメラ編 集済 フ ィルム 1970年 ～1996年 100ft,27年 分
16mm全 天 カメラフ ィルム(一 部編集不能) 1966年 ～1969年 100ft,4年 分
35mm全 天 カメラオ リジナル フィル ム 1970年 ～1996年 1,000ft,27年 分
昭 35mm全 天 カメラ長 尺保存 フ ィルム 1970年 ～1978年 1,000ft,9年 分
和 地磁気3成 分オリジナルチャー ト記録 1959年 ～1996年 38年 分
基 地磁気3成 分3打 点チャー ト記録 1966年 ～1996年 31年 分
地磁 気3成 分35mmマ イクロフ イルム 1972年 ～1996年 100ft,25年 分
地 同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23一 フ ァ イ ル
資 絶対測 定記録書1966年 ～1996年 3一 フ ァ イ ル
料 超高層現象相関記録マイクロフィルム 1977年 ～1996年 100ft,20年 分
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61一 フ ァ イ ル
計算機取 り組込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6一 フ ァ イ ル
オーロラ写真観測記録 1981年 ～ 約55冊
35mm全 天 カメラ編 集済 フ ィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
35mmオ リジナ ルフ ィルム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
DMSPオ ーロラ観測記録11972年 ～1988年
l




資 料 名 観 測 期 間 数 量
Halley　Bay基 地全天 カ メラフ ィルム {撒:1雛} 237巻/100ft
あ
す
Mawson基 地全天 カ メラフ ィルム 鵬 二灘} 410巻/100ft
か
Casey基 地 全天 カメラ フ ィルム 1976年 ～1978年 386巻/100ft
観 Maquarie島 基地全 天 カメラ フィル ム 鵬 瓢} 722巻/100ft
測
拠
Davis基 地全天 カメラフ ィルム 鵬 二欝} 360巻/100ft
地磁 気マ イクロフ ィルム(約55基 地) 1976年 ～ 774巻/100ft
点 地磁気マ イクロフ ィッシュ(約5基 地) 1979年 ～ 約1,370枚
資 IMP-J　 (IMF)マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 1977年 ～1979年 20枚
料 NOAA&TIROS(粒子)
1978年 ～1996年MT440巻,　 CD-ROM7巻





地磁気 マ イクロ フィルム










室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫か らなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある。
本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は1041人,延 べ利用件数は582件 であった。主な利用は試料保管に加
えて,ド ームふ じ観測拠点浅層コア及び深層 コアの処理作業,北 極グリーンランドコアの処理作業と解析作業,雪 氷
コア自動層位観測装置の試作実験,氷 床コア中の二酸化炭素の抽出実験,各 種観測機器の耐寒試験 などで,他 に第39
次観測隊関連の利用があった。





















































8年 度COE設 備費によって新設 された実験室である。主要設備としては直径2mの 大型積分球,ダ ブルパス分光光度
計,モ ノクロ面光源,携 帯用比較校正光源(3台),比 較校正フォ トメータ(3台),全 天走査型比較校正フォ トメー
タが備わる。所内 ・所外の光学観測を行う研究者に広 く解放 し,光 学観測機器の校正が簡便に高精度で行える設備環
境を提供することを目的とする。平成9年 度は昨年度導入された2m大 型積分球の試験運用を行 って,利 用できる状





人員58名(越 冬 隊40名,夏 隊18名)
(1)越 冬隊
部 門 氏 名 所 属
隊 長 兼 越 冬 隊 長 山 内 恭 国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究セ ンター
副 隊 長 兼 越 冬 副 隊 長 金 戸 進 気象庁観測部
定常観測 電 離 層 小 関 淳 郵政省通信総合研究所
気 象 江 崎 雄 治 気象庁観測部
松 島 功 気象庁観測部
栗 田 邦 明 気象庁観測部
木 津 暢 彦 気象庁観測部
中 嶋 哲 二 気象庁観測部
研究観測 宙 空 系 竹 内 智 山梨大学工学部
大 川 隆 志 気象庁地磁気観測所
瀬戸口 正 郵政省九州電気通信監理局
気 水 圏 系 本 山 秀 明 国立極地研究所研究系
平 沢 尚 彦 国立極地研究所情報科学センター
林 政 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所
深 津 徹 郵政省東海電気通信監理局
川 村 泰 史 奈良女子大学
地 学 系 東 敏 博 京都大学大学院理学研究科
金 尾 政 紀 国立極地研究所研究系
生物 ・医学系 瀬 戸 浩 二 島根大学総合理工学部
設 営 機 械 槌 井 正 一 国立極地研究所事業部(ヤ ンマーデ イーゼル㈱)
塩 崎 修 室蘭工業大学工学部
佐 藤 洋 一 国立極地研究所事業部(い す"自 動車㈱)
本 光 秀 明 京都大学施設部
関 口 豊 国立極地研究所事業部(㈱ 大原鉄工所)
荒 井 昭 彦 国立極地研究所事業部(日 立ビル施設エンジニアリング㈱)
通 信 石 垣 伸太郎 国立極地研究所事業部(日 本電信電話㈱)
田 中 結 海上保安庁警備救難部
西 平 亮 国立極地研究所事業部(㈱ 共同通信社)
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部 門 氏 名 、 所 属
1
設 営 調 理
1
西 村 淳{海 上保安庁警備救難部
鈴 木 博 之,国 立極地研究所事業部(㈱ 東條會館)
!
[山 木戸 英 人
医 躬 冨旺 人蠕 繍 瓢 笛農産㌶
院)
航 空1成 田 徹
ミ河 端 道 郎




環 境 保 全 小 関 多賀美 国立極地研究所事業部(三 機工業㈱)
　
設 営 一 般 工 藤 久 男!
1松 本 功







部 門 1 氏 名 所 属
副 隊 長 兼 夏 隊 長 山 岸 久 雄 国立極地研究所研究系
定常観測 海 洋 物 理 及 川 幸四郎 海上保安庁水路部
海 洋 化 学 岩 本 孝 二 海上保安庁水路部
測 地 、 大 滝 修 建設省国土地理院
研究観測 宙 空 系
1
千 葉 修:国 立極地研究所事業部(長 野 日本無線㈱)
地 学 系
!
石 塚 英 男
高 田 将 志
三 浦 英 樹





生物 ・医学系 市 川 秀 雄
　
小 達 恒 夫





口又 宮 設 営 一般I
I
吉 田 治 郎
柳 田 正 洋












氏 名 所 属
李 院 生 中国極地研究所
Daniel　 Peter　 Zwartzオー ス トラリア国立大 学
芹 沢 伸 生 ㈱産業経済新聞社東京本社編集局
宮 嶋 茂 樹 ㈱文藝春秋週刊文春編集部
鈴 木 里 子 総合研究大学院大学数物科学研究科




部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担当機関
電 離 層 ○電界強度測定 小 関 淳 通信総合研究所
海 洋 物 理 ○海洋物理観測 及 川 幸四郎 海 上 保 安 庁
海 洋 化 学 ○海洋化学観測 岩 本 孝 二 海 上 保 安 庁
測 地 ○基準点観測 大 滝 修 国 土 地 理 院
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者
宙 空 系 南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と大気変質 千 葉 修 佐 藤 夏 雄
の研究
・地上 リモ ー トセ ンシ ングによる熱 圏 ・中間圏へ
のエネルギー流入と大気変質の研究
気 水 圏 系 極域大気一雪氷 一海洋圏における環境変動機構に関 本 山 秀 明 渡 邉 興 亜
する研究 平 沢 尚 彦
・南極大気 ・物質循環観測
・南極季節海氷域の大気一海洋相互作用観測
地 学 系 南極大陸の進化 ・変動の研究 石 塚 英 男 神 沼 克 伊
・東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究 高 田 将 志
三 浦 英 樹
石 川 正 弘
生物 ・医 学 系 南極環境と生物の適応に関する研究 市 川 秀 雄 内 藤 靖 彦
・海氷圏環境変動への生態系応答の研究 小 達 恒 夫
加 藤 明 子
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〔モニタリング研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者
気 水 圏 系 地球環境変動に伴 う大気 ・氷床 ・海洋のモニタリン 本 山 秀 明 渡 邉 興 亜




地 学 系 南極プレー トにおける地学現象のモニタリング 金 尾 政 紀 神 沼 克 伊
・南大洋における船上地学モニタリング
生 物 ・医 学 系 海氷圏変動に伴 う極域生態系長期変動モニタリング 市 川 秀 雄 内 藤 靖 彦
・海洋大型動物モニ タリング 小 達 恒 夫
・海洋基礎生 産モニ タリング 加 藤 明 子




部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担当機関




気 象 ○地上気象観測 江 崎 雄 治 気 象 庁
○高層気象観測 松 島 功
○特殊ゾンデ観測 栗 田 邦 明
○オゾン観測 木 津 暢 彦
○日射量の観測 中 嶋 哲 二
○天気解析
潮 汐 ○潮汐観測 金 尾 政 紀 海 上 保 安 庁
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〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者
宙 空 系 南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入 と大気変質 竹 内 智 佐 藤 夏 雄
の研究 大 川 隆 志




気 水 圏 系 極域大気一雪氷一海洋圏における環境変動機構に関 本 山 秀 明 渡 邉 興 亜
する研究 平 沢 尚 彦
・南極大気 ・物質循環観測 林 政 彦
・氷床変動システムの研究観測 深 津 徹
川 村 泰 史
地 学 系 南極大陸の進化 ・変動の研究 東 敏 博 神 沼 克 伊
・総合的測地 ・固体地球物理観測による地球変動 金 尾 政 紀
現象の解明
生 物 ・医 学 系 南極環境と生物の適応に関する研究 瀬 戸 浩 二 内 藤 靖 彦
・露岩域生物相の起源 と定着に関する研究 福 田 正 人
・低温環境下におけるヒトの医学 ・生理学的研究 山木戸 英 人
〔モニタリング研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者
宙 空 系 極域電磁環境の太陽活動に伴 う長期変動モニタリン 竹 内 智 佐 藤 夏 雄
グ 大 川 隆 志
・電磁 エ ネルギー流入の モニ タリング 瀬戸口 正
・粒 子エ ネルギー流入 のモニ タリング
気 水 圏 系 極域環境変動に伴 う大気 ・氷床 ・海洋のモニタリン 本 山 秀 明 渡 邉 興 亜
グ 平 沢 尚 彦
・大気微量成分モニタリング 林 政 彦
・氷床氷縁監視と氷床表面質量収支のモニ タリン 深 津 徹
グ 川 村 泰 史
地 学 系 南極プレー トにおける地学現象のモニタリング 東 敏 博 神 沼 克 伊
・昭和 基地及 び リュ ツォ ・ホルム湾域 におけ る地 金 尾 政 紀
震 ・地殻変動 のモニ タ リング





[目 的]第38次 南極地域観測隊の編成及びその他実施準備に資するため,隊 員候補者に対 して,冬 期の寒冷地にお
いて雪中行動等に関する各種訓練を実施 した。
[期 間]平 成8年3月ll日 ～3月15日
[場 所]長 野県南安曇郡安曇村乗鞍地区を中心 とする一帯
(2)夏 期総合訓練
[目 的]第38次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等に関する講義を行い,所 要の知
識や技術 を習得 させると共に,団 体生活を通 して隊員の相互理解 を深めるために実施 した。
[期 間]平 成8年6月17日 ～6月21日
[場 所]文 部省菅平高原体育研究場を中心 とする菅平高原一帯
(3)部 門別訓練
観測部門別訓練は,南 極地域 において必要な機器の取扱いや保守訓練,オ ペ レーションを円滑に進めるための訓練
を,担 当部門ごと,出 発準備期間中に随時実施 した。
4)行 動概要及び観測概要
(1)概 要
第38次 南極地域観 測隊64名 の うち夏隊,山 岸久雄夏隊長他18名,越 冬 隊,山 内恭越 冬隊長他40名,オ ブザ ーバ ー と
して報 道1名,総 合研 究大学 院大学学生2名,交 換科学者1名 は1996年11月14日,砕 氷艦 「しらせ」 に より東京港 を
出発 した。 また,残 る2名 と して,往 路寄港 地の オース トラリア ・フ リーマ ン トルで交換科学 者1名(オ ース トラ リ
ア,地 学),オ ブザーバ ー1名(報 道)が 夏隊 に参加 した。12月3日 フ リーマ ン トルを出港後,各 定点 での船上観測,
漂流 ブイの投 入 を実施 しつつ南 下 し,8日 南緯55度 を通過 した。10日 には中層 フロー トを投 入 し,12日 にはセデ ィメ
ン トトラ ップ,流 速計 か ら成 る係留 系 を生物 国際定点 に設 置 した。海洋 観測 と併行 して9日 よ りヘ リコプ ターの防錆
解除が始 ま り,15日 には アム ンゼ ン湾沖定着氷手 前で ブ レー ド取付 け,試 飛行 を実施,16日 には リーセ ルラルセ ン山
地域へ地学調 査隊員 と観 測物資14.3tの 空輸 を行 った。17日 は さらに,リ ーセ ルラルセ ン山地域へ 日帰 りでベ ースキ ャ
ンプの設営 支援(9名)及 び,生 物,海 洋物理 の野外調査(9名),人 工地震計 画の ための偵 察(5名)を 送 った。
アム ンゼ ン湾で の計 画 され た作業 を完了 した 「しらせ」 は18日,リ ュッ ォ ・ホルム湾沖へ移動 し,19日 午後,昭 和
基地へ第1便(隊 長,艦 長表敬訪 問,生 鮮品,託 送品)を 飛 ば し,続 いて第2便 で作 業準備 のため11名 の隊 員 を送 り
込 んだ。20日,21日 には昭和 基地へ残 りの 人員 と建築基礎 工事物資,緊 急物資38tを 空輸 した。併行 してS16へ20日 か
ら24日 までの間,ド ーム旅行の ための人員 と物資90tを 空輸 した。
「しらせ」 はその後,弁 天 島付近 の多年氷 に悩 まされ た ものの,1563回 のチ ャージ ングを行 い,27日 深夜,昭 和基
地見 晴 ら し岩沖500mの 地点 に予 定 よ りも早い接岸 を果 た した。 同夜,た だ ちにSM100雪 上車等 の重量物 輸送,貨 油
輸 送(30日 まで に416t)が 行 われ,28日 か ら1月4日 まで氷上 ソリ輸送(209t),4日 か ら9日 まで空輸(240t)が 行
われ た。
Sl6で は ドー ム旅 行 のための ソリ積込 作業 が21日 より行 われ,29日 午後,ド ーム旅行隊 は出発 した。 同隊は1月16
日,ド ームふ じ観測拠 点 に到着 した。同拠点 か ら撤 収す る37次 隊 はボー リングコア を運搬す る先発隊(5名)が1月
8日 に同拠 点 を出発 し,1月19日 にS30に 到着,同 日ボー リ ング コア を 「しらせ 」 に収容 した。後発 隊(37次 隊4名,
38次 隊4名)は1月25日 に同拠 点 を出発 し,2月8日 にS16に 到着,雪 上 車等 の整備後,10日 に 「しらせ」 に収容 さ
れ た。
リュツ ォ ・ホ ルム湾 沿岸の野外 調査 と しては,ラ ングホブデ袋浦 でのペ ンギ ン生 態調査 を始め,海 洋物理(比 較潮
位 観 測),測 地(GPS多 点観測),陸L生 物(湖 沼水,藻 類,堆 積物 調査),地 球 物理(多 点 地震計 観測)の 調 査が,
12月21日 よ り2月8日 の間 に 「しらせ」 の航 空機支援 の 下で行 われた。
昭和基 地の建設作業 の 中心 である居住棟 と汚水処理棟 は12月20日,建 設用地 の除雪か ら始 ま り,基 礎工事 を12月 末
まで行 った。新居住棟 は年 明 けか ら床 パ ネル,壁 パ ネルの取付 け を順次行 い,1月21日 には全パ ネルが組上が り23日,
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棟上式 を行った。汚水処理棟は土間のコンクリー ト打設が ユ月15日 に完了 し,そ の後,鉄 骨組上げを行い,壁 パネル
(イソバン ド)取 付 けを2月3日 に完了した。新居住棟の床暖房のための温水配管工事は1月2日 に始まり,25日 に
主管系の工事が完了 したが,新 居住棟の内部工事(温 水の各室配管,電 気配線,内 装,家 具)は2月 以降も続けられ
た。昭和基地ローカルエ リアネッ トワークの敷設工事は12月 下旬に光ケーブルをケーブルラック上に敷設 し,1月 上,
中旬に端末機器の設置,調 整を行った。太陽光発電装置は1月 中旬より,架 台の基礎工事 を始め,1月 末までに,太
陽電池パ ネル16枚(20kW)の 取付け,配 線 を完了 した。通信用短波受信 アンテナは蜂の巣山ロンビックアンテナの
南,200mの 丘の上に1月 下旬に設置 された。 また,金 属製IOOke燃 料タンクの見晴らし岩地域への設置,非 常用発
電機の設置,新 発電棟の第1,2冷 凍機の交換,搬 入車輌(ラ フテ レー ンクレーン)の 組立,故 障車輌の整備が行われ
た。
昭和基地での観測関連の作業としては,宙 空部門の大型短波 レーダーの第2期 工事が行われ,16基 のログペ リアン
テナが じゃがいも池北方の尾根上に建設された。回収気球実験では1月19日 と24日 に3機 の気球が放球され,搭 載さ
れた観測器(大 気採集装置)は ヘ リコプターにより無事 回収 された。その他,　NOAA衛 星/DMSP衛 星受信用L/Sバ
ンドアンテナ,　ERS衛 星用アンテナ,電 離層観測用FMCWレ ーダーアンテナ等の設置工事が行われた。
2月1日,第37次 隊 と第38次 隊の越冬交代が行われた。越冬交代後 も,「 しらせ」からの支援(3日 間),37次 越冬
隊員有志による支援 をあおぎ,居 住棟の内部作業,大 型短波 レーダーアンテナ(36次 隊設置分)の 修理が行われた。
14日,昭 和基地へ最終便のヘリコプターが飛び,昭 和基地に残 っていた38次 夏隊員 と,作 業支援,引 き継 ぎのため残
留 した37次 越冬隊員が 「しらせ」 に収容された。「しらせ」はこの日午後,定 着氷 を離脱 し,翌15日,ア ムンゼン湾
に到着,リ ーセルラルセン山地域の地学調査隊を収容する待機体制に入った。以後,3日 間の天候待機の後,18日,
一時的な雲の切れ間をとらえヘ リコプター5便 により,地 学調査隊7名 と岩石試料3.5tを 収容 した。この頃,「 しら
せ」乗員に急病人が発生 したため,「 しらせ」は患者を日本へ移送するため,航 路を変更 し,フ リーマン トルへ緊急
入港することになった。これに伴い,海 底地形調査,帰 路の係留系設置,測 点6～11ま での停船観測はとりやめ となっ
た。「しらせ」は最小限のヘ リコプター防錆作業後,19日 にアムンゼ ン湾を発ち,23日,南 緯55度 を通過 し,28日 昼
にフリーマ ントル港外に停泊 した。同日,患 者移送を行った後 「しらせ」は反転南下 し,3月4日,南 緯55度 を通過,
再び南極海に入 り,6日,計 画航路上の停船観測点13に 到着 し,以 後当初計画に沿った船上観測を続行 した。3月16
日,「 しらせ」は南緯55度 を通過 し,17日,　 XBT集 中観測の終了を以て,38次 夏隊の全ての観測計画 を完了 した。19
日,「 しらせ」はホバー トに初めての入港 を果たし,寄 港地行事,オ ース トラリア南極局 との交流を行 った後,21日
出港,23日 にシ ドニーに入港 した。第38次 夏隊は37次 越冬隊 とともに28日朝,シ ドニー空港を発ち,同 日夕刻,成 田
空港に到着 し,す べ ての第38次 夏隊行動 を終了 した。
(2)昭 和基地 オペ レーシaン
① 輸 送
12月19日,「 しらせ」 は昭和基 地沖30マ イルの地 点 よ り,ヘ リコプ ター第1便 に よ り,山 内隊長,帖 佐 艦長,金 戸
副 隊長,報 道他10名 による表敬訪問 を行 い,37次 隊へ 郵便物,託 送品,生 鮮 食品 を届 けた。第2便 で山岸夏 隊長他11
名が夏作 業の準備 の ため昭和 基地 入 りし,夏 宿舎 で受 け入 れ準備,37次 隊 との作業打 ち合わせ を行 った。
20日,21日 には昭和 基地へ残 りの 人員 と建築 基礎工事物資,緊 急物資38tが 空輸 された。併行 してS16へ は20日 か ら
24日 までの間,ド ーム旅行 のための 人員 と物資90tが 空輸 された。
「しらせ」 はその後,弁 天島付近 の多年氷 に悩 まされ た ものの,1563回 のチ ャージ ングを行 い,27日 深夜,昭 和 基
地 見晴 らし岩 沖500mの 地点 に予定 よ りも早 い接 岸 を果 た した。 同夜,た だ ちにSMIOO雪 上 車等 の重量物輸 送,貨 油
輸送(30日 まで に416t)が 行 われ,28日 か ら1月4日 まで氷上 ソ リ輸 送(209t),4日 か ら9日 まで空輸(240t)が 行
われた。
② 建設 作業
昭和基 地の建設作 業の 中心 であ る新居住 棟 と汚水処 理棟 は12月20日,建 設用 地の 除雪 か ら始 まった。準備空輸 で運
ばれたセ メ ン ト800缶,型 枠,鉄 筋等 を使用 して基礎 工事 を行い,続 い て鉄骨 架台 の組 立 を31日 まで に完 了 した。 新
居住棟 は1月2日 よ り床 パ ネル,壁 パ ネルの取付 け を順 次行 い,1月21日 に全 パ ネルの取 り付 けを完 了 し,23日 に棟
上式 を行 っ た。 汚水処 理棟 は土 間の コンク リー ト打 設 を1月15日 に完了 し,そ の後,鉄 骨組 上 げを行 い,壁 パ ネル
(イ ソバ ン ド)取 付 け を2月3日 に完 了 した。建設 に要 した延べ 人工 は新居住 棟405人 工,汚 水 処理棟229人 工,ま た
コ ンクリー トプラ ン ト132人 工で あった。
新居住 棟の床暖房 の ための温水配管工事 は1月2日 よ り始 ま り,主 管系(発 電棟か ら新 居住棟機械 室)の 配管 は25
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日までに完了 したが,新 居住棟内の廊下,各 室配管及び電気配線工事は2月 に入っても続けられた。夏作業期間中の
温水配管,配 線作業人工は229人 工であった。
昭和基地 ローカルエリアネットワークの敷設工事 は12月 下旬に光ケーブルをケーブルラック上 に敷設 し,1月 上,
中旬に端末機器の設置,調 整 を行った(53人 工)。 太陽光発電装置は1月 中旬より架台の基礎工事を始め,1月 末ま
でに太陽電池パネル16枚(20kW)の 取付け,配 線 を完了 した(101人 工)。 通信用短波受信 アンテナは蜂の巣山ロン
ビックアンテナの南,200mの 丘の上に1月 下旬に設置された(40人 工)。
(3)船 上観測
① 海洋物理 ・化学
「しらせ」の全航路にわた り,1日2回 の表面採水を行い,水 温測定 と化学分析を行った。また,1日2～4回,
投下式水深水温計(XBT)に より,水 温の鉛直分布を測定 した。特に,往 路の東経101度 ～93度,及 び復路の測点13
からホバー ト直前 までは1～2時 間毎の集中観測を行 った。　CTD・ 各層観測 については,荒 天,及 び 「しらせ」の
航路変更 により観測を中止 した測点2,6～11を 除 き,計 画 した19測 点中12点 で観測を実施 した。測点5,10,17の3
点 において,ア ルゴスシステムを利用 した表層漂流ブイを放流 した。また往路の測点1,3,5,復 路の測点17,19の
5点 において投下式海流計(XCP)に より,水 深1500mま での海流の水平成分 と水温の鉛直分布を測定 した。海底地
形調査は緊急事態(「 しらせ」乗員に急病人)発 生のため,中 止 した。
② 海洋生物
「しらせ」の全航路にわた り,表 面海水モニタリング装置によ り,表 面海水中の水温,塩 分,ク ロロフィル蛍光,
プランク トン粒子数,栄 養塩濃度を1分 毎に自動測定 し,船 位などの航海情報 とともにパソコンに収録 した。また,
揚水 された海水中のクロロフィルa濃度を測定 した。観測行動中,　NOAA,　 ADEOS衛 星の海洋,海 色観測データを第
1観 測室に設置 した衛星受信 システムで受信 した。また停船観測時,水 中分光放射計により海水中の上向き放射輝度,
下向き放射照度を測定 した。
停船観測点において,双 子型 ノルパ ックネットによるプランク トンの採集を行った。また,ニ ースキン採水器を用
い水深200mま での各層から海水を採取 し,ク ロロフィル濃度測定,プ ランク トン種組成調査の試料 を得た。
「しらせ」の往路,12月12日,生 物国際定点付近(南 緯62度35分,東 経72度10分)に セディメン トトラップと流速
計から成る係留系 を設置 した。この係留系は復路,揚 収する予定であったが,「 しらせ」の航路変更のため,来 年 ま
で揚収を延期 した。 また,復 路設置予定であった係留系は日本へ持ち帰った。
③ 地学(地 磁気 ・重力)
「しらせ」の全航路での海上地磁気三成分,海 上重力の連続測定,及 び関連 した航海情報(水 深を含む)の 記録を
行 った。 また検定のための8の 字航行を実施 し,寄 港地ではシン トレックス重力計による重力測定を行った。また,
南緯60度,東 経107度 付近で海底地形(海 山)調 査を行 った。
④ 気水圏
地球環境の温室効果に最も重要な働 きをする二酸化炭素の海洋による吸収量を確定するため,大 気中と表層海洋中
の二酸化炭素分圧の連続観測を行った。大気中の二酸化炭素は第1観 測室,表 層海洋中の二酸化炭素は第5観 測室で
行 った。また,第1観 測室では対流圏オゾン濃度の連続観測,エ アロゾル粒子の計数,サ ンプリングを行った。
(4)昭 和基地及び周辺における観測
① 海洋物理 ・化学
東 オングル島西の浦の潮位 との比較観測のため,可 搬型潮位計 をラングホブデ,ス カルブスネス,ス カーレン地域




写真図作成のためのGPS観 測による基準点の新設,刺 針を実施 した。東 オングル島では国際GPSサ ービス機構に寄与
するためのGPS連 続観測点のデータ管理装置の設置,地 殻変動検出のため既設水準路線の改測を行った。
③ 気水圏(回 収気球)
39次 隊で計画されている大気球によるクライオジェニ ックサ ンプリングの予備実験 として,今 回はゴム気球 に搭載
したグラブサ ンプラーの回収実験を行った。1月19日,1号 機は9時5分 に放球 され,高 度20.1kmで 大気採取後,
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昭和基地の東南東9kmの 地点に落下 し,ヘ リコプターにより11時13分 に回収された。24日 に2号 機,3号 機が8時
15分,10時40分 にそれぞれ放球 され,高 度20km,10kmで 大気採取後,海 氷上に落下 し,ヘ リコプターにより無事回
収 された。
④ 地学(地 震 ・重力)
可搬型広帯域地震計2台 をリュッォ ・ホルム湾沿岸露岩域(ス トランニッパ,ス カーレン)に 設置 し,1ケ 月の観
測を行った。その後,地 震計は長頭山,と っつき岬に移動 され,観 測を継続 している。これにより,リ ュツォ ・ホル
ム湾地域の地殻,上 部マン トルの地震学的構造を面的に探ることが可能になる。また,各 露岩では新たに重力基準点
を設置 し,ラ コス ト重力計 による重力測定を行った。昭和基地の重力基準点と結合 し,越 冬中数回測定することによ
り,リ ュツォ ・ホルム湾地域の地殻変動の検出を試みる。
⑤ 生 物
ラングホブデ袋浦で12月21日 から2月8日 までアデリーペンギンのモニタリング,採 餌場所及び採餌 トリップの調
査,心 電計測,自 動モニタリングシステムの設置を行った。今夏は194番 が繁殖 し,308羽 の ヒナがふ化 し,1月31日
の時点で178羽 の ヒナが生存 した。
湖沼水における環境要因調査 として,ラ ングホブデ,ス カルブスネス,ス カーレンの湖沼水,湖 底堆積物の採集を
行 った。 また,堆 積物の原因 となる岩石,藻 類の採集 も行った。
定着氷下の植物プランク トンの増殖と光合成有効放射の関係を調べるため,昭 和基地周辺の定着氷に4箇 所の穴を
開け,12月26日 ～1月29日 の間,定 着氷下の植物 プランク トンの採集 を行 った。また光合成有効放射の連続観測を行
い,週 に一度,定 着氷下の光合成有効放射を測定 した。
「しらせ」艦尾及び昭和基地周辺の定着氷 より釣 り,篭 網 により魚類及び底生生物 を採集 した。採集 された生物は
第5観 測室冷凍冷蔵庫のロビー(室 温マイナス1度)に 設置 した水槽で飼育 し(エ アレーションのみ,餌 は与えず)
ホバー ト入港まで生 き残った個体の一部を3月20日,日 本へ空輸 した。
⑥ 観測関連の工事
宙空部門では大型短波 レーダーの第2期 工事が行われ,16基 のログペリアンテナが じゃがいも池北方の尾根上に建
設された。また,37次 隊が同地域に建設 した第2HF小 屋の中に,短 波 レーダー本体を設置 した。2月 上旬 より試運
転を開始 し,現 在良好 なデータが得られている。また,大 型短波 レーダーの第1期 工事 として36次 隊により建設 され
たログペリアンテナ16基 はその後のブリザー ドにより,3基 が倒壊,全 アンテナについて長いエ レメントの折損等の
被害が発生 していたので,修 理を行い,ほ ぼ原状回復 した。所要人工はレーダーの調整,ア ンテナ修理を含め382人
工であった。
宙空,気 水圏部門のNOAA衛 星/DMSP衛 星受信用L/Sバ ンドアンテナは衛星受信棟の南東40m,旧NOAA衛 星受信
アンテナを取 り外 した土台の上に設置 した。　ERS衛 星用ア ンテナは地学棟の南25mの 岩盤上にコンクリー トの土台 を
作 り設置 した。電離層観測用FMCWレ ーダーアンテナ(高 さ10mの ワイヤー ダイポール2組)は 椎葉庫の北東70m付
近に建設 した。
(5)ア ムンゼン湾地域のおける観測
国立極地研究所地学研究 グループの第V期5か 年計画 「東南極の リソスフェアの構造 と進化研究計画」の初年次 と
して,西 エ ンダービーランド・アムンゼン湾のリーセルラルセン山周辺地域の調査 を行 った。同地域はナピア岩体を
構成する露岩域であ り,地 球で最 も古い岩石が存在する地域である。12月16日,ヘ リコプター14便 により,14t余 の
物資が人員 とともに空輸 され,17日,9名 の支援隊員により発電機,ト イレ,冷 凍庫等を備えた小屋がベースキャン
プに建設 された。以後,2月18日 のピックアップまで65日 間にわたり,7名 の調査隊員は,地 質調査 と地形調査の2
グループに別れ,調 査を行った。調査はリーセルラルセ ン山周辺 に設置 した3つ のキャンプ地(A,B,C点)を 中
心とする3地 域で行 われた。その結果,3.5tの 岩石 ・堆積物試料が得 られた。ベースキャンプの設備は総て日本に持
ち帰る予定であったが,撤 収時,悪 天候のためヘ リコプターの飛行が困難な状況であったため,現 地に残置 し,後 日
の回収にゆだねることにした。地学調査の他,ペ ンギン生態調査,可 搬式潮位計 による比較潮位観測,測 地基準点の
増設,基 準重力点の設置,将 来の人工地震実験のための偵察などが行われ,ア デリーペ ンギンの大規模な営巣地,コ
ウテイペンギンの営巣地が見つかった。
(6)内 陸旅行
金戸副隊長をリーダーとする旅行隊は ドームふ じ観測拠点での越冬隊員9名,38次 支援隊員2名,オ ブザーバー
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(報 道)1名,交 換 科学 者1名 の13名 か ら成 り,12月29日,同 拠 点 に向け,Sl6を 出発 した。同 日,ド ームふ じ観測
拠 点で は氷床 ボー リン グ用 ドリルが ス タ ックす る トラブルが発 生 し,封 入液(酢 酸 ブチル)を 緊急 に輸送す る必 要が
生 じた。 同拠 点か らの酢酸 ブチ ル緊急輸 送隊(藤 井37次 隊長他2名)が みずほ基地 に到 着 した時点(1月2日)で 本
山隊員他1名 を緊急輸送 隊に同行 させ,酢 酸 ブチル を早期 に届 け るこ とに した。緊急輸 送隊 は ドームふ じ観測拠 点 に
1月6日 到着 した。一方,本 隊は途 中,雪 氷学 的観 測 を行 いつ つ旅行 を続 け,1月16日,同 拠点 に到着 した。37次 隊
の ドームふ じ観測拠 点か らの撤 収 はボー リングコアを輸 送す る先 発隊5名 と,38次 隊 との引 き継 ぎを行 う後発 隊4名
とに別 れて行 われた。先 発隊 は同拠点 を1月8日 に出発 し,S30に19日 に到着 し,コ アは同 日 「しらせ」 に空輸 され
た。 後発隊 は1月25日 に,38次 支援 隊員,オ ブザ ーバ ー等 と ともに同拠点 を出発 し,2月8日,Sl6に 到 着 した。 雪
上車 の整備作業 を行 った後,10日 に 「しらせ」 に収容 された。
(7)越 冬隊による観測
昭和基地では,1997年2月1日,37次 隊 より実質的な運営を引 き継いだ後,2月20日 には正式に越冬が成立,1998
年2月1日,39次 隊に引き継 ぐまで順調に観測,設 営 を担った。通常の定常観測 をほとんど欠測なく続けたのに加え,
電離層部門では新たに持ち込んだFM-CWレ ー ダーによる観測が開始 され,気 象部門ではオゾンゾンデの強化観測を
実施 した他,モ ニ タリング研究観測気水圏系の大気微量成分モニ タリングを担当して実施,さ らにエアロゾルゾンデ
観測を共同で行った。研究観測の主なものは,宙 空系では,地 磁気や超高層のモニタリング,第2ア ンテナを新たに
設置 した大型短波 レーダー(HF)に よる電離層観測,オ ーロラ光学観測,　EXOS-DにDMSPを 加えた衛星観測,気 水
圏系では,大 気 ・物質循環観測 としてのエアロゾル観測や地球観測衛星受信,新 たなNOAA衛 星受信観測,航 空機に
よる大気採集や海氷 ・氷河観測,地 学系では地震モニタリング観測,　PRARE地 上局設置に伴 うERS-　 2衛 星軌道決定,
超伝動重力計による地球潮汐 ・自由振動の観測,露 岩域での重力,地 震観測,生 物 ・医学系による土壌藻類モニタリ
ングや地上 ・航空機か らのペンギンやアザラシのセンサス,湖 沼 ・海洋調査などであった。多くの観測項目をかかえ,
ブリザー ドによるアンテナ被害や故障対策に苦労 しながらも,着 実に成果をあげることができた。
設営関係では,少 ない人数で多 くの仕事 をこなさざるをえず,忙 しい1年 を送った。越冬交替後 も,夏 作業を継続
し,第1居 住棟,汚 水処理棟の建築残作業や非常発電機の設置作業等を行い,居 住棟の内装作業は6月 まで続いた。
残置されていたアスベス トの処理,雪 の重みで歪んだケーブルラックの補修,車 両,雪 上車整備など行いつつ冬を迎
えた。年間を通すとブ リザー ドの襲来回数は多 くはなかったが,秋 口には連続で来襲 し,そ のたびに,出 入 り口や非
常口の確保から,車 両,ソ リの掘 り出 し,各 所の ドリフト除雪に苦労 した。 また,厳 冬期には,上 水の取 り入れ口や
排水パイプ等の凍結が相次 ぎ,そ の対策に奔走,基 地内施設の高度化の割に,基 本的設備が旧態依然であることを感
じた。冬明けの野外活動に備えて,雪 上車整備,補 給燃焼の準備,ソ リ整備等 も大仕事であった。越冬後期 には次隊
を迎える準備を早々に始め,第10居 住棟の解体は順調に完了 したが,「 しらせ」行動が変更されたため,除 雪は道半
ばで39次 隊が到着 して しまうという事態であった。前次隊では,運 転安定性に問題のあった発電機1号 機であるが,
38次越冬中は,1回 の停電 もなく,順 調な運用が続けられ,1998年1月 の39次 隊によるオーバーホールに至った。航
空機は,ピ ラタス機が37次 隊で持ち帰 りとなったため,セ スナ機1機 での運用 となったが,多 岐にわたる観測の他,
ルー ト偵察や海氷調査,人 員 ・物資輸送にも重用され,年 間の飛行時間は270時 間を越えた。南極条約環境保護議定
書の発効 を前に,昭 和基地にたまった廃棄物処理の一環 として,大 型の廃棄物約71ト ンを,38次 隊越冬中の通常の廃
棄物35ト ンと合わせ国内に持ち帰った。
野外活動も活発 に行われた。地学関係では,広 帯域地震計による観測や重力,　GPS観 測が沿岸露岩域で次 々と場所
を移 して行われ,さ らに内陸氷床上でも地震のアレイ観測やスチーム ドリルの試験にS16や みずほ基地までの旅行が
行われた。生物関係では,陸 上生態系のモニタリングや湖沼 ・海洋調査に,東 西オングル島から,ラ ングホブデ,ス
カルブスネス,ス カーレン等お よびその周辺海洋上まで,広 く調査旅行が毎月何度 も行われた。この中で,か つて海
であった前に淡水湖であった証拠の残 る湖や,ス カルブスネス船底池でのアザラシ化石は大 きな発見であった。 ドー
ムふ じ観測拠点(以 下 ドームふ じ)で の越冬を支えるため,夏 期の旅行に加 え,冬 明け後,10-11月 にかけ補給旅行
を実施 した。約130本 の燃料 ドラム缶や必要物資 を補給 したと共に,旅 行中ルー ト上で気象や重力,　GPS観 測を実施,
また帰路には ドームふ じで排出 した廃棄物を持ち帰った。多くの調査旅行が同時多発的に行われ,基 地内人員は大い




38次隊 として,37次 から継続 している観測項 目に加え,以 下の測器 を持ち込み,新 たな観測を始めた。電離層垂直
観測10-B観 測装置,112MHzオ ーロラレーダー送信装置,　FMCWレ ーダー,新 データロガーシステムである。また,
持ち込み機器が多 く,電 離棟および旧電離棟内が手狭になったため,機 器類の配置替え,電 源系統の整備等を行った。
今次隊で観測 を終了 し機器を撤収 したものは,オ メガ電波受信測定,　VHF衛 星帯(NNSS)電 波による全電子数の観
測,短 波周波数偏移測定であり,短 波電解強度観測は観測新プログラムが完成するまで観測 を休止とした。
多 くの新規持ち込み機器の設置,立 ち上げ,調 整を行 ったが,順 調に立ち上がらない ものがあ り,苦 労する。国内
における作動試験や調整期間の不足が目立ち,機 器立ち上げの遅れを招いた。通信総合研究所の担当者 との連絡体制
が整わない問題 もあった。 また,ブ リザー ドの強風によるアンテナ,給 電線類の破損が相次 ぎ,機 器故障も多 く発生
した。早期修理を心掛けたが,担 当隊員1名 のため,単 独では修理できぬ ものも多 く,他 分野の隊員の協力を得るた
め遅れがちになった。観測機器の増加で,棟 内での電磁 ノイズによる相互干渉を避ける対策が必要 と思われる。
② 気 象
37次 隊に引き続 き定常気象観測を行 った。総合自動気象観測装置(AMOS-2)は 年間を通 じて順調 に作動 した。




宙 空系 の第V期5カ 年計 画 として,プ ロジェ ク ト研究観測 は 「南極域 熱圏 ・中間圏へ のエ ネルギー流入 と大気 変質
の研 究」 を,モ ニ タ リング研究観測 では 「極域電磁 環境 の太 陽活動 に伴 う長期変動」 を推進す る こととなった。38次
隊で は,プ ロ ジェク ト研 究観測 において,南 極域 の オーロ ラ帯か ら極冠域 の広域 にわた ってエ ネルギー流入 を面的 に
観測す るた めに,第2大 型 短波 レー ダー(HFレ ー ダ)の 建 設 と,36次 隊 が建設 した第1大 型短波 レー ダー の改 修作
業 を行 った。 さ らに,　DMSP衛 星受信 を新 た に立 ち上 げ,　EXOS-D衛 星 か らの デー タ受信 を引 き続 き行 った。 モニ タ
リング研究 観測で は,電 磁エ ネルギー流 入や高エ ネルギー粒子降 下のモニ タリングと して超高層 モニ タリング観測や
オーロラ光学観測,イ メージ ングリオメー ター観測,地 磁 気観測,共 役観測 を実 施 した。
1)プ ロ ジェク ト観 測
・HFレ ー ダに よる電 離層 電場観 測:第1レ ー ダーで 引 き続 きブ リザー ド時 にア ンテ ナエ レメ ン トの折損が 多発 した
他,送 受信 部関連 で も故 障が多か った。第2レ ー ダーの方 は良好 なエ コーが得 られた。航空機 に よりア ンテナパ ター
ンの測定 を行 った。
・　EXOS-D衛 星受信:越 冬 後半 に衛星 は遠 地点 に達 し,受 信 パ ス数,時 間が 多 くな り,3な い し4名 で3交 代 で受信
した。
・DMSP衛 星受信:新 た に設置 したL/Sバ ン ド受信装 置 によ り,　DMSP　 (Defence　 Meteorological　 Satellite　Program)
衛 星の デー タを受信 した。可視画像 によ りオーロ ラの空 間分布,時 系列 解析 を,ま た粒子 デー タによ りオーロ ラ粒
子 特性の定量 解析 を行 う。受信 デー タは4mmDATテ ー プに記 録す るが,記 録装置 の故 障な どが あった。
2)モ ニ タリング観測
・オー ロラ光学 観測:フ ィル ム式,あ るいはSIT全 天 カ メラお よび掃天 フ ォ トメー ター に よ り3月 か ら9月 下旬 まで
観測 した。3月 前半 と8-9月 にアイスラ ン ドとの共役 点観測 を実施 した。
・超高層 モニ タリ ング:37次 で更 新 された新 システ ム と旧来の システム との並行 運用 を行 った。新 システムでは ネ ッ
トワー クを通 じて,極 地研究所 か ら も稼働状 況 を監視 で きるよ うにな り,ま たサマ リーデー タの昭和基 地か らの伝
送 も始 め た。西 オ ングル テ レメ トリー施 設で は,冬 期5-8月 にはバ ッテ リー充電 を行い,11月 にはULF,　 VLFの
キャ リブ レー シ ョンを実施 した。
・イメー ジング リオ メー ター:電 源ユ ニ ッ ト故障の ため欠測 したほかは順調 に継 続。
・地磁気 観測:最 低 月1回 の頻 度で絶対値 観測 を行 った。磁気儀 を途 中で交換 したので,そ れ に伴 う観 測手法,処 理
プロ グラムの整備 を行 った。その他,フ ラックスゲー ト磁力計 に よ り地磁気 変化観測 を継 続 した。
② 気水 圏系
プロ ジェク ト研 究観測の 「南 極大気 ・物 質循環観測 」で は,南 極大陸 内陸部 に位置す る ドー ムふ じ観測拠点で の観
測 と同期 して,沿 岸の昭和基 地 にお いて,エ アロゾル に関 して地上で の観測,ゾ ンデに よる観測 を実 施 した他,航 空
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機による沿岸と内陸を結ぶエアロゾル ・水蒸気観測や大気サンプリング,同 位体測定のための二酸化炭素精製等を行 っ
た。1997年1月 には回収気球予備実験3年 目としてグラブサ ンプラーを搭載 した小型気球 を3発 飛揚,回 収 し,成 層
圏大気の採集に成功 した。 さらに1998年1月3日 には,回 収気球実験の本番とし,ク ライオジェニックサンプラーを
飛揚 し,高 度30kmま で11高 度で大気を採集,パ ラシュー トにより開水面に着陸,3日 後に しらせによ りサンプラー
を回収 した。
モニタリング研究観測では 「大気微量成分モニ タリング」が中心で,し らせ船上での大気及び表面海水中の二酸化
炭素等の観測,昭 和基地では以前から継続(前 年度 までは大気化学観測計画)し ている地表大気中の二酸化炭素,メ
タン,オ ゾン濃度の連続観測,各 種 目的の大気サ ンプリング,可 視分光器による成層圏オゾン ・NO2観 測が行われ
た。雪氷関連の 「氷床氷縁監視と氷床表面質量収支のモニ タリング」では,衛 星観測の地上検証 という観点を兼ねて,
航空機による氷河 ・氷縁写真撮影を行った。また昭和基地からドームふ じ観測拠点への夏旅行及び補給旅行の際には,
ルー ト沿いの雪尺観測,表 面積雪サンプリング,無 人気象観測装置の保守等 を行った。「海氷成長 ・融解過程のモニ
タリング」としては,航 空機による写真撮影,表 面温度測定の他,受 信 した衛星デー タの解析を通 じ,研 究を進めた。
「衛星データによる極域地球環境変動モニタリング」 として,多 目的衛星データ受信システム(大 型アンテナ)に
よるJERS-　 1,　ERS-2の 受信 を従来同様継続 した他,新 しくNOAAやDMSP衛 星データ受信のためのL/Sバ ンド受
信 システムを導入し,こ れらのデータ受信,処 理,収 録 を行った。 さらに,　NOAA衛 星のAVHRR画 像データは,基
地内LANに より気象棟 と隊長室の端末で表示できるようにし,天 気予測や隊のオペ レーション遂行の参考資料として
も利用された。
③地学系
38次 隊から始 まった第V期5カ 年計画の中で,プ ロジェク ト研究観測 としては 「南極大陸の進化 ・変動の研究」の
下,「総合的測地 ・固体地球物理観測 による地球変動現象の監視と解明」お よび 「東南極 リソスフェアの構造 と進化
の研究」が取 り上げられ,前 者は主に昭和基地での観測として,後 者は主に野外での観測として行われた。また,モ




,問 題であったノイズは取 り除 くこ
とができ,デ ユア冷却装置故障も応急処置で対処 し,順 調に観測継続できた。ヘリウム液化 を3回 実施
・ERS-2衛 星追尾:小 型アンテナ　(PRARE地 上局)を 設置 し衛星軌道決定のための衛星追尾
・ドリスビーコン:衛 星　(TOPEX/POSEIDON,　SPOT　2　)　軌道精密決定用基準信号を送信
2)地 震 ・地殻変動モニタリング
・短周期 ・広帯域地震計連続観測:37次 建設の新地震計室へ短周期および広帯域地震計 を移設
,ワ ークステーション
による新収録 システムも導入し,保 守作業が軽減 した。
・沿岸露岩域における広帯域地震計観測:可 搬3成 分地震計をとっつ き岬
,ラ ングホブデ,ス カルブスネス,ス カー
レン等に複数設置 し観測。
・GPS連 続観測:ワ ークステーション収録,国 内への自動データ転送
・海洋潮汐連続観測:海 一ヒ保安庁水路部による定常観測の支援で,西 の浦設置の水圧型検潮儀により測定 し,メ モリー
パックにデータ収録。
・沿岸露岩域 ・内陸旅行におけるGPS観 測,重 力測定:GPSト リンブル受信機2台 にて昭和基地 と干渉側位を,ま た
ラコス ト重力計にて重力測定を実施.リ ュツォ ・ホルム湾沿岸の他,み ずほ基地,ド ームふ じ観測拠点旅行にてルー
ト_上観言負り。
3)東 南極 リソスフェアの構造と進化の研究
・地震アレイ観測:構 造探査用地震波形収録装置5台 により氷床止みずほルー トで実施
・掘削試験:将 来の地殻構造探査で発破孔掘削のためのスチーム ドリル試験運転実施
・投下式地震計試験:ペ ネ トレーター型地震計の無線試験 を実施
・空撮:沿 岸露岩調査,裸 氷帯,モ レーン調査,氷 縁監視などの飛行を計15回 実施
・地電位および全磁力連続観測:地 学棟西山に設置 された地電位電極,お よび地学棟西に設置されたプロ トン磁力計
センサーの信号 を収録
④生物 ・医学系
生物 ・医学系ではプロジェクト研究観測 として 「南極環境と生物の適応に関する研究」を,モ ニ タリング研究観測
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として 「海氷圏変動 に伴 う極域生態系長期変動モニタリング」 を38次隊では取 り上げ,越 冬中の観測 として,前 者で
は露岩域生物相の起源と定着 に関する研究を,ま た後者では陸上生態系モニタリングと海洋大型動物モニタリングを
実施 した。いずれも露岩域,野 外での調査 ・観測が多 く,8-11月 には,2週 間に1度 の割で各1週 間の調査旅行が
行われた。
1)露 岩域生物相の起源 と定着に関する研究
・湖沼調査:測 深,水 質,採 泥調査等 を23の湖沼で実施
・海洋調査:底 質 ・底生生物調査 をリュツォ ・ホルム湾南北線上および陸岸等164地 点,ア ムンゼ ン湾1地 点にて実
施
・生物相の地球化学的評価:炭 素,酸 素の安定同位体比の分布特性の解明を目的に帰国後分析
・湖沼コアリング調査:ピ ス トンコアラー等により,19湖,35本 のコアを採取
・海洋 コアリング調査:ス カーレン沖,オ ーセン,ド ッケネ,中 の浦の4地 点にて実施
・陸上の海成堆積物調査:湖 沼周辺等で トレンチ掘削や柱状掘削。スカルブスネス舟底池湖岸でアザ ラシ化石発掘
・ヘキサゴンチェンバー観測:環 境変化が植物に与える影響評価のため人工環境観察
2)陸 上生態系モニタリング
・土壌細菌の定点観測:土 壌採取,ベ ンチコー トシー トによる土壌中セルロース分解活性の測定
・土壌藻類の定点観測





・コウテイペンギ ン:航 空機により梅干岩付近とリーセルラルセ ン半島で各3回 実施
・ウェッデルアザラシ:航 空機により宗谷海岸沖海域において3回 実施
・アデリーペンギン:航 空機,地 上か らの個体数調査,巣 数調査,採 餌 トリップ調査
4)医 学研究(寒 冷高地における呼吸機能の変化,順 応 に関する研究)
・昭和基地:低 圧環境下での動脈血ガス分析 として,航 空機によりドームふ じ観測拠点 と同 じ高度の12700ftを 飛行
し実施 し,延 べ8名 の試料を採取 した。また,春 期 ドーム補給旅行において も,動 脈血ガス分析,脈 拍,呼 吸回数,
息止め時間ピークフローの検査を行った。
・ドームふ じ観測拠点:低 圧高地環境への適応を調べ るため,動 脈血酸素飽和度,体 力,体 位,皮 下脂肪測定,エ ル
ゴメー ター運動負荷試験,睡 眠調査,動 静脈血ガス分析,生 筋検査等 を行った。
(7)-3ド ームふ じ観測拠点における観測
① 地上気象観測
1996年1月 から始まった ドームふ じ観測拠点越冬用の観測装置による観測を,1998年1月20日 まで続けた。観測結
果は,毎 週月曜日に極地研観測協力室,極 地研気水圏研究 グループ及びグループ及び気象庁南極観測事務室に報告 し
た。国立科学†事物館で開かれた 「南極展」には,日 最高気温と日最低気温を7月18日 か ら11月16日 まで通報 した。
1997年 の年平均気圧は597.6hPa,年 平均気温は一54.4℃,年 平均風速は6.1m/sで あった。ブリザー ドは昭和基地
とは基準が異なるが,B級 が5回,C級 が6回 で特に10月 から12月 に6回 観測 され,建 物等は ドリフ トに埋 もれた。
大気混濁度の観測は,携 帯型サ ンフォ トメータにより1997年2月 から4月 までと,9月 か ら1998年1月 まで行った。
② 氷床変動システムの研究観測
5か 年計画で行われた氷床 ドーム深層掘削計画が終了 し,プ ロジェク ト研究観測 として,標 記観測が5か 年計画で
開始 された。当初,深 層掘削,掘 削孔検層,雪 氷表面観測や多点での無人気象観測,ド ームふ じ観測拠点周辺域 にお
ける雪氷観測,浅 層掘削が計画されたが,1996年12月 の掘削 ドリルが孔内に引っかかったため,深 層掘削 と掘削孔検
層は実施で きなかった。
雪氷表面観測は降水量や蒸発 ・凝結量の観測を毎 日続け,雪 尺観測や表面積雪採取 を月2回,ハ イボ リュームエア
サ ンプリングと積雪断面観測 をほぼ月1回 行った。 また,熱 収支観測のため,地 表付近のおおよそ1mと0.1mの2
高度で気温 と風速を,積 雪内6点 で雪温を観測 した。
無人気象観測は,ド ームふ じ観測拠点に設置 してあるデータロガータイプの無人気象観測装置のデータ回収,電 池
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交換等 を行ったほか,衛 星 にデー タを送信する米国製無人気象観測装置(AWS:ウ ィスコンシン大学 と共同)を 設
置 し,36次 隊が設置 した1台 と合わせて通年運用 した。越冬終了後,36次 隊設置の1台 を回収 し,み ずほ基地に設置
を計画 したが,輸 送途中の損傷で国内持 ち帰 りとなった。
浅層掘削は,ド ームふ じ観測拠点において10月14日 か らll月14日 までで130mま での掘削 を行った。第2回 観測旅
行では南緯79.0度,東 経42.5度 の地点で4日 間で56.5m深 の掘削 を行った。なお11月 の第1回 観測旅行では ドーム領
域周辺に1985年 に26次 隊で設置された雪尺の再測を行い,12年 間の堆積量はほぼ100cmで あった。
深層掘削は実施できなかったが,関 連作業 として液面 レベルの監視,ド リル引き上げの試みを行った。 また,37次
隊掘削の深層 コアのうち,現 場処理が行われていなかった2250か ら2500m分 について,4月 か ら6月 にかけて密度測
定,層 位構造観察,電 気伝導度測定,写 真撮影を行い,切 断後コアケースへ収納 した。さらに,コ ア保存雪洞の落盤
で埋 まっていたコアケースの掘 り出し,修 復を8月 に実施,9月 から10月 には持 ち帰 りコアの梱包を行った。
③ 大気 ・物質循環観測
新 しく始 まったプロジェク ト研究観測の一一つ として南極大気 ・物質循環観測が計画 され,ド ームふ じ観測拠点にお
いて大気微量成分観測や大気物理観測が実施された。これ らのほとん どは新たな観測であ り,施 設の整備か ら始める
必要があった。観測機器の収納のための大気観測棟の建設,気 球観測のための気球充填雪洞の掘削,気 球充填室の建
設や,気 球充填用のヘ リウムボンベの搬入,精 密観測機器の組立,設 置などを行い,ほ ぼ予定 した観測を実施 した。
大気微量成分の観測は,特 にエアロゾルとエアロゾルに関連するガス成分について,気 球,ラ イダーによる鉛直分
布の観測,地 上での微量成分の連続観測,地 上エアロゾル,微 量ガスのサ ンプリングを行った。気球観測は2kg及
び3kgの ゴム気球によりオゾンゾンデ13回,エ アロゾルゾンデ14回 の飛揚 を行い,一 部 を除いて30kmを 超える鉛直
分布観測が実施できた。ライダーは4月 から12月 まで成層圏 ・対流圏観測 と境界層観測を213日 間にわたり実施 した。
オゾンホールの形成の以前から始まる成層圏エアロゾル(極 成層圏雲)の 変動の増加の様子などを捉えた。地上での
微量成分の連続観測は,エ アロゾルについては3種 の計測器で,水 蒸気は露点湿度計実施 した。地上オゾン濃度,大
気中ラドン濃度の連続観測 も実施 した。微量成分サ ンプリングは化学分析用の粒径別エアロゾルサ ンプリング,マ イ
クロプローブ分析用エアロゾルサンプリング,カ ルポニルスルフォイド分析用エアーサ ンプリング,揮 発性有機化合
物分析用吸着管サ ンプリングを実施 した。
大気物理観測は,放 射収支観測,雲 分布観測,高 層気象ゾンデ観測,係 留ゾンデ観測を実施 した。放射収支観測は,
下向き,上 向き全放射量,波 長約0.7μm以 下の上向き短波放射量,下 向き ・上向き長波放射量の観測を実施 した。
放射計への着電の影響評価など課題は残っているが,ほ ぼ1年 にわたる貴重なデータを得た。雲分布観測は,赤 外全
天カメラによる連続観測を予定 していたが,観 測用の窓の曇 り防止が困難なため等の理由から,手 持ちによる観測を
日に数回実施 した。高層気象ゾンデ観測は,上 層風の測定 にGPSを 利用するGPSゾ ンデを用いた。 これまでい くつか
の自然条件か らドーム基地での高層の風の観測が実施で きなかったがGPSゾ ンデの使用によ り,そ の可能性が立証 さ
れたことは貴重である。観測は5月 から10月 の冬期強化観測期間には2日 に1回,そ れ以外は7日 ～5日 に1回 の観
測 とし,ブ ロッキング高気圧進入時期や雲量増加時等を中心 として日に1～4回 の観測をする強化観測 を7期 間につ
いて行 った。係留ゾンデ観測は地上100m程 度までの境界層 を観測するために8月 か ら1月 にかけて37日 間行い,逆
転層の日変化などのデータを得た。
④生物 ・医学観測
ドームふ じ観測拠点(以 下 ドーム)は 標高3810m,年 平均気圧595mb,最 低気温は氷点下80度 に達する東南極高
地にある。低い気圧 と低酸素,低 温それに隔離された狭い空間と日照に起因するヒトの心身への影響が予測された。
旅行に伴 う急性高山病は軽症であったので,実 際に問題になったのは慢性期の高所順応と運動能力の低下,凍 傷,不
眠などであった。今回は高所順応 と運動能力,不 眠について検討 した。
1)身 体計測には体脂肪率を測定できる体重計を風呂場に設置 し,体 重と体脂肪率 を各隊員に測定,記 録 してもらっ
た。皮下脂肪厚,四 肢周囲径は皮下脂肪厚測定器と巻 き尺を用いて,往 きのしらせで1回,越 冬中に6回 計測 した。
越冬中の変動については食事量 と作業量の関与が大きいように思えた。
2)ヘ モグロビンと赤血球の増加は,4名 が1月31日 に,残 りの5名 が4月ll日 の時点でそれ以後 と同 じ値を示 した。
ドーム到着後1カ 月から3カ 月で血液の酸素運搬能は最大 になったと思われた。血液ガス分析は動脈血 と静脈血で
行った。酸素解離曲線oDcの 位置を決める赤[血球内の酵素2,3-DPGを 測るために遠心分離 した静脈血の血球成分
を冷凍保存 した。




4)高 所順応の程度 を筋肉内の血管増殖などの構造的な変化お よび酸化系酵素の増加などから評価す るために筋生検
を行った。標本は,局 所麻酔下に,左 の腓腹筋内側頭か ら長 さlcm,　 太 さ2mmの 大 きさの ものを2個 採取 し,95
%エ タノール固定標本 と急速冷凍標本 とした。急速冷凍には,補 給隊によって昭和基地から搬入されたネオクール
ディップを利用 した。
5)不 眠に関 しては7月 中旬から11月 中旬まで,睡 眠時間,睡 眠の深さ,飲 酒量などを5名 の隊員 に依頼 して毎日調
























クラ イス トチ ャーチ(ニ ュー ジー ラ ン ド)着
クラ イス トチ ャーチ発 マ クマー ド基地 着
マ クマー ド基地発 アム ンゼ ンース コ ッ ト南 極点基地着
南極点基 地に滞在 し,観 測 ・基地 施設 を調査
アム ンゼ ンー スコ ッ ト南極点基地発 マ クマ ー ド基地着
設営 施設,廃 棄物処理 調査
ス コ ッ ト基地(ニ ュー ジー ラン ド)訪 問,基 地 施設調査
ブラ ック島通信基地,ド ライバ レー野外キ ャンプで 自然エ ネルギー設備 と環境 保全施設 を調査
雪 上滑走路や航 空オペ レー シ ョン調査
サバ イバ ルス クール
〃




石沢賢 二(国 立極地研究 所 ・文部技 官)
(4)目 的
米 国マ クマー ド基地,ア ム ンゼ ンース コ ッ ト南 極点基地 及び スコ ッ ト基 地(ニ ュー ジー ラン ド)の 設営施 設並び
に環境保 全活動 の調査
(5)調 査項 目
①マ クマー ド基地 の設営活動 と設備
② アム ンゼ ンース コッ ト南極点 基地の設営 設備
③ 自然エ ネルギ ーの利用調査
④ ス コ ッ ト基地の設営施 設
(6)調 査 に よ り得 た情 報
マ クマー ド基地
輸送:物 資の輸送 は,3隻 の船舶 とニュー ジー ラ ン ドの クラ イス トチ ャーチ と基地 の間 を就航 してい る大型航空
機 によ り行われ ている。船舶 の内訳は,砕 氷船,タ ンカ ,ー貨 物船 で,そ れ ぞれ年 に1回,基 地 に物資 の補給 を行
う。 また,大 型輸送機 が1シ ー ズ ンに100便 以hニ ュー ジーラ ン ド問 を往復 し,人 員お よび物資 の輸送 を行 う。 ま
た,2機 の小 型航空機 を運用 し,南 極内の野外 観測 支援 を実 施 している。 さ らに,ヘ リコプ ター4機 も野外 観測 支
援 のため に,夏 の間基地 に配備 されてい る。滑 走路 は3ケ 所 設けてお り,氷 上お よび雪面状態 に よ り使 い分け る。
人員:基 地 には夏期 間 に1,000人 以 ヒが 滞在 し,極 点 基地や野外 観測 支援 の ために働い てい る。 その内,科 学 者
は約240人 で あった。 隊員の構 成で注 目されるの は,オ ペ レー シ ョンの ほ とん どを民 間会社 に委託 してお り,南 極
観測 の実施責 任者で あ るNSFの 職員 は数 人だけであ る。 大型輸送機 の運航 は,海 軍 と空軍 が担 当 してい るが,海 軍
が 南極 か ら全 面的に撤 退す るため,今 後 は空軍のみ での運航 となる。
環境保 全:廃 棄物 処理部 門には,夏 期 に20人,冬 期 に3人 の 人員が配置 されて処理 に当た ってい る。 汚水処理 は
まった く行われ てお らず,高 速 カ ッターで汚物 等 を裁断 して海 に排 出する。 可燃物 の焼却 は行わず,す べ て を持 ち
帰 る。 また,厨 房か らの生 ゴ ミも冷 凍 コンテナに入れ て持 ち帰 る。基地 で再利 用 してい る物 は,現 在 は廃 油だ けだ
が,将 来は,木 材 をチ ップに し,暖 房 に利用 する計 画があ る。 基地 には,約33,000klの 燃料が 金属 タ ンクに保管 さ
れてい る。 タンクの周 囲は防滴堤で 囲われ,そ の表面 にプラスチ ックシー トを敷 き,オ イルス ピル に備 えている。
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アムンゼ ンースコット南極点基地
マクマー ド基地から直線で1,357kmの 距離を空路約3時 間で到着する。この基地への物資輸送は,す べて大型輸送
機で行い,シ ーズ ンに220回 ものフライトを実施する。基地には夏期約200人 が滞在するが,越 冬は27人 が機器などの
メンテナスにあたる。造水は,雪 面下約100mに 掘った井戸 と雪面に設置 した造水槽を使用 している。排水は,す べ
て雪中に流 し込む。廃棄物は細かい分別が行われてお り,マ クマー ド基地に持ち帰 る。現在,基 地の建て替 えが行わ
れてお り,深 夜までブル ドーザが忙 しく稼働 していた。
自然エネルギー利用
南極点基地では,太 陽光を利用 したものとして,ト ロンブ壁が有効利用 されていた。これは,太 陽エネルギーを壁
面に取 り入れて建物 を暖房するものである。 また,マ クマー ド基地近傍のブラック島の通信基地では,3kWの 風力
発電機4基 と太陽電池パネルおよびディーゼル発電機でのハイブリッド発電が順調に稼働 していた。 さらに,ド ライ
























星野 保(工 業技術院北海道工業技術研究所 ・主任研究官)
(4)目 的
南極域の電磁現象(地 磁気 ・オーロラ ・電波)の 比較研究





超高層部門 二中山基地に今回新たに搬入 した全天モノクロ ・テ レビカメラの設置及び調整を行 った。またこれまで
に設置されている,地 磁気 ・フォトメター ・全天パンクロテレビカメラ ・イメージングリオメタ一等の保守 ・点検 ・
校正作業を行った。この間,極 地研究所から昭和基地で2月1日 ～2日 に特別観測を実施するとの連絡 を受けたため,
中山基地において連続データの収集に努めた。
生物学部門:長 城,マ ラジョージナヤ,中 山各基地においては微生物採取のための各種土壌,淡 水,コ ケ群落の採
集を行 った。長城基地では,こ れまで未知であった糸状菌類(カ ビ類)に よるコケ植物の分解過程について調査 し,
試料 を持ち帰った。また,こ れまでに植生調査の行われていない中山基地周辺についてはコケ植物,地 衣類の分布調






昭和基 地 は東 南極 リュ ッ ォ ・ホ ルム湾東岸 の 大陸氷縁 か ら西に約4km離 れた東 オ ングル島上 にあ り,天 測点 は
69°OO'22"S,39°35'24"Eで 標高 は29.18mで あ る、,
(2)建 築物
建物48棟 の総床 面積 は約5,707inL'で 発 電棟2,作 業棟2,居 住棟3,観 測 ・研究棟11,ロ ケ ッ ト関係 棟4,多 目
的衛 星デ ー タ受信 システム,倉 庫2棟 が,束 オ ングル島の岩盤 の上 に建 て られてい る。他 に,見 晴 ら し岩西側 に燃
料貯 蔵 タンク,観 測棟東側 と電離棟周辺 には 各種観測 用の アンテナ群及 びセ ンサ ー類が あ り,基 地北 側の ア ンテナ
島に送信棟及 び送信 アンテナ群があ る。
(3)電 力
発 電棟 に300kVA(240kW)1基と200kVA2基 の発電 機が 配備 され てい る。 通常 は300kVA発 電 機1基 の 運転 で
基 地全体の電力 を賄 ってい るが,300kVA発 電 機の点検 時には200kVAの2基 並列運転 も行 う。 また,非 常用 として,
基地 主要部か ら離 れた夏期 隊員宿舎横 の非常 発電棟 に200kVA発 電機2基 を設置 してい る。
(4)車 両,航 空機
夏期 の建設作業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラ ック等の装輪車が あ り,冬 期作 業用 としてブル ドーザ ー,パ ワー
シ ョベル,小 型雪上車 があ る。また,内 陸や沿岸域 な どの野外調査 用 と して大型雪上車,中 型雪上車,小 型雪上車,
浮上型 雪上車,ス ノーモー ビル等 が配置 され ている。 さらに,/」・型航空 機(ピ ラ タスポー ターPC-6,セ スナ185)
を運用 してい る。
(5)通 信
昭和 基地 と国 内 との通信連絡 は,イ ンマ ルサ ッ ト衛 星 を利 用 して行 われてお り,電 話,フ ァックス,テ レ ックス
な どが利用 で きる。 また,極 地研究 所 との間で は,こ の衛星 を利 用 した静止 画像伝 送(SSTV)の 運 用 も行 われ て
いる。電報 は,昭 和基地 とNTT東 京 電報 サ ー ビス セ ンター間 を インマルサ ッ トの フ ァックス通信 で結 び,送 受信
される。短波通信 は,内 陸基 地や旅行隊 との連 絡 に用 い られているが,共 同FAXニ ュー スの受信 も行われ る。 また,
1997年2月 か らは電子 メー ルが利 用で きるよ うに なった。
(6)医 療
毎年1～2名 の医療 隊員が派遣 されてお り,医 療器具 も大型 レン トゲ ン装置 か ら歯科治療 台 まで一応 の もの は備
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旧 娯 楽 棟
旧 電 離 棟
地 磁 気 変 化 計 室
旧 第7発 電 棟
旧 余 熱 室











レー ダ ー テ レ メ ー ター 室
コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー
組 立 調 整 室
発 射
?
観 測 倉 庫




気 象 棟 前 室
環 境 科 学 棟
??
? 信 棟
ロ ケ ッ ト暖 房 機 室




















軽量鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で14.5m2を 増設
1967(8)1高 床,木 製パ ネル
1381気 水 圏,超 高層観測,個 室2
ト
1967(8)木 製 パ ネル








1967(8)高 床,ア ル ミパ ネル
28|夏 期:し らせ 電信室
1968(9)1高 末,木 製パ ネル
100個 室10,娯 楽 図書
1969(10)
86
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ ト レ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ー
1969(10)
22
高床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で移設
夏期:し らせヘ リコプター管 制1
一
1969(10){高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
861ロ ケ ッ ト組 立,ク レ ー ン,ラ ン チ ャ ー
'971
31ユ)檀 選 纂射ターンテーブル'上 屋なし1
1970(11){高床,軽 量鉄骨,折 板


















這 遽 観則渥 上にパラボラアンテナ1高 床,軽 量 鉄骨,木 製パ ネル














1高 床,木 製 パ ネル
1電 離 層観測,大 小便所
－ll3一
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途
地 学 棟 1977(18)101
高床,木 製パネル
地学,雪 氷,地 震観測









48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂,便 所







鉄骨2階,鋼 板 パ ネル,木 製パ ネル
300KVA発 電 機1基,200KVA発 電機2基,冷 凍 ・冷蔵食糧庫,暗 室,
風 呂,便 所,洗 面,理 髪室
仮 作 業 棟
1985(26)
　 　 ll2
パ イプ,断 熱 シー ト
航空 ・建築物 品庫,本 丁作 業
作 業 工 作 棟
1986(27)
289
鉄骨,鋼 板パ ネル,木 製パネル
車両整備,機 械物品庫
衛 星 受 信 棟 1988(29)117
高床,木 製パネル
衛星受信設備
ヘ リポ ー ト待機小屋 1990(31)32
冷凍庫パネル改造
しらせヘ リ要員待機







1階 鉄骨,2・3階 集 成材,鋼 板 ・木製パ ネル
隊長室,厨 房,食 堂,医 務室,体 育娯楽室,図 書室,通 信 室,倉 庫






























冷凍庫,冷 蔵庫,設 営倉庫,設 営事務室


































昭和 基地 の南 東約270kmの 内陸氷床 一ヒ(70°41'53"S,44°19'54"E,標高約2,200m)に あ るこの基地 は第11次(昭
和45年)に コルゲー ト棟 を設 置 したの を始 め と して年 々拡 充 されたが,27次 隊 で閉鎖 され,28次 隊 か らは無 人観 測点
として機能 している。
(1)建 設物
雪面 下に コルゲー ト棟,観 測棟,居 住 棟,ポ ー レ ックス棟,超 高層観測室,医 療棟 の計6棟,延 床 面積106mL'の 建
物 の他,ト レンチ を利用 した発電機室,ボ ー リング場,雪 洞 による実験 室が ある。 また地 上には,通 信 用 ア ンテナ,
30mの 気 象 タワー な どが設 置 され ている。
(2)電 力等
16kVA(12.8kW)発 電 機 を有 し,居 住棟 と観測棟 の暖房 お よび風呂 は発電機 エ ンジ ンの冷却 水熱 を利用 して行 え
る。他 の建物 の暖 房は電気パ ネル ヒー ターが使用で きる。
みずほ基地平面図















あす か観測拠 点 は,ブ ライ ド湾か ら約140kmほ ど内陸に入 った氷床 上の基地 で,第26次 観測 隊か ら建設 が始 ま り,
第28次 隊で越冬が 開始 され たが,1991年12月 に越冬観測 が中断 され,現 在 は無 人で気象観測装置 や実験用 の風力発電









ヘ リ コプ ター に よ る
輸送(65km)
レ/
















＼ / 1L-104, 一「一一 ____、


































建物 配置 を図に示す。 建物総面 積は約433.6m2で,主 屋棟 ・発 電棟 ・観測 棟 ・通路 兼倉庫 ・冷凍庫 ・飯場棟 か らな
る。
あすか観測拠点配置






;＼ ＼∴ 騰 夏゜蓼㌫ 平{
1＼ 、 べ ≦〉 光 学 棟050100nlI
KX-一 一.「一一 ＼一一ー 一_一 一一一上三士 ±liEII-一 」
あすか観測拠点建物一覧
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途








100.0 厨房 ・食堂 ・通信 ・寝 室
発 電 棟
1985(27) 木製パネル
95.0 発電機室 ・風呂 ・便所
観 測 棟
1986(28) 木製パネル
105.0 観測室 ・医務室 ・寝室
通 路
1986(28) 鉄 パ イプ ラチ ス ・木製パ ネル,一 部分不燃 パ ネル
93.1 倉庫兼用
○電 力
常用電源 と して30kVA(24kW)発 電機2機 が発電棟 に設 置 され ている。




昭和 基地 の約1,000km南 の氷床上 の頂部 に位 置す る観 測拠点 で,氷 床 ボー リングの ために1995年2月 よ り越冬 を
開始 した。位置 は,77°19/O!"S,39°42'12"Eで,標高 は3,810mで あ る。
(2)建 設物
建物9棟 の総 床面積 は298m2で,発 電棟 ・食堂棟 ・居 住棟 ・観測棟 な どの地上 施設 の他,雪 面 下の ドリル作業室
と掘削制御 室か らなる。避難施 設 を除 く地上建物 は通路 でつ なが れ食糧保存庫等 に使用 してい る。
ドームふじ観測拠点建物一覧
建 物 名 建設年(隊 次) 床面積(m2) 構 造
発 電 棟 1995(35) 44.6 冷凍庫パネル改造
食 堂 棟 1994(34) 36.5 冷凍庫パネル改造
居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
観 測 棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
医療 居住棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
避 難 施 設 1994(34) 45.9 パ イプ トラス,断 熱帆布
ドリル作業室 1995(35) 32.4 冷凍庫パネル改造
掘 削 制御室 1995(35) 9.7 木軸,断 熱鋼板パ ネル
通路物 品庫 1995(35) 107.8 冷凍庫パネル改造
大気 観測棟 1997(38) 20.3 冷凍庫パネル改造
(3)電 力等
常用電源 として28kVA(22.5kW)2基 が発電棟 に設置 されている。 このほかに ドリル作業室に掘削用 として28
kVA発 電機1基 がある。生活用発電機は,常 時1基 で運転 しているが,掘 削用は必要な時に運転する。生活区画の
暖房はエンジンの余熱とボイラーで行い,造 水は雪ブロックを融かして行う。
(4)車 両
物資の補給 はすべて昭和基地からブル ドーザ,大 型および中型雪上車を使って行う。現地にはこれらの車両 とク
レーン車,小 型パワーショベルなどがある。
(5)通 信
日本 との連絡は,イ ンマルサ ット衛星通信で行い,電 話,フ ァックス,テ レックス,カ ラー静止画伝送(SSTV)
が利用できるが,不 通になる時間帯がある。昭和基地 との定時連絡は,短 波通信で行っている。電報の送受はすべ
て昭和基地を経由して行 う。
(6)医 療
毎年1名 の医療隊員が滞在 し,健 康管理 と治療業務を行 う。医療器具は小型X線 装置やポータブル超音波診断装






































平成9年 度の南極地域 観測 に係る資料 整理 は,以 下 の資料等 につ いて実施 された。
これ らの資料整理 は順 調 に進 み,研 究発表 は,学 会等におけ る口頭 発表 の他Memoirs,　 南極 資料,　JARE　 Data　 Re-
ports及 び関係学 会誌 にお いて行われ ている。
(1)昭 和基地 観測 デー タ ・採 集資 料
観測項[|デ ー癌1蕊1明 間 一丁 記彌 ㌫lkイL様 識 一幕 一 呆管機膜「'1
　 一ー-一 一ー 　　　一一一1
定常観測 ・電離層 小 関
??
ドへ 　 　 　 　　　
電 離 層 垂 直観 測:イ オ ノ グラ ム
i









3.5イ ンチ 光 磁気 デ ィス ク 42枚




一 『…L-一 一 一 † 一 一 　 一
リ オ メ ー タ 雑 品 渡|1997.2.1-;レ ク チ ホ リ38・ ・1・ リ
Il998・1・31MH・ ・ 地 鰍H・ 妙
一一'… 一… 一一 ー一十　








m磁 気 記録 テ ー プ
リ オ メ ー タ20MHz・30
D成 分,オ ー ロ
11998.1.311ラ レ ー ダ5・MH、,リ オ ・ 一 タ3・MH。
L-一__一_
1997.2.1～ リ オ メ ー タ30MHz,地 磁
1998.1.31
1199㌦1.31謬1:点聾響i瓢:L㍗ 豊麗 譜
MHz,　 リ オ メ ー タ30MHz
-一 ート ー











打 点 記 録 計E906ZNF　 オ メ ガ10.2KHz・
13.6KHz,リ オ メ ー タ30MHz,地 磁 気H成
分
10巻




打 点 記 録 計E906ZNF　 オ ー ロ ラ レ ー ダ50






























観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
FMCWレ ー ダ ー観イ オ ノ グ ラム 1997.5.5～ 5イ ンチ光 デ ィス ク 1巻 通信総合研究所
測 1998.1.15
1998.1.15～ 3.5イ ンチ光 磁 気 デ ィス ク 1巻
1998.2.4
リオ メー タ,短 波 雑音温度 1997.2.1～ 2400ft磁 気 テ ー プ 53巻
電界強度測定,電 受信電界強度 1998.2.2




定常観測 ・気象 江 崎 雄 治
地上気象観測 現地気圧,海 面気圧, 1997.2.1～ 観 測 野 帳,日 表,月 表,自 記 記 録 紙,3.5 1年 分 気象庁
気温,露 点温度,蒸 気 1998.1.31イ ンチMO
圧,風 向 風 速,日 照 時
間,全 天 日射 量,雲,
視程,天 気
高層気象観測 高度約30kmま での気1997.2.1～ 観測 記 録,観 測 原 簿,3.5イ ンチMO 1年 分
圧,風 向,風 速 一40℃ 1998.1.31
までの湿度
特殊ゾンデ観測 オゾン分圧の鉛直分布 1997.2～ 観測 記 録,3.5イ ンチMO 54回 分
1998.1
上向き,下 向き放射量 1997.5～ 観 測記 録,3.5イ ンチMO 20回 分
の鉛直分布 1997.10
粒径別エアロゾルの鉛 1997.4～ 観 測 記録,3.5イ ンチMO 6回 分
直分布 1998.1
オゾン観測 オゾン全量 1997.2.1～ 観 測 記録,3.5イ ンチMO 255日 分
ロング反転 1998.1.31 38回 分
シ ョー ト反転 18回 分
地上オゾン濃度観 濃 度 デ ー タ 1997.1.17～ 観 測 記 録,自 記 記 録紙,3.5イ ンチMO 1年 分
測 1998.1.31
地上日射 ・放射観 大気混濁度 ・直達日射 1997.2.1～ 観 測 記 録,3.5イ ンチMO 1年 分
測 量 1998.1.31
全天日射量 ・散乱日射 1997.2.1～ 観 測 記 録,3.5イ ンチMO 1年 分
量 ・紫 外 域 日射 量 ・波 1998.1.31
長別紫外域日射量 (ただし極夜期
間 は除 く)
下向き放射量 ・長波長 1997.2.1～ 観測 記録,3.5イ ンチMO 1年 分
放射量 1998.1.31
その他の観測 Sl6気 温,風 向 風 速 1997.2.1～ 観測記録 1年 分
(ロ ボ ッ ト気 象 計) 1998.1.31
海氷上の積雪量 1997.2～ 観測記録 llケ 月分
1997.123.5イ ンチFI)
一122一
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 大 川 隆 志 ・瀬戸口 正
HFレ ー ダ に よ る raw,fit,inx,1997.2.8～
1
5イ ンチMO 13枚 国立極地研究所
電離層電場観測 sm「,　 vec,　 cmp, .1998 .1.31CD-ROM 19枚
err,　 scd,　 rUI1, 8　mm　 Exabvte　 MTΨ 12巻
MT,MV,UUIog
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 大 川 隆 志 ・瀬戸口 正 ・菅 原 仁 ・竹 内 智
テ レメ トリに よ る EXOS-D 1997.2.1～ 2400ftMT 320巻 国立極地研究所
人工衛星受信 Sバ ン ドデ ー タ1998.1.31
モニタリング研究観測 ・宙空部門 瀬戸口 正
DMSP衛 星受信 OLS,　 SSJ/　 4 1997.3.10～ 4mmDAT 157枚 国立極地研究所
1998.1.31
イ メー ジ ング CNA 1997.2.2～ 5イ ンチMO 16枚
リオ メー タ観 測 1998.1.31
モニタリング研究観測 ・宙空部門 竹 内 智
フイルム式全天 全 天 オ ー 。 ラ噸ll997.2.27一 FUJI　 FILM　 F-500　 (400ft) 12巻 国立極地研究所
カメラ観測 1997.8.9カラ ー フ ィル ム
1997.8.10～ FUJI　 FILM　 F-250D　 (400ft) 5巻
1997.10.5カ ラ ー フ ィル ム
SIT全 天 カ メ ラ観全天オーロラ画像 1997.2.27～ TEAC　 MA-200W 9枚
測 1997.10.5
掃 天 フ ォ トメー タ 日録 バ イナ リー デ ー タ 1997.2.27～ SONY　 MO　 DISK 1枚
一観測 1997.6.7EDM-1301
(5577,H13輝 線) 512byte/sector,　 ll91MB
日録 バ イナ リーデ ー タ 1997.6.9～ SONY　 MO　 DISK 1枚
1997.10.5EDM-1301
1 512byte/sector,　 1191MB
週 録 バ イ ナ リ ー デ ー タll997.6.9～
{
SONY　 MO　 DISK 1枚
1997.10.5EDM-1301
512byte/sector,　 1191MB
月録 バ イナ リーデ ー タ 1997.6.9～ SONY　 MO　 DISK 1枚
1997.10.5EDM-1301
} 512byte/sector,　 1191MB
モニタリング研究観測 ・宙空部門 大 川 隆 志
超高 層 モ ニ タ リン
1
相 関記 録1997.2.1～ 感 熱 式 チ ャー ト 12冊 国立極地研究所
グ観測 (ULF,VLF,CNA,1998.1.312400ftMT 54巻lMAG)





ア ナ ロ グ デ ー タ1997.2.151
VLF広 帯 域 記 録 日997.9.21-
|




観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
地磁気観測 地磁気絶対観測 1997.2.1～ 3.5イ ンチMO 1枚 国立極地研究所
(D,1,F,H,Z) 1998.1.31
K-index
衛 星 リ ンクデ ー タ
(H,　Z,　D,　CNA,　 ULF-
D)
地磁気変化観測 1997.2.1～ 打 点 式 チ ャー ト 8冊
(H,Z,D) 1998.1.31
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 深 津 徹
大気中エアロゾル エ ア ロ ゾル パ ー チ ィ ク 1997.2.21～ ハ ー ドデ ィス ク及 び フ ロ ッ ピー デ ィス ク 137枚 名古屋大学太陽
濃度連続観測 ル計数(航 空機観測分 1998.1.31 地球環境研究所
を含む)
衛星受信計画 JE　RS　-　 1　 (SAR,　 OPS)1997.2,1～ DIカ セ ッ ト 15巻 国立極地研究所
1998.1.31受信ログ 1冊
EERS-　 1 1997.3 DIカ セ ッ ト 1巻
受信ログ 1冊
EERS-2 1997.2.1～ DIカ セ ッ ト 6巻
1998.1.31受信ログ 1冊
NOAA 1997.3.10～ 4mmDATテ ー プ 131本
1998.2.1受信ログ 1冊
海 氷 ・氷 河 ・氷 床 表 面 温度,　GPSデ ー タ,1997.2.28～ 8mmテ ープ(120分) 13本
観測 表面状況 1997.12.22カ ラー ネ ガ フ イル ム 16本
フ ロ ッピー デ ィス ク 4枚
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 江 崎 雄 治




プ リ ン タ出力 1年 分
CH濃 度 濃 度 デ ー タ 1997.2.1～ 3.5イ ン チFD 24枚 国立極地研究所
連続観測 1998.1.31ガス クロ チ ャー ト 12冊
地上o濃 度 濃 度 デ ー タ 1997.2.1～ 3.5イ ン チFD 24枚
連続観測 1998.1.31自記記録紙 12冊
プリンタ出力 1年 分
可視分光器による スペ ク トル デ ー タ 1997.2.1～ 3.5イ ン チFD 48枚 名古屋大学太陽
成 層 圏03,NO2観
測
濃度データ 1998.1.31プリンタ出力 1年 分 地球環境研究所
サ ン フ ォ トメー タ 大気混濁度 1997.2.4～ メ ー ルに てAWIに 報 告 1年 分 ドイ ツAWI
－による大気混濁 1998.1.29
度観測
プロジェクト研究観測 ・地学 東 敏 博 ・金 尾 政 紀
超伝導重力計によ 地球潮汐2秒 サンプリ 1997.1.27～ カ セ ッ トMT(CT-600N) 15巻 京都大学大学院









リュ ツ ォ ・ホ ル ム
湾域 にお け る空 撮
地電位および全磁
力連続観測
デ ーー タ 内 容
地 球 自 由振 動2秒 サ ン





ヒ記 カセ ッ トMTに 記 録
現地 気 圧2秒 サ ン プ リ1199.7.1.27～ヒ記 カセ ッ トMTに 記 録
ングデータLl99&1』 ㌧
地球 潮 汐 ・地 球 自由振 日997.1.27～
動 ア ナ ロ グモ ニ ター 記1998.1.29
録
現 地 気 圧 ・室 温 ア ナ ロ1997.1.27～
グモ ニ ター記 録1998.1.29
傾 斜 信 号 ア ナ ロ グ モ ニ1997.1.27～
タ ー 言己多呆1998.1.29
L22D,L28B地 震 計 デ1997.2.1～
ジ タ ル 記 録1998.1.31
1997.2.1～









理 化 電 機
6ペ ン式 レコー ダー
ヒ記 チ ャー ト紙 に記 録
チ ャー ト紙B9501AH
横 河2ペ ン式 レコー ダー
DATチ ー フ　 (　2　GByt.es)
デ ー タ ロ ガ ー(LS-8000)
8ミ リ ビデ オテ ー プ(High8　 )
ス ラ イ ドフ イル ム
(36†文撮 り)
ス ト リ ー マ テ ー プ(CT-600>
ハ ー ドデ ィ ス ク のS-80)

























地 球潮 汐2秒 サ ン プ リ
ン グデ ー タ
(TIDE)
地球 自由振 動2秒 サ ン






る野 外観 測 デ ー タ
ラ コス ト重力計 に よる
野 外測 定 デ ー タ
HES地 震計
アナログ記録
STS地 震 計BRB出 力



























































チ ャー ト紙 ハ イブ リ ッ ドレコ ー ダ(RD2212) 12冊
HES,　STS地 震計






















光 磁 気 デ ィス ク　 (230MBytes)










チ ャ ー ト紙
打 点式 記 録計(mRl80)
12冊
モニタリング研究観測 ・生物部門 瀬 戸 浩 二
SSSI地 区 の監 視 群落写真 1997.12.25～
1997.12.26
カラ ー フ ィル ム 6本 国立極地研究所
湖沼航空観測 航空写真 1997.2.2～
1997.12.26
カ ラー フ ィル ム 15本
湖沼航空観測 航空ビデオ 1997.2.2～
1997.12.26





カ ラー フ ィルム 7本
実験 チ ャ ンバ ー 気温,照 度 1996.12.26～
1997.12.26
3.5イ ン チFD 1枚
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観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
1997.2.1～`昭 和 基 地
1998.1.31
550m1ガ ラ ス フ ラ ス コ 47本
江 崎 雄 治
500m1ガ ラ ス フ ラ ス コ
500mlガ ラ ス フ ラ ス コ







10iア ル ミボ ン ベ 7本 国立極地研究所

















??? ?? ?? 「
フ ィル タ ー
一
59枚 東北大学理学部
大 気 中 エ ア ロ ゾ ル
サ ンプ リ ング
マ イ クロ プ ロー ブ
分 析 用エ ア ロゾ ル






　 … 一 一ー↑一

















± 壌 細 菌 モ ニ タ リ|ベ ンチ コー ト
ン グ




199δ.1.16～ オ ン グ ル 諸 島
il998.L281!
-一 一ーー ー 一_
1998.1.28オ ン グ ル 諸 島
1998.1.28
-一－t

















一ーーーー ーーー ーー 一ー十一ー 一
9点
ラ ン グホ ブデ 冷凍 3点1
|植 物 試 料|1997.12.19～ 1ラ ン グホ ブデ 冷 凍
….已998・2・71 一束オン鳩 一'一一!
　 　










オ ン グル諸 島 ～




ル ン ドボー クス ヘ ソタ
アム ンゼ ン湾
冷 凍 ・冷 蔵 ・乾 燥 146点
冷 凍 ・冷 蔵 ・乾 燥 163点
島根大学
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ル ン ドボ ー ク スヘ ッ タ





ラ ン グホ ブ デ ～
ル ン ドボ ー クスヘ ッ タ





オ ング ル諸 島 ～
ス カ ー レ ン
冷 凍 ・冷蔵 ・乾燥 4本
陸上海成堆積物 堆積物試料 1997.3.15～
1998.2.7
オ ング ル諸 島 ～
ル ン ドボー クスヘ ッ タ
冷 凍 ・乾燥 395点
アザラシ化石 化石 1998.1.2～
1998.1.4
スカ ル ブ ス ネス 封入 84点 国立極地研究所
年代測定用試料 化石 1997.3.15～
1998.2.7
オ ング ル諸 島 ～
ル ン ドボー クスヘ ッタ
封入 35点 島根大学
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(2)ド ームふ じ観測拠 点観測 デー タ ・採 集資 料
観測項目 デー タ内容
1
記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
気水圏系(地 上気象)金 戸 進 ・平 沢 尚 彦
地上気象観測 気圧 ・風 向 ・風 速 ・気










気 圧 ・風 向 ・風 速 ・気

































ドー ム 降水 量 デ ー タ 1997.3～
1998.1
FD 1枚
ドー ム昇 華 ・凝 結 量 観














ドー ムGPS観 測 デー タ1997.9～
ユ998.1
MO 1枚





ドー ム ドリフ ト採 取 1997.2～
1998.1
サ ン プル ビン 1000本
ドーム積雪断面採取 1997.2～
1997.12
サ ンプ ル ビ ン 140本
ドーム積雪断面採取 1997.4～
1997.12


































氷床コア 1997.12 全 コア 56m
掘削データ 1997.12 FD 1枚
ドーム往路旅行沿
い雪氷観測




























































フ ァ イル 1冊
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観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関



















気水圏系(大 気)林 政 彦
エアロゾルゾンデ
観測
高 度30kmま で の エ ア
ロゾ ル粒 径 別個 数 ・気




3.5イ ン チMO 2枚 名古屋大学太陽
地球環境研究所
3.5イ ン チFD 12枚
オゾンゾンデ観測 高 度30kmま で の オ ゾ
ン ・気 圧 ・気 温 ・湿度
1997.2～
1997.12
3.5イ ン チMO 2枚
3.5イ ンチFD 13枚








高 さ0～7mの エ ア ロ
ゾル ・気 温 ・湿 度
1997.7～
1997.11
3.5イ ン チFD 1枚
地上エアロゾル濃
度 ・露点温度観測
0.003～5ミ ク ロ ンの






地上オゾン観測 濃 度 デ ー タ 1997.1.21～ 3.5イ ン チFD 12枚 国立極地研究所
HD 1台












宇宙線量計測 1年 間の積算宇宙線 1997.1～
1998.1




3日 ご との積 算 エ ア ロ
ゾ ルサ ンプ ル
1997.2.8～
1998.1.13




酸性 ガ ス ・ア ル カ
リ性 ガ スサ ンプ リ
ング




フ ィル タ ー 107セ ット
(642枚)
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フ ィル ター 16枚 北海道大学低温
科学研究所
マ イ ク ロプ ロー ブ
分 析 用 エ ア ロ ゾル















サ ンプ ル シ リ ン ダー 24本
















透過宇宙線跡記録プレート 3セ ッ ト 名古屋大学工学
部,放 射線医学
研究所






3.5イ ンチFD　 (バ イ ナ リデ ー タ)MO(バ イ














230MB　 MO 1枚 国立極地研究所





230MBMO(専 用 フ ォー マ ッ ト) 25枚
写真撮影 1997.4～
1998.1




総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独 立大学院(学 校教育法弟68条 の規定に基づき学部 を持たず大学院だ
けを置 く大学)と して,昭 和63(1988)年10月 に設置された国itil大学である。
全国の大学研究者の共同研究推進について,中 心的役割をはた している大学共同利用機関の うちll研 究機関(高 エ
ネルギー加速器研究機構,国 、乞極地研究所,国 ウニ遺伝学研究所,統 計数理研究所,国 際日本文化研究センター,国 立
天文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構(分 子科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所)及 び国立
民族学博物館)と の緊密な連携 ・協力の ドに,そ れらの優れた人材 と研究環境 を基盤 として博 士後期課程の教育研究
を行 うことを特色 としている。こうした特色を生か して教育研究活動 を活発に進め,新 しい学問分野 を開拓するとと
もに,そ れぞれの専門分野において学術研究の新 しい流れに先導的に対応することので きる優れた研究者 を養成する
ことを目的としている。
2.総 合研 究大学院大学への参画
国立極地研究所は,平 成5(1993)年 度か ら総合研究大学院大学に参画 し,そ の基盤機関 として同大学数物科学研
究科に設置 された極域科学専攻(博 士後期課程3年)の 教育研究指導を行うこととなり,15名 の学生が在籍 し,2名
の学生が学位 を取得 した。
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相 互に関連 し,そ れ自体が…つの大 きな自然系 を構
成 している。極域科学は,こ の自然系に係る幅広い研究分野の基礎の ヒに立ち,地 球の 自然 を支配する物理的 ・化学
的 ・生物的諸過程 とその相互作用を地球規模のシステム科学として究明することを目的 としている。本専攻において




学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
市 川 収 極 域 陸 圏 (平成9年9月 修了)
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
2年 次
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 水 圏
外 田 智 千 極 域 陸 圏
1年 次
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
黒 木 麻 希 極 域 水 圏
3)学 位取得者一覧
氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日
市 川 収 Petrology　 of　the　 CR　 Chondrites 博士(理 学) 平成9年9月30日





大学共同利用機関は,国 立学校設置法第9条 の規定に基づ き,大 学の要請に応 じて大学院学生を受け入れることが
できることになっている。これに基づ き,国 立極地研究所では,昭 和56(1981)年 度から極地科学及びこれに関連す
る分野の大学院学生(特 別共同利用研究員)を 毎年受け入れ,必 要な研究指導を行っている。平成9年 度は,32名 を
特別共同利用研究員 として受け入れた。
特別共同利用研究員一覧
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
橋 本 久美子 九州大学大学院理学研究科
極 域 超 高 層 物 理 学
市 川 正 裕 東海大学大学院工学研究科
山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科
丸 山 奈緒美 東北大学大学院理学研究科
文 一枠 古京 縢
子 名古屋大学大学院理学研究科
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
青 木 真 一 東海大学大学院工学研究科
気 象 ・雪氷 学
河 野 美 香 岡山大学大学院自然科学研究科
極 地 雪 氷 学
竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科
内 藤 望 名古屋大学大学院理学研究科
飯 塚 芳 徳 北海道大学大学院地球環境科学研究科
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極 地 気 象 学
地 学
白 坂 瑞 樹 横浜国立大学大学院教育学研究科
極 地 地 形 学 ・ 地 質 学
斉 藤 紀 子 横浜国立大学大学院教育学研究科
青 木 賢 人 東京大学大学院理学系研究科
古 姓 昌 也 千葉大学大学院自然科学研究科
井 川 崇 千葉大学大学院自然科学研究科 南 極 固 体 地 球 物 理 学
福 原 哲 哉 信州大学大学院理学研究科
南 極 阻 石 の岩 石 ・鉱 物 学
海 田 博 司
1
東京大学大学院理学系研究科
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科




白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科 南 極 固 体 地 球 物 理 学
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研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
生 物 学
南 川 真 吾 京都大学大学院理学研究科
極 域 海 洋 生 態 学
山 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科
平 言睾 亨 東京水産大学大学院水産学研究科
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
一136一




当図書室は,極 地関係の文献センター として,南 極 ・北極に関する文献の収集 に力をそそいでいる。また,研 究 ・
教育機関の図書室 として,極 地に関する自然科学全般,た とえば超高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,
生物,医 学,寒 地設営工学,限 石,情 報科学などの分野に関する文献 ・資料の収集,整 理,充 実にもつとめている。
昭和基地の図書についても,図 書室で収集,管 理をしている。過去5年 間の年度別蔵書数及び増加冊数を2)に,年
度別所蔵雑誌タイ トル数を3)に 示す。
平成8年11月 か ら学術情報センターに接続 し,図 書および雑誌の所蔵情報 を提供 している。平成9年 度事業 として,
図書(和 洋共)2,754冊 の所蔵登録をした。現在 までの登録所蔵レコー ド数は,図 書(和 洋共)4,899件,雑 誌(和 洋
共)2,325件 で,図 書については順次遡及入力を行っている。
2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は増加冊数


















































































































3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数

















当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series　 A,
B,　C,　D,　E,　F,　G,　Special　 Issue　 (不 定 期),　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 (Upper　 Atmosphere　 Physics,　 Polar
Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Polar　 Biologyの4シ リ ー ズ を 各 年1回),平 成9年 度 か ら は
Antarctic　 Meteorite　 Research　 (Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteoriteの 継 続 後 誌,年1回),
JARE　 Data　 Reports(不 定 期,10カ テ ゴ リ ー の う ち 年 約10回),　 NIPR　 Arctic　 Data　 Reports　 (不 定 期),　 Antarctic
Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),　 Special　 Map　 Series　 of　the　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog
(不 定 期),　 Glaciological　 Folio　 (不 定 期)が あ り,そ の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。 平 成9年 度 の 研 究 所
成 果 刊 行 物 を2)に,過 去5年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 お よ び 頁 数 を3)に 示 す 。
2)研 究所成果刊行物




Memoirs　 of　National　 lnstitute　 of　Polar　 Research　 (　1冊)
　 Series　 F　 (Logistics),　 No.　 5:　Practical　 aspects　 of　 establishing　 snow　 and　 ice　 runways　 at　 JARE　 stations:　 In　 the
　 　 context　 of　the　 East　 Anartctic　 Air　 Network,　 by　 Valery　 Klokov　 and　 Kazuyuki　 Shiraishi.　 32　 p.　December　 1997.
Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 (4冊)
　 Proceedirlgs　 of　the　NIPR　 Symposium　 on　Upper　 Atmosphere　 Physics
No.11,170p.Januaryl998
　 Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 on　Polar　 Meterology　 and　 Glaciology
　 　 No.　 11,　 276　 P.　November　 l997
　 Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 on　Antarctic　 Geosciences
No.10,190P.October1997
　 Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 on　Polar　 Biology
No.11,173P.February1998
Antarctic　 Meteorite　 Research　 (2冊)
No.10,495P.September1997
No.11,209p.March1998
JARE　 Data　 Reports　 (6冊)
　 No.　 228　 (Oceanography　l7):　 Oceanographic　data　 of　 the　 34th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 from
　 　 November　 1992　 to　March　 1993,　 by　 T.　Hashima　 and　 M.　 Namiki.　 68　 p.　 October　 1997.
　 No.　 229　 (Seismology　 32):　 Seismological　 bulletin　 of　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1996,　 by　 Y.　 Nogi,　 H.　 Negishi　 and　 M.
　 　 Kanao.　 77　 p.　 December　 1997.
　 No.　 230　 (Ionosphere　 60):　 HF　 field　 strength　 data　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 from　 January　 to　December,　 1995,　 by
　 　 K.　 Inamori　 and　 M.　 Ichinose.　 16　p.　 March　 1998.
　 No.　 231　 (Ionosphere　 61):　 Radio　 observation　 data　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 during　 1996,　 by　 I.　Yumisashi　 and　 Y.
　 　 Makita.　 182　 p.　 March　 1998.
　 No.　 232　 (lonosphere　 62):　 Records　 of　 radio　 aurora　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 in　 1996,　 by　 I.　Yumisashi,　 M.
一138一
　 Kunitake　 and　 K,　Igarashi.　 29　 p.　 March　 1998.
No.　 233　 (Upper　 Atmos.　 Phys.　 16):　 Upper　 atmosphere　 physics　 data　 obtained　 at　 Syowa　 Station　 in　 1996,　by　 S.
　 Kawana,　 M.　 Kikuchi,　 T.　Sakanoi,　 1.　Yumisashi　 and　 M.　 Taguchi.　 202　 p.　 March　 1998.
NIPR　 Arctic　 Data　 Reports　 (　1冊)
　 No.　 3:　0ceanographic　data　 in　 the　 Greenland　 Sea　 around　 Svalbard　 in　 1991-1993,　 by　 S.　Ushio,　 H.　 Ito　 and　 N.　 Ono.
46p.March1998.
Special　 Map　 Series
　 No.　 6:　Antarctic　 Quaternary　 map:　 Distribution　 and　 inventory　 of　radiocarbon　 dates　 on　 the　 raised　 beach　 deposits　 in

















NIPR　 Arctic　 Data　 Reports
Antarctic　 Geological　 Map　 Series
Special　 Map　 Series
Catalo9



































珊.一 般 業 務
1.諸 会 議
1)評 議 員 会
研究所の事業計画その他管理運営に関する重要事項について所長に助言する。
第12期 評議員名簿 (任 期7.9.29～9.9.28)
秋田谷 英 次 北海道大学低温科学研究所長 下 鶴 大 輔 東京大学名誉教授
秋 葉 錬二郎 前宇宙科学研究所長 菅 原 寛 孝 高エネルギー物理学研究所長
秋 本 俊 一 東京大学名誉教授 田 中 昌 一 働日本鯨類研究所顧問
有 馬 朗 人 文部省学術顧問,理 化学研究所理事長 田 中 正 之 東北大学理学部長
奥 島 孝 康 早稲田大学総長 中 根 千 枝 働民族学振興会理事長
久 城 育 夫 岡山大学固体地球研究センター長 中 村 洗 二松学舎大学教授
國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 樋 口 敬 二 中部大学教授
小 平 桂 一 国立天文台長 平 野 哲 也 東京大学海洋研究所長
坂 元 弘 直 国立科学博物館長 松 田 達 郎 国立極地研究所名誉教授







第13期 評議員名簿 (任 期9.9.29～11.9.28)
秋 本 俊 一 東京大学名誉教授 清 水 良 一 統計数理研究所長
今 井 通 子 医師,登 山家 田 中 正 之 東北大学理学部附属大気海洋変動
尾 池 和 夫 京都大学大学院理学研究科長 観測研究センター長
大 門 隆 国士舘大学常任理事 中 村 洗 慶鷹義塾大学名誉教授
奥 島 孝 康 早稲田大学総長 西 田 篤 弘 宇宙科学研究所長
久 城 育 夫 岡山大学固体地球研究センター長 蓮 實 重 彦 東京大学長
小 泉 千 秋 東京水産大学長 樋 口 敬 二 名古屋市科学館館長
國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 平 野 哲 也 東京大学名誉教授
小 平 桂 一 国立天文台長 星 合 孝 男 国立極地研究所名誉教授
















第12期 運営協議員名簿 (任 期7.9.29～9.9.28)
荒 木 徹 京都大学大学院理学研究科教授 小 野 延 雄 国立極地研究所教授
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
川 口 弘 一 東京大学海洋研究所教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
坂 本 亘 京都大学農学部教授 白 石 和 行 国立極地研究所教授
書類 川 爾 朗 東京大学海洋研究所教授 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授
武 田 喬 男 名古屋大学大気水圏科学研究所教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
野 上 道 男 東京都立大学理学部教授 福 地 光 男 国立極地研究所教授
平 山 善 吉 日本大学理工学部教授 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授
廣 井 美 邦 千葉大学理学部教授 藤 井 理 行 国立極地研究所教授
前 晋 爾 北海道大学工学部教授 山 内 恭 国立極地研究所教授















第13期 運営協議員名簿 (任 期9.9.29～11.9.28)
荒 木 徹 京都大学大学院理学研究科教授 丸 橋 克 英 通信総合研究所宇宙科学部長
岩 坂 泰 信 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授
川 口 弘 一 東京大学海洋研究所教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
斎 藤 孝 基 明星大学大学院理工学研究科長 白 石 和 行 国立極地研究所教授
坂 本 亘 京都大学農学部教授 藤 井 理 行 国立極地研究所教授
島 村 英 紀 北海道大学理学部地震火山研究観測セ 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
ンター長 福 地 光 男 国立極地研究所教授
野 上 道 男 東京都立大学理学部教授 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授
平 山 善 吉 日本大学理工学部教授 山 内 恭 国立極地研究所教授














3)南 極 地 域 資 源 特 別 委 員会
(1)南 極鉱物資源特別委員会
所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。






















六 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,(設 営連絡会))
10)極 地観測隊員健康判定委員会
所長の諮問に応 じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者,及 びその候補者等の健康 に
関する事項について調査審議する。
11)極 地観測記録映画作成委員会
所長の求めに応 じ,極 地観測に関する記録映画の作成について助言を行 う。
12)北 極科学研究推進特別委員会
北極研究及び観測の推進に関する事項その他北極研究及び観測に係る事項等について調査審議する。

































1)外 国 出 張
山内 恭 教 授,
本 山秀 明 助教授,
平沢 尚彦 助 手,
金尾 政紀 助 手
8.11.14～10.3.28南 極地域
前 田千尋 会計 課長
9.4.6～4.16ロ シア連邦
デ ンマー ク王国
行 松 彰 助 手





佐藤 夏雄 教 授,
菊 池雅行 助 手
9.5.8～5.18南 アフ リカ共和国
平 澤 威 男 所 長
9.5.10～5.18デ ン マ ー ク 王 国
平澤威男 所 長,
渡邉研太郎 助教授,
佐藤雅 史 観測協 力室長
9.5.17～5.31ニ ュー ジーラ ン ド
神沼 克伊 教 授









































古川 晶雄 助 手,









岡 野 章 一 教 授
9.8.7～8.15
田 口 真 助 教 授
9.8.11～8.23











ス ウェー デ ン王 国
連合王国




















内 藤 靖 彦 教 授,
佐 藤 克 文 助 手
9.8.15～8.22
岡 野 章 一 教 授
9.8.16～8.22
藤 井 理 行 教 授
9.8.18～8.22
佐 藤 夏 雄 教 授
9.8.20～8.23
伊 藤 一 助 教 授
9.6.20～9.11
平 澤 威 男 所 長
9.8.22～8.31
佐 藤 夏 雄 教 授
9.8.24～9.8
神 沼 克 伊 教 授
9.9.1～9.11
土 井 浩 一 郎 助 手
9.9.1～9.12
森 本 真 司 助 手
9.9.7～9.12
麻 生 武 彦 教 授
9.9.22～10.7
佐 藤 夏 雄 教 授
9.9.24～9.28





































堤 雅 基 助 手
9.9.28～10.26
渡 邉 興 亜 教 授,
藤 井 理 行 教 授
9.10.22～10.28
福 地 光 男 教 授
9.10.25～11.5
田 口 真 助 教 授
9.11.4～11.24
渡 邉 研 太 郎 助 教 授
9.11.9～11.24
和 田 誠 助 教 授
9.11.11～11.15
森 脇 喜 一 助 教 授
9.11.14～10.3.28
澁 谷 和 雄 教 授,
岡 野 章 一 教 授
小 島 秀 康 助 教 授
橋 田 元 助 手
青 木 茂 助 手
9.ll.14～11.3.28
平 澤 威 男 所 長
9.11.15～ll.21
石 沢 賢 二 専 門 職 員
9.11.27～12.24
今 榮 直 也 助 手
9.12.3～12.8













ニ ュー ジー ラン ド
ア メ リカ合衆 国

















GEOTAIL,　 POLAR,　 計算機実験 に よる磁気圏尾部,極
域波動の勃起現象に関する議論
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塩 原 匡 貴 助 教 授
9.12.9～12.20
森 本 真 司 助 手
9.12.9～12.20
和 田 誠 助 教 授
9.12.9～12.30
三 浦 英 樹 助 手
9.12.14～12.19
宮 岡 宏 助 教 授
9.12.15～10.1.4
江 尻 全 機 教 授
10.1.3～1.9
白 石 和 行 教 授
10.1.7～10.1.15
内 藤 靖 彦 教 授
10.1.12～1.13
江 尻 全 機 教 授
10.1.25～2.7
渡 邉 研 太 郎 助 教 授
10.2.1～4.30
野 木 義 史 助 手
10.2.9～10.3.31
福 地 光 男 教 授,
佐 藤 雅 史 観 測 協 力 室 長
10.2.14～2.22






デ ンマー ク王 国
スウ ェーデ ン王 国
オース トラ リア




























梅 原 克 嗣 専 門 職 員
10.2.21～3.3
山 岸 久 雄 助 教 授
10.2.21～3.1
和 田 誠 助 教 授
10.2.22～3.15
麻 生 武 彦 教 授
10.2.27～3.3
伊 藤 一 助 教 授
10.3.1～3.10
岡 田 雅 樹 助 手,
鈴 木 靖 和 文 部 技 官
10.3.1～3.11
神 山 孝 吉 教 授
10.3.2～3.28
伊 村 智 助 手
10.3.3～3.10
神 田 啓 史 教 授
10.3.3～3.14
森 本 真 司 助 手
10.3.3～3.16
藤 井 理 行 教 授
10.3.5～3.14
麻 生 武 彦 教 授
10.3.6～3.10






































アイス ラン ド共和 国
田 口 真 助 教 授
10.3.11～3.14ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
塩原 国資 助教授
10.3.12～3.14ア メリカ合衆 国
福 地光男 教 授,
小達恒 夫 助教授,
加藤 明子 助 手
10.3.15～3.20
神 沼克伊 教 授,





ニ ュージー ラン ド
白石和行 教 授
10.3.18～3.26南 ア フリカ共和 国
本吉洋一 助教授,
勝 田 豊 設営 第二係 長
10.3.18～3.26南 ア フリカ共和 国
関 充 企画係 長,
山木戸 英人 文部技 官
10.3.19～3.24オ ース トラ リア
宮岡 宏 助教授,
大塚英明 設営第一係長
10.3.21～3.28 オ ー ス トラ リ ア
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド




10.3.24～3.28ニ ュー ジー ラ ン ド
渡邉興 亜 教 授
10.3.25～3.31デ ンマー ク王 国
ロ シア連邦
















福 地 光 男 教 授




神 田啓 史 教 授,






古 川 晶 雄 助 手
9.7.12～7.20
内 藤 晴 彦 教 授
9.10.19～10.21
牛 尾 収 輝 助 手
9.11.30～12.7



































ロベ ール デ ルマ　(Robert　J.　Delmas)
フラ ンス国立 中央科 学研 究機構 環境氷河地球 物理研究 所 ・一等管理 官
平成10年1月5日 ～平成10年5月6日
極域大気 ・雪氷化学 に関す る研 究




















トーマス ブルニエ ル　(Thomas　 Blunier)
ベ ル ン大学気候環境 変動研 究部門 ・研究 員
平成10年9月1日 ～平成10年12月15日
雪氷 コア解析 に よる気候変動 の解明








グ ラハム ウ ィリアム ホー ジー　(Graham　 William　Hosie)
オース トラ リア南極 ・主任研 究官
平 成11年2月1日 ～平成11年4月30日
極域 にお ける動 物 プラ ンク トンと環境 変動 に関す る研究















所 属 ・ 職
受 入 期 間
共 同研 究 課 題
担 当 教 官
胡 紅橋　(Hu　Honggiao)
中国湖北工 学院 ・講 師
平成10年11月13日 ～平 成10年12月13日







ジ ョンーブ ノワ シャラ ッセ ン　(Jean-Benoit　 Charrasin)
フラ ンス国立科学 セ ンター生理 生態エ ネルギー研究所 ・学生
平成10年11月24日 ～平成10年12月23日
南極海 ペ ンギ ン類 の捕食行動 とエ ネルギー ダイナ ミックスの研究
一152一































Dr.　ORLISKY,　 0.　 (ス ロ バ キ ア 科 学 ア カ デ ミ ー 地 球 物 理 学 研 究 所 研 究 員)
Dr.KLOKOV,V.　 (ロ シ ア 北 極 南 極 研 究 所 南 極 観 測 隊 次 長)
Dr.　EROGLU,　 A.　E.　 (シ ェ フ ィ ー ル ド大 学 客 員 研 究 員)
Prof.　DUNLOP,　 D.　 (ト ロ ン ト大 学 教 授)
Dr.　ERAS,　 A　 (ブ ラ ジ ル 宇 宙 研 究 所)
Dr.　TAKAHASHI,　 H.　 (ブ ラ ジ ル 宇 宙 研 究 所)
李 昇 季(Dr.LI,S.)(中国 極 地 研 究 所 助 手)
Mr.　ROBERT,　 C.　F.　 (ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 ス コ ッ ト極 地 研 究 所 研 究 生)
Dr.　IL,　Y.　K.　 (ハ ン ヤ ン 大 学 教 授)
Dr.　JUN,KB.　 (ハ ン ヤ ン 大 学 教 授)
Dr.THOMPSON,A.　(米 国 国 家 標 準 局)
李 院 生(Dr.LI,Y.)(中国 極 地 研 究 所 助 教 授)
Dr.　KAPICKA,　 A.　 (チ ェ コ 科 学 ア カ デ ミ ー 地 球 物 理 研 究 所)
Dr.　BERKMAN,　 P.　A.　 (オ ハ イ オ 州 立 大 学 助 教 授)
Prof.　LAWVER,LA.　(テ キ サ ス 大 学 オ ー ス チ ン 分 校 教 授)
Prof.　CONDIE,　 K.　 (ニ ュ ー メ キ シ コ 工 科 大 学 教 授)
Prof.　CONDIE,K.　 (ニ ュ ー メ キ シ コ 工 科 大 学)
Prof.　RUDHICK,　 R.　 (ハ ー バ ー ド大 学 教 授)
Prof.　FOUNTAIN,　 D.　 (ワ イ オ ミ ン グ 大 学 教 授)
Prof.BROWN,L　(コ ー ネ ル 大 学 教 授)
Dr.　HARRIS,　 L.　 (西 オ ー ス トラ リ ア 大 学 上 級 講 師)
Prof.　WINDLEY,　 B.　 (レ ー セ ス タ ー 大 学 教 授)
Prof.　HARLEY,　 S.　(エ ジ ン バ ラ 大 学 教 授)
Prof.　LAWER,　 L.　 (テ キ サ ス 大 学 教 授)
Prof.JANARDHAN,A.　(マ イ ソ ー ル 大 学 教 授)
Prof.　GREW,　 E.　 (メ ー ン 大 学 教 授)
Prof.KONILOV,A.　(ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミ ー 教 授)
Dr.MINTS,M.　 (ロ シ ア 地 球 物 理 研 究 所)
Prof.　ELSNER,　 R.　 (ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所 教 授)
Dr.　LEE,　 D.　K.　 (韓 国 海 洋 研 究 所)
Dr.　STUWE,K.　 (モ ナ ッ シ ュ 大 学 研 究 員)
Dr.　ZWARTZ,　 D.　P.　(オ ー ス ト ラ リ ア 国 立 大 学 助 手)
Dr.　FRASER,　 G.　L.　(ア デ レ ー ド大 学 助 手)
Dr.　KIM.Y.　 D.　 (韓 国 海 洋 研 究 所 極 地 研 究 セ ン タ ー 長)
Prof.　KONILOV,A.　 N.　 (ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミ ー 研 究 員)
Prof.MINTS,M.V.　(ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー 研 究 員)
Dr.　HENSEN,　 B.　J.　(ニ ュ ー サ ウ ス ウ ェ ー ル ズ 大 学 助 教 授)
Dr.HOYSETH,W.　(カ ナ ダ 水 産 庁 大 平 洋 生 物 局)
Prof.　JOHNSEN,　 S.　J.　(ア イ ス ラ ン ド大 学 教 授)
Mrs.JOHSEN,P.　 (ア イ ス ラ ン ド大 学)
Mr.　BERG,　 K.　 (フ ラ ム 号 博 物 館 館 長)
Prof.　 CLAUSEN,　 H.　B.　 (コ ペ ン ハ ー ゲ ン 大 学 教 授)






























Dr.HROUDA,F.　 (チ ェ コ 科 学 ア カ デ ミ ー 地 球 物 理 研 究 所)
Dr.　NIEKE,　 B.　 (ダ ル ホ ー ジ 大 学 研 究 員)
Prof.　FO　CARDI,　 S.　(シ エ ナ 大 学 環 境 生 物 学 部 教 授)
Dr.　BARBER,　 D.　G.　 (マ ニ トバ 大 学 助 教 授)
Prof.　DEMERS,　 S.　(ケ ベ ッ ク 大 学 教 授)
Prof.　FORTIER,　 L　 (ラ バ ル 大 学 教 授)
Prof.　LEGENDRE,L.　 (ラ バ ル 大 学 教 授)
Dr.　RIVKIN,　 R.　 (ニ ュ ー フ ァ ン ド ラ ン ド大 学 助 教 授)
Prof.　GUANG-YU,　 S.　(中 国科学院大気物 理研究所 教授)
Dr.ANCEL,A.　 (フ ランス国立 科学研究 セ ンター生理 生態エ ネルギー研 究所研 究員)
Dr.MARCHANT,H.　 (オ ース トラリア南極 局研 究部長)
Dr.　REID,　P.　C.　(ハ ーデ ィー海洋研 究所主任研 究員)
Dr.　LILIE,　L.　(米 国サ イエ ンスエ ンジニ アリ ング研 究員)
温 家 洪(Dr.WEN,J.)(中 国極地研究所 助教授)
閂 明(Dr.YAN,M.)(中 国極地研究所 助教授)
Dr.　DORONIN.　 N.　Y.　(ロ シア北極 南極研究所 科学渉外部 長)
Dr.　SAVATYUGIN,　 L.　M.　(ロ シア北極 南極研究所極 地地理学研 究部長)
Dr.　RIDLEY,　 A.　(サ ウス ウェス ト ・リサーチ ・イ ンス テ ィテユー ト研究 員)
Prof.　BERING,　 E.　A.　(ヒ ュー ス トン大学教授)
Prof.　HPZWORTH,　 R.　H.　(ワ シ ン トン大学教授)
Dr.　LEWIS,　 R.　V.　(英 国南極調査 所主任研 究官)
Dr.　KLOKOV,　 V.　(ロ シア南極観測 隊本部次長)
Mr.　SAYERS,　 J.　(南極観 測実施責任 者評議会事 務局長)
Dr.　SWITHINBANK,C.　 (ス コッ ト極地研 究所研究 員)
Mr.　ZADIROV,P.　 (ア ンテ ックスポラス社代表)
Mr.　NIKITIN,　 P.　(ア ンテ ックスポ ラス社副代 表)
Mr.　KERSHAN,A.　 (極 地設営社代表)
Dr.　JUGIE,　 G.　(フ ランス極地研 究所所長)
Mr.　GODON,　 P.　(フ ラ ンス極地研 究所設営部 長)
Dr.　LUKIN,　 V.　(ロ シア南極 観測隊本部 長)
Dr.　BLAISDELL,　 G.　(米 陸軍寒冷 地研究所 主任研究員)
陣 立奇　(Dr.　CHEN,　 L)　 (中 国南極 管理局長)
Dr.　ROBERTSON,　 G.　(オ ース トラ リア南極局)
Dr.　STEEN,　 A.　(ス ウェーデ ン国立宇宙物理研 究所 主任研 究員)
Dr.TAJIMA,F.　 (テ キサス大学 オースチ ン校研 究員)
Prof.　BATTAGLIA,B.　 (パ ドバ大学教授)
Dr.ALLISON,1.　 (オ ース トラ リア南 極局)
Dr.BINDOFF,N.　 (タ スマニ ア大学南 極研究 セ ンター)





























































































































教 授(客 員)海 洋生態学
非常勤講師(客 員助教授)地 球化学
(極地設営工学研究部門)





































農博 加 藤 明 子
農博 佐 藤 克 文
水産博 河 村 章 人







工博 江 尻 全 機
農博 渡 邉 研太郎
理修 門 倉 昭
理博 小 島 秀 康
理博 今 榮 直 也
????????????????
? ?? ?? ?
? ?




























理博 渡 邉 正 和
理博 島 田 亙














生物学 理博 坂 田 有紀子
白 石 和 行
???????? ????
澁 谷 和 雄

































河 野 憲 司(京 都大学企画調整官)
川 上 四 郎(大 阪大学研究協力課長)
大 山 佳 邦
末 武 伸 往
外 内 博












萩 原 寿 郁(事 業部事業課長)













































宮 本 正 道
木 村 眞
河 村 章 人
庄 子 仁
横 山 宏太郎
渡 邉 興 亜








本 山 秀 明(助 手研究系)
高 橋 修 平(北 見工業大学教授)
麻 生 武 彦
佐 藤 克 文








































































































19～11.16特 別展 「ふ しぎ大陸南極展」(国 立科学博物館)
24～25第21回 極域 における電離圏磁気圏総合観測 シンポジウム
25運 営会議
28図 書委員会
29大 型計算機を利用 した大規模データ解析シ ミュレーションに関する研究小集会,南 極地名委員会
8.1総 研大 ・学位論文公開発表会
5特 別展 「ふ しぎ大陸南極展」記念講演会(有 楽町朝 日ホール)
19南 極 リーセルラルセン山域の地形発達に関する研究小集会







ll　　　 極域熱圏 ・中間圏の地上 リモー トセ ンリングに関する研究小集会
15講 演 と映画の会(境 港市)
17運 営会議
18教 官人事委員会




24～26総 研大 ・サマースクール(葉 山)
25編 集委員会
26極 域ポリニア環境 における生物生産 ・活動に関する研究小集会
第84回 運営協議員会(東 条 インペ リアルパ レス)
29南 極大気 ・物質循環観測に関する研究小集会
30教 官系連絡会
















































































































































第38次 越冬隊 ・第39次 夏隊帰国(成 田)
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